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本書について

こ のイ ンス ト ールガイ ド では、 Novell® eDirectoryTM 8.8 のイ ンス ト ール方法について説
明し ま す。 こ のガイ ド はネッ ト ワ ーク 管理者向けに作成さ れたも ので、 次のセク ショ ン
から 構成さ れていま す。

11 ページの第 1 章 「Novell eDirectory の NetWare へのイ ン ス ト ールまたはア ッ プグ
レード」

19 ページの第 2 章 「Novell eDirectory の Windows へのイ ン ス ト ールまたはア ッ プグ
レード」

31 ページの第 3 章 「Novell eDirectory の Linux への イ ン ス ト ールま たはア ッ プグ
レー ド 」

57 ページの第 4 章 「Novell eDirectory の Solaris へイ ン ス ト ールま たはア ッ プグ
レー ド 」

73 ページの第 5 章 「 Novell eDirectory の AIX へのイ ン ス ト ールま たはアッ プグ
レ ード 」

89 ページの第 6 章 「Novell eDirectory の HP-UX へのイ ン ス ト ールまたはア ッ プグ
レード」

105 ページの第 7 章 「DIB の移動」

107 ページの第 8 章 「Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムでの Novell 
eDirectory の設定」

113 ページの第 9 章 「iManager プラ グ イ ンのイ ン ス ト ール」

115 ページの第 10 章 「Novell eDirectory をアン イ ン ス ト ールする」

119 ページの付録 A 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 用 Novell eDirectory パッ
ケージ」

123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

129 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」

補足マニュアル

eDirectory の管理、 運用に関するマニ ュ アルについては、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ
ド』 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く だ さい。

マニュアルの更新

『Novell eDirectory 8.8 イ ン ス ト ールガイ ド 』 の最新版については、 Novell eDirectory 8.8 
Documentation (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) の Web サイ ト を参
照し て く ださい。
本書について 9
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マニュアルの表記規則

このマニュ アルでは、 不等号 (>) を使用し て、 操作手順の動作、 およびク ロ ス リ フ ァ レ
ン スパス内の項目を区切 り ます。

「®」、 「TM」 などの商標記号は、 Novell の商標を示し ます。 アス タ リ ス ク (*) はサード
パーテ ィ の商標を示し ます。

パス名に円記号 (\) が使用されるプラ ッ ト フ ォームやス ラ ッ シ ュ (/) が使用されるプ
ラ ッ ト フ ォームがあ り ますが、 パス名は円記号で表記されています。 Linux* や UNIX*
など、 ス ラ ッ シ ュ を必要とするプラ ッ ト フ ォームでは、 ソ フ ト ウ ェ アの必要に応じ て
ス ラ ッ シ ュ を使用し て く ださい。
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1 Novell eDirectoryのNetWareへのインストールま
たはアップグレード

NetWare® サーバ上に Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールまたはア ッ プグレードす
るには、 次の情報を参照し て く だ さい 。

11 ページの 「システム要件」

11 ページの 「前提条件」

12 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

13 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

14 ページの 「NetWare 用の eDirectory スキーマの更新」

15 ページの 「Novell eDirectory の NetWare へのイ ン ス ト ールまたはア ッ プグレード」

システム要件

eDirectory 8.8 にア ッ プグレード でき るのは、 NetWare の次のバージ ョ ンからです。

NetWare 6.5 Support Pack 3 以降 (http://support.novell.com/filefinder/18197/index.html)

スキーマを拡張するための eDirectory ツ リ ーに対する管理権。

ハード ウ ェア要件についての詳細は、 12 ページの 「ハード ウ ェア要件」 を参照し て く
ださい。

前提条件

NetWare サーバおよ び Windows サーバが混在する eDirectory ツ リ ー内にイ ンス ト ー
ルする 場合は、 各 NetWare サーバで次のいずれかが動作し ている こ と が必要にな
り ま す。

NetWare 5.1 Support Pack 8 (http://support.novell.com/filefinder/9331/index.html) 以降

NetWare 6.0 Support Pack 5 (http://support.novell.com/filefinder/13659/index.html)
以降

NetWare 6.5 Support Pack 3 (http://support.novell.com/filefinder/18197/index.html)
以降

各 Windows サーバでは、 eDirectory 8.7.3 以降が動作し ている必要があ り ます。
Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード 11
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( 状況によ って実行 ) NICI 2.7 および eDirectory 8.8 でサポー ト されている キーサイ ズ
は、 4,096 ビ ッ ト です。 4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする必要があ り ます。 また、 iManager や ConsoleOne
などの管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用するすべてのワーク ステーシ ョ ンに、 NICI 2.7 が
イ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。 4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。  また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。

( 状況によ って実行 ) 管理者以外のユーザ と し て NetWare サーバをア ッ プグレードす
る場合は、 次の前提条件を満た し ている こ と を確認し ます。

eDirectory 8.8 ツ リ ーのNetWareサーバがツ リ ーのadmin と し て イ ン ス ト ールされ
ている。

次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と なる コ ンテナに対する スーパバイザ権。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。

管理者以外のユーザと し ては、 NetWare サーバのアッ プグレ ード のみを 実行でき
ま す。

ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。

た と えば、 標準スキーマを使用する基本的な eDirectory のイ ン ス ト ールでは、 50,000
ユーザご と に約 74 MB の空きデ ィ ス ク容量が必要です。 ただし、 新しい属性のセ ッ ト
を追加し た り 、 既存の属性をすべて使用する と、 オブジェ ク ト のサイ ズは拡大し ます。
それに対応し て、 必要な空きデ ィ ス ク容量、 プロセ ッ サ、 および メ モ リ が変わ り ます。

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ の量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向
上に関係し ます。

最適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う
にし ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 Novell eDirectory 8.7
では、 マルチプロセ ッ サの利点を活用でき ま し た。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ
ン時のパフ ォーマン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア
ク テ ィ ブにでき るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな
く 、 入出力集中型です。
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次の表に、 eDirectory for NetWare の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。 

高速なプロセ ッ サではパフ ォーマン スが向上し ます。 また、 メ モ リ の追加によ ってパ
フ ォーマン ス を上げる こ と もでき ます。 メ モ リ が増えれば、 その分、 デ ィ レ ク ト リ の
よ り 多 く の部分をキ ャ ッ シュに入れる こ と ができ るためです。

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェ ク ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク
リ ン ク処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースがオープン された 2 時間後に実行され、
その後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 )
までの任意の値を設定でき ます。

eDirectory に移行後、 サーバコ ン ソールから次のコマン ド を発行し て、 強制的にバッ ク
リ ン ク を実行する こ と をお勧めし ます。 バッ ク リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在
し ないサーバ上では特に重要です。

1 サーバコ ン ソールで、 「set dstrace=on」 と入力し ます。

2 「set dstrace=+blink」 と入力し ます。

3 「set dstrace=*b」 と入力し ます。

4 処理が完了し た ら、 「set dstrace=off」 と入力し ます。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Pentium* III 450 ～ 700 MHz 
( シングルプロセッサ )

384 MB 144 MB

100 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( デュアルプロセッサ )

2 GB 1.5 GB

1,000 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( プロセッサ 2 ～ 4 台 )

2 GB 以上 15 GB
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NetWare 用の eDirectory スキーマの更新

NetWare サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする際に、 eDirectory スキーマの更新
が必要と な る場合があ り ます。 その場合は、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カ
を保持するサーバ上で DSRepair を実行し ます。

重要 : ルートパーティションのマスタレプリカが Windows サーバ上に存在する場合は、22 ページの
「Windows 用の eDirectory スキーマの更新」の指示に従ってください。

スキーマを更新する

1 製品 CD またはダウ ン ロード し て展開し たフ ァ イルに含まれている適切な
dsrepair.nlm フ ァ イルを、 Tree パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを保持し ている
サーバの sys:\system デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

2 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カのサーバコ ン ソールでdsrepair.nlmを ロード
し ます。

3 ［詳細オプシ ョ ン］ メ ニュー > ［グ ローバルスキーマの操作］ の順に選択し ます。

4 管理者のロ グ イ ン名 (Admin.VMP など ) およびパス ワード を入力し ます。

注 : eDirectory 8.8 およびそれ以降では、すべてのユーティリティについて大文字 / 小文字を区別した

パスワードが使用できます。詳細については、『Novell eDirectory 8.8 新機能ガイド』 (http://
www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照してください。

5 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ > ［はい］ の順に選択し ます。

dsreapir.nlm によ り ス キーマが更新さ れ、 結果が dsrepair.log フ ァ イ ルに記録さ れ
ま す。

オブジェ ク ト ク ラ スの追加に関連するエラーは無視し ます。 dsrepair.nlm の処理で
は、 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ の変更が、 各オブジェ ク ト に適用されます。

6 適切なパッチバージ ョ ンの dsrepair.nlm を、eDirectory ツ リ ー内の各 NetWare サーバに
コ ピーし ます。

ステ ッ プ 1 の表を参照し て く ださい。 正しいバージ ョ ンを各サーバにコ ピーする
と、 後で dsrepair.nlm が実行される と きに、 eDirectory に必要なスキーマが正し く 維
持されます。

バージ ョ ンの古い dsrepair.nlm を使用し て ［オペレーシ ョ ナルスキーマの再構築］
を選択する と 、 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ によ る スキーマの拡張は失われま
す。 スキーマの拡張が失われる問題を解決するには、 次の表に従って dsrepair.nlm
を実行し ます。

これで、 ツ リ ーのルー ト から スキーマが再同期されます。

7 eDirectory をサーバにイ ン ス ト ールする前に、 dsrepair.nlm を終了し て く ださい。

dsrepair.nlm がロード されている と、 サーバが再起動でき ない場合があ り ます。

dsrepair.nlm を実行する場所 実行後

ルートパーティションの書き込み可能
レプリカを保持するサーバ

eDirectory ツリーに、［Post NetWare 5 スキーマの

更新］を再適用します。

その他のサーバ ［詳細オプション］>［グローバルスキーマの操

作］>［ツリーからスキーマを要求］の順に選択

します。
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Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

15 ページの「 Novell eDirectory 8.8 の NetWare へのイ ン ス ト ールま たはアッ プグ
レ ード 」

16 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

16 ページの 「NMAS サーバソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」

17 ページの 「NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」

17 ページの 「コ ンテナ名に ド ッ ト を使用し たツ リ ーへのイ ン ス ト ール」

Novell eDirectory 8.8 の NetWare へのインストールまたはアップグレード

1 サーバコ ン ソールで、 「nwconfig.nlm」 と入力し ます。

2 ［プロ ダ ク ト オプシ ョ ン］ > ［ リ ス ト にはないプロダ ク ト のイ ン ス ト ール］ の順に
選択し ます。

3 F3 キーを押し、 イ ン ス ト ールで使用される nds8.ips フ ァ イルが格納されている NW
デ ィ レ ク ト リ へのパス を指定し ます。 

Web サイ ト から eDirectory をダウ ン ロード し た場合は、ダウ ン ロード し たフ ァ イ
ルから抽出し た WN デ ィ レ ク ト リ へのパス (sys:\edir\nw など ) を入力し て く だ
さい。

CD から イ ン ス ト ールする場合は、 CD をボ リ ューム と し てマウ ン ト し、
volume_name:NW (edir_88:NW など ) のよ う に入力し て く ださい。

CD をボ リ ューム と し てマウ ン ト する方法の詳細については、 『Novell Storage 
Services Administration Guide (Novell ス ト レージサービ ス管理ガイ ド )』 の
「CD-ROMs as Logical Volumes」 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw6p/
nss_enu/data/htxx7fd6.html) を参照し て く ださい。

4 画面に表示 さ れる使用許諾契約、 Readme フ ァ イル、 および ヒ ン ト の指示に従い
ます。 

5 管理者のロ グ イ ン名 (Admin.VMP など ) およびパス ワード を入力し ます。

重要 : 情報を入力する前にこのウィンドウが閉じてしまう場合があります。その場合は、<Alt> + <Esc>
を押し、画面を切り替えて情報を入力します。情報を入力しないと、インストールは完了しません。

注 : eDirectory 8.8 およびそれ以降では、すべてのユーティリティについて大文字 / 小文字を区別した

パスワードが使用できます。詳細については、『Novell eDirectory 8.8 新機能ガイド』

 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照してください。

6 LDAP 環境設定画面で、 使用する LDAP ポート を指定し 、 ［次へ］ をク リ ッ ク し ま す。

詳細については、 25 ページの 「LDAP を介し た eDirectory と の通信」 を参照し て く
ださい。

7 イ ン ス ト ールする NMASTM ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 16 ページの 「NMAS サーバソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」 およ
び 17 ページの 「NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」 を参照し て く
ださい。

8 ［完了］ を ク リ ッ ク し て、 eDirectory のイ ン ス ト ールを開始し ます。 

9 イ ン ス ト ールを完了するには、 プロ ンプ ト が表示された らすべてのデ ィ ス ク または
CD を取 り 出し、 ［はい］ を ク リ ッ ク し てサーバを再起動し ます。
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サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のア ッ プグレード の際に、 2 つのサーバヘルスチェ ッ ク
をデフ ォル ト で実行し、 サーバをア ッ プグレード し て も安全かど う かを確認し ます。

124 ページの 「基本的なサーバの状態」

125 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状態」

ヘルスチェ ッ クの結果に基づいて、 次のよ う にア ッ プグレード が継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェ ッ クに成功する と、 ア ッ プグレード は継続されます。 

あま り 重大でないエラーの場合、 ア ッ プグレード を継続するか中止するかを問 う
メ ッ セージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 ア ッ プグレード は中止されます。

あま り 重大でないエラーと重大なエラーの一覧については、 123 ページの付録 B 「サー
バのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く だ さい。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェ ッ ク を スキ ッ プするには、 サーバのヘルスチェ ッ ク について メ ッ
セージが表示された と きに、 「No」 と入力し ます。 

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

NMAS サーバソフトウェアのインストール

NMAS (Novell Modular Authentication ServiceTM) サーバコ ンポーネン ト は、 eDirectory イ
ン ス ト ールプロ グ ラ ムを実行する と自動的にイ ン ス ト ールされます。 その際、 イ ン ス
ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択する必要があ り ます。

該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て、 eDirectory にイ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ
ソ ッ ド を選択し ます。 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択する と、 コ ンポーネン ト の説明が ［説
明］ ボ ッ ク スに表示されます。 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の詳細については、 『Novell Modular 
Authentication Service Administration Guide (Novell Modular Authentication Service 管理ガイ
ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences」 (http://www.novell.com/
documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html) を参照し て く ださい。

すべてのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を eDirectory にイ ン ス ト ールする場合は、 ［すべて選択］ を
ク リ ッ ク し ます。 選択し た メ ソ ッ ド をすべて ク リ アするには、 ［すべて ク リ ア］ を ク
リ ッ ク し ます。

NDS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド はデフ ォル ト でイ ン ス ト ールされます。
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NMAS クライアントソフトウェアのインストール

NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アは、 NMAS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を使用する各ク ラ イ ア
ン ト ワーク ステーシ ョ ンにイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

1 Windows ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンに Novell eDirectory 8.8 CD を挿入し ます。

2 NMAS デ ィ レ ク ト リ から nmasinstall.exe を実行し ます。

3 ［NMAS ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト ］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。 

オプシ ョ ンで、 NICI コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールする場合はチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオンにし ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 画面の指示に従います。

5 イ ン ス ト ールの完了後、 ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンを再起動し ます。

コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール

NetWare サーバは、 名前に ド ッ ト (.) が含まれる コ ンテナ (O=novell.com または C=u.s.a
など ) を保持し ている eDirectory ツ リ ーにイ ン ス ト ールでき ます。 名前に ド ッ ト が含ま
れている コ ンテナを使用するには、 ド ッ ト を円記号 (\) でエスケープする必要があ り ま
す。 ド ッ ト をエスケープするには、 コ ンテナ名に含まれるすべての ド ッ ト の前に円記
号を挿入し ます。 例 ：

O=novell\.com

名前の最初に ド ッ ト を使用する こ と はでき ません。 た と えば、 ド ッ ト ( 「.」 ) から始ま
る 「.novell」 と い う 名前のコ ンテナを作成する こ と はでき ません。

重要 : ツリー内に名前にドットが含まれるコンテナが存在する場合は、iMonitor、iManager および DHost 
iConsole などのユーティリティにログインするときには、それらの名前を必ずエスケープしてください。
たとえば、ツリー内に「novell.com」という名前の組織が存在する場合、iMonitor にログインするときは

［ユーザ名］フィールドに username.novell\.com のように入力します ( 図 1 を参照してください )。

図 1 iMonitor ログイン画面
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    Novell Confidential                                                                                            Manual 
18   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
2 Novell eDirectory の Windows へのインストール
またはアップグレード

Windows* 2000 または Windows Server 2003 に Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールま
たはア ッ プグレードするには、 次の情報に従います。

19 ページの 「システム要件」

20 ページの 「前提条件」

21 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

21 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

22 ページの 「Windows 用の eDirectory スキーマの更新」

22 ページの 「Novell eDirectory の Windows へのイ ン ス ト ール」

重要 : Novell eDirectory 8.8 では、Novell ClientTM を含めずに eDirectory for Windows をインストールできま
す。すでに Novell Client を含んだコンピュータに eDirectory 8.8 をインストールすると、eDirectory では既
存のクライアントが使用されます。詳細については、23 ページの「Windows 2000 または Server 2003 への
Novell eDirectory 8.8 のインストールまたは更新」を参照してください。

システム要件

次のいずれかが必要です。

Windows 2000 Server Service Pack 4 以降、 Windows 2000 Advanced Server Service 
Pack 4 以降

Windows Server 2003

重要 : Windows XP は Novell eDirectory 8.8 のプラットフォームとしてサポートされていません。

IP ア ド レ スの割 り 当て。

最低 64 MB RAM ( 推奨 128 MB) 装備の Pentium 200 CPU、 およびカ ラーパレ ッ ト を
16 色以上に設定し たモニ タ。

( オプシ ョ ン ) 次のいずれかが動作し ている 1 つまたは複数のワーク ステーシ ョ ンが
必要です。

Novell Client for Windows 95/98 バージ ョ ン 3.4

Novell Client for Windows 2000/XP バージ ョ ン 4.9

Windows サーバに対する管理権、 および eDirectory ツ リ ー内で ド メ イ ンユーザオブ
ジェ ク ト を格納する全コ ンテナに対する管理権。 既存のツ リ ー内にイ ン ス ト ールす
る場合は、 スキーマを拡張しオブジェ ク ト を作成するために、 その Tree オブジェ
ク ト に対する管理権が必要です。
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前提条件

FAT フ ァ イルシステムの場合、NTFS に比べて ト ラ ンザク シ ョ ン処理の安全性が低い
ため、 eDirectory は NTFS パーテ ィ シ ョ ンにのみイ ン ス ト ールでき ます。 FAT フ ァ イ
ルシステム しかない場合は、 次のいずれかを実行し ます。

新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成し、 NTFS と し てフ ォーマ ッ ト する。

この作業には、 Windows の 「デ ィ ス クの管理」 を使用し ます。 詳細について
は、 『Windows Server User Guide (Windows Server ユーザガイ ド )』 を参照し て く
ださい。

CONVERT コ マン ド を使用し て、既存の FAT フ ァ イルシ ス テム を NTFS に変換
する。

詳細については、 『Windows Server User Guide (Windows Server ユーザガ イ ド )』
を参照し て く ださい。

サーバに FAT フ ァ イルシステム しか存在し ない と きに上記の措置を と ら なかった
場合は、 イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って NTFS パーテ ィ シ ョ ンを作成する よ う 指
示されます。

(状況によ って実行) NICI 2.7およ びeDirectory 8.8でサポート さ れている キーサイ ズは、
4,096 ビッ ト です。 4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にアッ プグレ ード する 必要があり ま す。 ま た、 iManager や ConsoleOne
などの管理ユーティ リ ティ を使用する すべてのワ ーク ス テーショ ンに、 NICI 2.7 が
イ ンス ト ールさ れている 必要があり ま す。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。 4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。 また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。

eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合は、 ツ リ ー内にあ る eDirectory 8.8 以外のす
べてのサーバに最新の NDS および eDirectory パッチがイ ン ス ト ールされている こ
と を確認し て く ださい。 NDS および eDirectory パッチは Novell Support
 (http://support.novell.com) Web サイ ト から ダウ ン ロード でき ます。

Windows 2000または2003 Serverに最新のService Packがイ ン ス ト ールされている こ と
を確認し ます。 最新の Windows Service Pack は、 Windows SNMP サービ スのイ ン ス
ト ール後にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの eDirectory から ア ッ プグレードする場合は、eDirectory 8.7 以降で
あ る必要があ り ます。

(状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを既存のツ リ ーに管理者以外のユーザ と し て
イ ン ス ト ールする場合は、 次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と なる コ ンテナに対する スーパバイザ権。

サーバを追加するパーテ ィ シ ョ ンに対する スーパバイザ権。

注 : この権限は、レプリカ数が 3 未満の場合にレプリカを追加するために必要です。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。
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ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。

た と えば、 標準スキーマを使用する基本的な eDirectory のイ ン ス ト ールでは、 50,000
ユーザご と に約 74 MB の空きデ ィ ス ク容量が必要です。 ただし、 新しい属性のセ ッ ト
を追加し た り 、 既存の属性をすべて使用する と、 オブジェ ク ト のサイ ズは拡大し ます。
それに対応し て、 必要な空きデ ィ ス ク容量、 プロセ ッ サ、 および メ モ リ が変わ り ます。

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ の量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向
上に関係し ます。

最適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う
にし ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 Novell eDirectory 8.8
では、 マルチプロセ ッ サの利点を活用でき ます。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ ン
時のパフ ォーマン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア ク
テ ィ ブにでき るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな
く 、 入出力集中型です。

次の表に、 Novell eDirectory for Windows 2000 の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。

バックリンク処理の強制実行

eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブジェ ク
ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ ン ク
処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースがオープン された 2 時間後に実行され、
その後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 )
までの任意の値を設定でき ます。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

10,000 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( シングルプロセッサ )

384 MB 144 MB

100 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( デュアルプロセッサ )

2 GB 1.5 GB

1,000 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( プロセッサ 2 ～ 4 台 )

2 GB 以上 15 GB
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eDirectory に移行後、 次の手順を完了し て、 強制的にバッ ク リ ン ク を実行する こ と をお
勧めし ます。 バッ ク リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在し ないサーバ上では特に重
要です。

1 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［サービ ス］ タブで、 ［select ds.dlm］ を選択し ます。

3 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ ト リ ガ］ タブの ［バッ ク リ ンカ］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ ク リ ン ク処理の詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 (http://
www.novell.com/documentation/edir88/edir88/data/h0000005.html) を参照し て く ださい。

Windows 用の eDirectory スキーマの更新

eDirectory 8.8 を既存のツ リ ーにイ ン ス ト ールする際に、 eDirectory スキーマの更新が必
要と な る場合があ り ます。 その場合は、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを保
持するサーバ上で DSRepair を実行し ます。

重要 : ルートパーティションのマスタレプリカが NetWare サーバ上に存在する場合は、14 ページの
「NetWare 用の eDirectory スキーマの更新」の指示に従ってください。

eDirectory のイ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って、 既存のスキーマのバージ ョ ンがチェ ッ
ク されます。 スキーマがア ッ プグレード されていない場合、 イ ン ス ト ールプロ グ ラ ム
は DSRepair の実行を指示する メ ッ セージを表示し て イ ン ス ト ールを中止し ます。

1 製品 CD に含まれている patches\dsrepair\ntnds8\dsrepair.dll フ ァ イルを、eDirectory が
イ ン ス ト ールされているデ ィ レ ク ト リ (c:\novell\nds など ) にコ ピーし ます。

2 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 サービ スの一覧から dsrepair.dlm を選択し ます。

4 ［起動パラ メ ータ］ フ ィ ール ド に 「-ins」 と入力し て、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

スキーマが更新される と、 dsrepair.dlm サービ スの横にあ る ［ステータ ス］ フ ィ ー
ル ド が空白にな り ます。

5 スキーマの更新結果を表示するには、 dsrepair.dlm を選択し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し
ます。

6 ［フ ァ イル］ > ［ロ グフ ァ イルを開 く ］ > ［開 く ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

ロ グフ ァ イルの最後のエン ト リ に、 スキーマの更新結果が表示されます。

Novell eDirectory の Windows へのインストール

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

23 ページの「Windows 2000 または Server 2003 への Novell eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ー
ルまたは更新」

25 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

25 ページの 「LDAP を介し た eDirectory と の通信」

28 ページの 「NMAS サーバソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」
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28 ページの 「NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」

28 ページの 「コ ンテナ名に ド ッ ト を使用し たツ リ ーへのイ ン ス ト ール」

Windows 2000 または Server 2003 への Novell eDirectory 8.8 のインストールまたは
更新

eDirectory 8.8 for Windows では、 Novell Client を含めずにイ ン ス ト ールでき ます。 すでに
Novell Client を含んだコ ンピ ュータに eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールする と、eDirectory で
既存の ク ラ イ アン ト が使用されるか、 最新バージ ョ ンでない場合は更新されます。

1 Windows サーバで、 管理者または管理権を持つユーザ と し て ロ グ イ ン し ます。

2 ツ リ ー名を解決するには、 ネ ッ ト ワーク上で SLP が正し く 設定されている こ と、
および SLP DA が安定し ている こ と を確認し て く だ さい。

詳細については、 次のいずれかを参照し て く ださい。

129 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」

DHCP Options for Service Location Protocol (http://www.openslp.org/doc/rfc/
rfc2610.txt)

OpenSLP Documentation (http://www.openslp.org/#Documentation)

3 自動実行をオフにし ている場合は、 Novell eDirectory 8.8 CD またはダウ ン ロード
フ ァ イルにあ る setup.bat を実行し ます。

eDirectory を イ ン ス ト ールする前に、 イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って次のコ ン
ポーネン ト がチェ ッ ク されます。 コ ンポーネン ト が検出されなかった り 、 バージ ョ
ンが正し く ない場合は、 該当する コ ンポーネン ト のイ ン ス ト ールが自動的に開始さ
れます。

NICI 2.7

Novell International Cryptographic Infrastructure (NICI) の詳細については、 『NICI 
2.7 Administration Guide (NICI 管理ガイ ド )』 (http://www.novell.com/documentation/
beta/nici27x/index.html) を参照し て く ださい。

NICI のイ ン ス ト ール後にサーバの再起動が必要にな る場合があ り ます。
eDirectory のイ ン ス ト ールは再起動後に再開されます。

Novell Client for Widows 2000/XP。

重要 : コンピュータに古いバージョンの Novell Client が存在する場合は、自動的に更新されます。

Novell Client の詳細については、Novell Client for Windows (http://www.novell.com/documentation/
lg/noclienu/index.html) のオンラインマニュアルを参照してください。

4 使用許諾契約を表示し、 ［同意する］ を ク リ ッ ク し ます。

5 イ ン ス ト ールで使用する言語を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 イ ン ス ト ールパス を指定または確認し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 DIB パス を指定または確認し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。
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8 ( 新規イ ン ス ト ールの場合のみ ) eDirectory イ ン ス ト ールタ イプを選択し、［次へ］ を
ク リ ッ ク し ます。

既存のツ リ ーへの eDirectory のイ ン ス ト ール こ のサーバを eDirectory ネ ッ ト
ワーク に組み入れます。 サーバはツ リ ーのどのレベルにで も イ ン ス ト ールで
き ます。

新しい eDirectory ツ リ ーの作成 新しいツ リ ーを作成し ます。 ツ リ ーに最初の
サーバを イ ン ス ト ールする場合、 またはこのサーバに個別のツ リ ーが必要 と な
る場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 新しいツ リ ー上で使用可能と な る リ
ソースは、 別のツ リ ーにロ グ イ ン し ているユーザからは使用でき ません。

9 eDirectory のイ ン ス ト ール画面で必要な情報を入力し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

新しい eDirectory サーバを イ ン ス ト ールする場合は、 新しいツ リ ーのツ リ ー名、
サーバオブジェ ク ト のコ ンテキス ト 、 および管理者のロ グ イ ン名と パス ワード
を指定し ます。

eDirectory サーバを既存のツ リ ーにイ ン ス ト ールする場合は、 既存のツ リ ーの
ツ リ ー名、 サーバオブジェ ク ト のコ ンテキス ト 、 および管理者のロ グ イ ン名と
パス ワード を指定し ます。

eDirectory サーバをア ッ プグレードする場合は、 管理者のパス ワード を指定し
ます。

注 : eDirectory 8.8 およびそれ以降では、すべてのユーティリティについて大文字 / 小文字を区別

したパスワードが使用できます。詳細については、『Novell eDirectory 8.8 新機能ガイド』

 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照してください。

コ ンテナ名に ド ッ ト を使用する場合の詳細については、 28 ページの 「コ ンテナ名
に ド ッ ト を使用し たツ リ ーへのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

10 ( 新規イ ン ス ト ールの場合のみ ) ［HTTP サーバポー ト の設定］ ページで、 eDirectory
の管理用 HTTP サーバで使用するポー ト を指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 : eDirectory インストールの実行中に設定する HTTP スタックポートには、Novell iManager で使

用している、または使用を予定している HTTP スタックポートとは別のポートを指定してください。

詳細については、『Novell iManager 2.5 管理ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/
imanager25/index.html) を参照してください。

11 ( 新規イ ン ス ト ールの場合のみ ) ［LDAP 環境設定］ページで、使用する LDAP ポー ト
を指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 25 ページの 「LDAP を介し た eDirectory と の通信」 を参照し て く
ださい。

12 イ ン ス ト ールする NMASTM ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 28 ページの 「NMAS サーバソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール」 およ
び 28 ページの 「NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」 を参照し て く
ださい。

13 ［完了］ を ク リ ッ ク し て、 eDirectory のイ ン ス ト ールを完了し ます。
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サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のア ッ プグレード の際に、 2 つのサーバヘルスチェ ッ ク
をデフ ォル ト で実行し、 サーバをア ッ プグレード し て も安全かど う かを確認し ます。 

123 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

123 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

ヘルスチェ ッ クの結果に基づいて、 次のよ う にア ッ プグレード が継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェ ッ クに成功する と、 ア ッ プグレード は継続されます。 

あま り 重大でないエラーの場合、 ア ッ プグレード を継続するか中止するかを問 う
メ ッ セージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 ア ッ プグレード は中止されます。

あま り 重大でないエラーと重大なエラーの一覧については 123 ページの付録 B 「サーバ
のヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く だ さい。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェ ッ ク を スキ ッ プするには、 イ ン ス ト ールウ ィ ザード でサーバのヘ
ルスチェ ッ クについて メ ッ セージが表示された と きに、 サーバのヘルスチェ ッ ク を無
効にし ます。

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

LDAP を介した eDirectory との通信

eDirectory を イ ン ス ト ールする場合、 LDAP サーバが監視するポー ト を選択し て、
LDAP 要求を処理でき る よ う にする必要があ り ます。 次の表では、 さ まざまな イ ン ス
ト ールオプシ ョ ンを示し ます。

ポート 389 ( 業界標準の LDAP クリアテキストポート )

ポー ト 389 を通じ た接続は暗号化されません。 このポー ト への接続を通し て送信され
るすべてのデータはク リ アテキス ト です。 このため、 セキ ュ リ テ ィ の問題が伴います。
た と えば、 単純バイ ン ド要求で LDAP パス ワード が見られる可能性があ り ます。

LDAP 単純バイ ン ド では、 DN およびパス ワード のみが要求されます。 パス ワード はク
リ アテキス ト 形式です。 ポー ト 389 を使用する場合、 すべてのパケ ッ ト はク リ アテキ
ス ト 形式です。 デフ ォル ト では、 eDirectory イ ン ス ト ールの実行中に このオプシ ョ ンは
使用でき ません。 

インストール オプション 結果

eDirectory 8.8 クリアテキスト ( ポート 389) ポート 389 を選択します。

eDirectory 8.8 暗号化 ( ポート 636) ポート 636 を選択します。

eDirectory 8.8 単純バインドに TLS が必要 インストール中に問い合わせするパ
ラメータを (LDAP グループオブジェ

クト上に ) 保存します。
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ポー ト 389 ではク リ アテキス ト が使用でき るため、 LDAP サーバサービ スではこの
ポー ト を通じ て eDirectory への読み込みおよび書き込みを処理し ます。 このポー ト の使
用は開放性が高 く 、 通信に妨害を受ける こ と がな く 、 パケ ッ ト が不正受信されない信
頼性の高い環境に適し ています。

ク リ アテキス ト パス ワードおよびその他のデータの使用を禁止するには、 イ ン ス ト ー
ルの実行中に ［パス ワード と の単純バイ ン ド に TLS を必要とする］ オプシ ョ ンを選択
し ます。

次の図に示すよ う に、 このページでは、 389、 636、 および ［パス ワード と の単純バイ
ン ド に TLS を必要と する］ オプシ ョ ンがデフ ォル ト で表示されます。

図 2 LDAP 環境設定画面のデフォルト

シナ リ オ ： ［単純バイ ン ド に TLS を必要とする］ オプシ ョ ンが有効の場合 ： ユーザは
パス ワード を要求する ク ラ イ アン ト を使用し ています。 パス ワード を入力し た後、 ク
ラ イ アン ト はサーバに接続し ます。 ただし、 LDAP サーバではク リ アテキス ト ポー ト
からサーバにバイ ン ドする接続は許可されていません。 誰でもユーザのパス ワード を
見る こ と ができ ますが、 ユーザはバイ ン ド接続でき ません。 

［単純バイ ン ド に TLS を必要とする］ オプシ ョ ンを有効にする と、 ユーザは閲覧可能な
パス ワード を送信でき な く な り ます。 この設定を無効にし ている ( チェ ッ ク ボ ッ ク スが
オフになっている ) 場合、 ユーザは別の人がパス ワード を閲覧し て も気が付き ません。
このオプシ ョ ンは接続を許可し ないよ う に設定する もので、 ク リ アテキス ト ポー ト に
のみ適用でき ます。

ポー ト 636 に対し てセキ ュ リ テ ィ 保護された接続を行い、 単純バイ ン ド を実行する場
合は、 接続はその時点ですでに暗号化されています。 このため、 パス ワード、 データ
パケ ッ ト 、 またはバイ ン ド要求を閲覧する こ と はでき ません。
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ポート 636 ( 業界標準のセキュリティ保護されたポート )

ポート 636 を通じ た接続は暗号化さ れま す。 TLS ( 以前の SSL) によ って暗号化が管理さ
れま す。 デフォ ルト では、 eDirectory のイ ンス ト ールではこ のポート が選択さ れま す。

次の図で、 選択されるポー ト を示し ます。

図 3 iManager の LDAP サーバ接続ページ

ポー ト 636 への接続では、 自動的にハン ド シェーク を イ ン ス タ ン ス生成し ます。 ハン
ド シェークが失敗し た場合、 接続は拒否されます。 
重要 : この設定をデフォルトで選択することで、ローカル LDAP サーバに問題が発生する場合があります。
eDirectory がインストールされる前にホストサーバにロードされているサービスがポート 636 を使用してい
る場合は、別のポートを指定する必要があります。

eDirectory 8.7 以前のバージョンのインストールでは、この競合は致命的なエラーとみなされ、nldap.nlm
ファイルはアンロードされます。eDirectory 8.7.3 以降のインストールでは、nldap.nlm ファイルがロードさ
れ、dstrace.log ファイルにエラーメッセージが記録され、セキュリティ保護されたポートを使用せずに実
行されます。

シナ リ オ：ポー ト 636 がすでに使用されている場合： ローカルサーバで Active Directory*
を実行し ています。 Active Directory では、 ポー ト 636 を使用し て LDAP プロ グ ラ ムを実
行し ています。eDirectory を イ ン ス ト ールし ます。イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ ってポー
ト 636 がすでに使用されている こ と が検出されるため、 このポー ト 番号は Novell LDAP
サーバに割 り 当て られません。 LDAP サーバはロード を開始し、 実行されている よ う に
見えますが、LDAP サーバではすでに開いているポー ト を複製または使用できないため、
複製されたポー ト での要求は LDAP サーバで処理されません。

ポー ト 389 またはポー ト 636 が Novell LDAP サーバに割 り 当て られているかど う か不
明な場合は、 ICE ユーテ ィ リ テ ィ を実行し て く ださい。 ［ベンダバージ ョ ン］ フ ィ ール
ド に Novell が指定されていない場合は、 eDirectory の LDAP Server を再設定し、 別の
ポー ト を選択する必要があ り ます。 詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』
の 「 LDAP サーバが実行されているか確認する」 を参照し て く ださい。
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シナ リ オ ： Active Directory が実行中です。 Active Directory が実行中です。 ク リ アテキ
ス ト ポー ト 389 が開かれています。 ポー ト 389 に ICE コマン ド を実行し て、 ベンダ
バージ ョ ンを確認し て く ださい。 レポー ト に Microsoft* が表示されます。 次に、 別の
ポー ト を選択し て Novell LDAP サーバを再設定し ます。 eDirectory LDAP サーバが
LDAP の要求を処理でき る よ う にな り ます。

また Novell iMonitor では、 ポー ト 389 または 636 がすでに開かれている こ と も表示さ
れます。 LDAP サーバが動作し ない場合は、 Novell iMonitor を使用し て詳細を確認し て
く ださい。 詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 の 「 LDAP サーバが実
行されているか確認する」 を参照し て く だ さい。

NMAS サーバソフトウェアのインストール

NMAS (Novell Modular Authentication ServiceTM) サーバコ ンポーネン ト は、 eDirectory イ
ン ス ト ールプロ グ ラ ムを実行する と自動的にイ ン ス ト ールされます。 その際、 イ ン ス
ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択する必要があ り ます。

該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て、 eDirectory にイ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ
ソ ッ ド を選択し ます。 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を選択する と、 コ ンポーネン ト の説明が ［説
明］ ボ ッ ク スに表示されます。 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の詳細については、 『Novell Modular 
Authentication Service Administration Guide (Novell Modular Authentication Service 管理ガイ
ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences」 (http://www.novell.com/
documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html) を参照し て く ださい。

すべてのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を eDirectory にイ ン ス ト ールする場合は、 ［すべて選択］ を
ク リ ッ ク し ます。 選択し た メ ソ ッ ド をすべて ク リ アするには、 ［すべて ク リ ア］ を ク
リ ッ ク し ます。

NDS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド はデフ ォル ト でイ ン ス ト ールされます。

NMAS クライアントソフトウェアのインストール

NMAS ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アは、 NMAS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を使用する各ク ラ イ ア
ン ト ワーク ステーシ ョ ンにイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

1 Windows ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンに Novell eDirectory 8.8 CD を挿入し ます。

2 NMAS デ ィ レ ク ト リ から nmasinstall.exe を実行し ます。

3 ［NMAS ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト ］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。 

オプシ ョ ンで、 NICI コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールする場合はチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオンにし ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 画面の指示に従います。

5 イ ン ス ト ールの完了後、 ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンを再起動し ます。

コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール

Windows サーバは、 名前に ド ッ ト (.) が含まれる コ ンテナ (O=novell.com または C=u.s.a
など ) を保持し ている eDirectory ツ リ ーにイ ン ス ト ールでき ます。 名前に ド ッ ト が含ま
れている コ ンテナを使用するには、 ド ッ ト を円記号 (\) でエスケープする必要があ り ま
す。 ド ッ ト をエスケープするには、 コ ンテナ名に含まれるすべての ド ッ ト の前に円記
号を挿入し ます。 例については、 図 4 を参照し て く だ さい。
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名前の最初に ド ッ ト を使用する こ と はでき ません。 た と えば、 ド ッ ト ( 「.」 ) から始ま
る 「.novell」 と い う 名前のコ ンテナを作成する こ と はでき ません。

図 4 eDirectory インストールの情報画面

重要 : ツリー内に名前にドットが含まれるコンテナが存在する場合は、iMonitor、iManager および DHost 
iConsole などのユーティリティにログインするときには、それらの名前を必ずエスケープしてください。
たとえば、ツリー内に「novell.com」という名前の組織が存在する場合、iMonitor にログインするときは

［ユーザ名］フィールドに username.novell\.com のように入力します ( 図 5 を参照してください )。

図 5 iMonitor ログイン画面
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3 Novell eDirectory の Linux へのインストールまた
はアップグレード

Linux* サーバ上に Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールまたはア ッ プグレードするに
は、 次の情報を参照し て く ださい。

31 ページの 「システム要件」

32 ページの 「前提条件」

33 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

34 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

34 ページの 「eDirectory をア ッ プグレードする」

35 ページの 「eDirectory を イ ン ス ト ールする」

重要 : Novell NterpriseTM Linux Services と共に eDirectory をインストールする場合は、このガイドの説明
は適用されません。この場合は、『 Novell Nterprise Linux Services Installation Guide』
 (http://www.novell.com/documentation/lg/nnls/install/data/front.html) で提供される前提条件とインストー
ルの説明に従ってください。 

システム要件

次のいずれかが必要です。 

SUSE® Linux Enterprise Server 9.1 (OES)、 SUSE Linux Enterprise Server 9、 または
SUSE® Linux Enterprise Server 8.x

実行し ている SUSE Linux のバージ ョ ンを調べるには、 /etc/SuSE-release フ ァ イ
ルを調べます。

Red Hat* Advanced Server 3

Red Hat システムに、 Red Hat Errata (http://rhn.redhat.com/errata) から配布されて
いる最新の glibc パッチが適用されている こ と を確認し て く ださい。 glibc ラ イ
ブラ リ の必要な最小バージ ョ ンは、 バージ ョ ン 2.1 です。

最低 128 MB の RAM

eDirectory サーバを イ ン ス ト ールするための 90 MB の空きデ ィ ス ク容量

管理ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールするための 25 MB の空きデ ィ ス ク容量

50,000 ユーザご と に 74 MB の空きデ ィ ス ク容量 

gettext がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。
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前提条件

(状況によ って実行) NICI 2.7およ びeDirectory 8.8でサポート さ れている キーサイ ズは、
4,096 ビッ ト です。 4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にアッ プグレ ード する 必要があり ま す。 ま た、 iManager や ConsoleOne
などの管理ユーティ リ ティ を使用する すべてのワ ーク ス テーショ ンに、 NICI 2.7 が
イ ンス ト ールさ れている 必要があり ま す。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。 4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。 また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。

詳細については、 38 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。 

SLP のイ ン ス ト ール と設定

eDirectory 8.8 では、 SLP は eDirectory イ ン ス ト ールの一部と し て イ ン ス ト ールされ
ません。 

ルー ト ユーザだけが SLP を イ ン ス ト ールでき ます。

SLP のイ ン ス ト ールの詳細については、 36 ページの 「eDirectory での SLP の使用」
を参照し て く ださい。

NFK (NICI Foundation Key) フ ァ イル

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するための Linux ホス ト の有効化

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するためにホス ト が有効になっている こ と を確
認するには、 次のコマン ド を入力し ます。

/bin/netstat -nr

ルーテ ィ ングテーブルに、 次のエン ト リ があればマルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 0.0.0.0

このエン ト リ がない場合は、 Root と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を入力し てマ
ルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを有効にし ます。 

route add -net 224.0.0.0 netmask 240.0.0.0 dev イ ン タ フ ェース

イ ン タ フ ェースは、 取 り 付け られ、 使用されている NIC に応じ て eth0、 hme0、
hme1、 または hme2 などの値です。

ネ ッ ト ワークにあ るサーバの時刻の同期

ネ ッ ト ワークにあ るすべてのサーバの時刻を同期するには、 NTP ( ネ ッ ト ワーク時
刻プロ ト コル ) の xntpd を使用し ます。 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX シス
テム と NetWare® サーバの時刻を同期するには、 timesync.nlm 5.09 以降を使用し て く
ださい。

compat-libstdc++ RPM

ホス ト コ ンピ ュータに compat-libstdc++ RPM がイ ン ス ト ールされていない場合はイ
ン ス ト ールし ます。 この RPM には libstdc++-libc6.1-1.so.2 が含まれています。

compat 

コ ンピ ュータに RPM がイ ン ス ト ールされていない場合はイ ン ス ト ールし ます。
この RPM には libncurses.so.4 が含まれています。
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YaST ベースのイ ン ス ト ール ：

 java2 jre パッ ケージを イ ン ス ト ールし ます。 これには libjava.so および libjvm.so
が含まれています。

( 状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを イ ン ス ト ールする場合は、 製品を イ ン ス
ト ールするパーテ ィ シ ョ ン内のレプ リ カがすべて、 オンの状態になっている必要が
あ り ます。

(状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを既存のツ リ ーに管理者以外のユーザ と し て
イ ン ス ト ールする場合は、 次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と な る コ ンテナに対する スーパバイザ権。

サーバを追加するパーテ ィ シ ョ ンに対する スーパバイザ権。

注 : この権限は、レプリカ数が 3 未満の場合にレプリカを追加するために必要です。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。

ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。 キ ャ ッ シュ メ モ リ の
量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向上に関係し ます。 最
適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う に
し ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 Novell eDirectory 8.8
では、 マルチプロセ ッ サの利点を活用でき ます。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ ン
時のパフ ォーマン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア ク
テ ィ ブにでき るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな
く 、 入出力集中型です。

次の表に、 eDirectory for Linux の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。 

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( シングルプロセッサ )

384 MB 144 MB

100 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( デュアルプロセッサ )

2 GB 1.5 GB

1,000 万 Pentium III 450 ～ 700 MHz 
( プロセッサ 2 ～ 4 台 )

2 GB 以上 15 GB
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バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェ ク ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク
リ ン ク処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 そ
の後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) ま
での任意の値を設定でき ます。

eDirectory に移行し た後、 ndstrace -l>log& コマン ド を発行し て、 ndstrace 処理を開始し
ます。 この処理はバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行されます。 ndstrace のコマン ド プロ ンプ ト か
ら ndstrace -c set ndstrace=*B コマン ド を発行し てバッ ク リ ン ク を強制実行する こができ
ます。 次に、 ndstrace -u コマン ド を発行し て ndstrace 処理をアン ロード し ます。 バッ ク
リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在し ないサーバ上では特に重要です。

eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.5.x または 8.6.x をお持ちの場合は、 最初に eDirectory 8.7x にア ッ プグレード
し、 次に eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする必要があ り ます。

eDirectory 8.8 にア ッ プグレードするには、 次のコマン ド を入力し ます。

./nds-install

注 : 古いバージョンの NAM がシステムにインストールされている場合は、バージョン 2.1.2 にアップグ
レードされます。

eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード後は、 環境設定フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 および
ロ グフ ァ イルのデフ ォル ト の保存先は、 それぞれ /etc/opt/novell/eDirectory/conf、 /var/
opt/novell/eDirectory/data、 /var/opt/novell/eDirectory/log に変わ り ます。 

新しい /var/opt/novell/eDirectory/data デ ィ レ ク ト リ は、 /var/nds デ ィ レ ク ト リ へのシンボ
リ ッ ク リ ン ク を使用し ます。

古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルは、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf デ ィ レ ク ト リ に移
行されます。 /var/nds にあ る古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルおよびロ グフ ァ イルは、
参照用と し て保持されます。 

ZENworks Linux Management を使用したアップグレード

Linux 上の eDirectory 8.8 では、 ZENworks® Linux Management を使用し てア ッ プグレー
ド の配布と展開を容易に行 う こ と ができ ます。 ZENworks Linux Management の詳細につ
いては、 ZENworks Linux Management (http://www.novell.com/products/zenworks/
linuxmanagement/index.html) を参照し て く ださい。
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ZENworks Linux Management を使用し てア ッ プグ レー ド するには、 次の手順を実行し
ます。

1 サーバを停止し ます。

2 パッ ケージをア ッ プグレード し ます。

eDirectory 8.8 のパッ ケージ名が変更されたため、 ［Updates ( 更新 )］ リ ス ト にパッ
ケージ名は表示されません。 次のいずれかの方法で、 ［Available Software ( 使用可能
な ソ フ ト ウ ェア )］ リ ス ト から更新パッ ケージを手動で選択する必要があ り ます。

Redcarpet 管理者はすべての eDirectory 8.8 パッ ケージを単一のパッ ケージセ ッ ト
と し て作成し、 これを使用し て eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード を行 う こ と が
でき ます。

パッ ケージは個々に選んでイ ン ス ト ールする こ と ができ ます。

3 パス をエ ク スポー ト し ます。

4 ndsconfig upgrade を実行し ます。

ZENworks Linux Management サーバを使用し て eDirectory 8.7.3 から eDirectory 8.8 に複数
のコ ンピ ュータ をア ッ プグレードする場合は、 ステ ッ プ 1 を前処理用ス ク リ プ ト に、
ステ ッ プ 3 そし てステ ッ プ 4 を後処理用ス ク リ プ ト に含めます。

注 : アップグレードは、eDirectory 8.7.3 IR5 以降から行うことができます。 

ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細については、 Ximian Desktop Web サイ ト
 (http://www.ximian.com/products/redcarpet) を参照し て く ださい。

eDirectory のパッチは通常のア ッ プグレード と同様に適用でき ます。 すでに説明し た手
順に従って く ださい。 ただし、 すべてのパッ ケージが存在するわけではあ り ません。
パッチを適用する際の具体的な手順は、 パッチの リ リ ース時に提供されます。

eDirectory をインストールする 
次のセ ク シ ョ ンでは、 Novell eDirectory の Linux へのイ ン ス ト ールについて説明し ます。

36 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

36 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

38 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」

39 ページの 「nds-install ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を イ
ン ス ト ールする」

42 ページの 「非ルー ト ユーザによ る eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール」

43 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

47 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン スの設定」

52 ページの 「ndsconfig を使用し て、 コ ンテナ名に ド ッ ト を使用し た Tree に Linux
サーバを イ ン ス ト ールする」

52 ページの 「eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール と設定に YaST を使用する」

55 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て NMAS を設定する」
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サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のア ッ プグレード の際に、 2 つのサーバヘルスチェ ッ ク
をデフ ォル ト で実行し、 サーバをア ッ プグレード し て も安全かど う かを確認し ます。

124 ページの 「基本的なサーバの状態」

125 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状態」

ヘルスチェ ッ クの結果に基づいて、 次のよ う にア ッ プグレード が継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェ ッ クに成功する と、 ア ッ プグレード は継続されます。 

あま り 重大でないエラーの場合、 ア ッ プグレード を継続するか中止するかを問 う
メ ッ セージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 ア ッ プグレード は中止されます。

あま り 重大でないエラーと重大なエラーの一覧については 123 ページの付録 B 「サーバ
のヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェ ッ ク を スキ ッ プするには、 nds-install -j または ndsconfig upgrade -j
を使用し ます。

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

eDirectory での SLP の使用

以前の eDirectory の リ リ ースでは、 SLP は eDirectory のイ ン ス ト ール中にイ ン ス ト ール
されま し た。 しかし eDirectory 8.8 では、 eDirectory を イ ン ス ト ールする前に、 個別に
SLP を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

ツ リ ー名の解決に SLP の使用を予定し ている場合、 SLP を適切にイ ン ス ト ールおよび
設定し、 SLP DA が安定し ている必要があ り ます。 

1 SLP を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う に入力し ます。

rpm -ivh パス付きの SLP_rpm フ ァ イル名

SLP RPM は、 ビル ド の setup デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 た と えば、 ビル ド が /home/
build デ ィ レ ク ト リ にあ る場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

rpm -ivh /home/build/Linux/Linux/setup/novell-NDSslp-8.8-
20i386.rpm

2 画面の指示に従って SLP のイ ン ス ト ールを完了し ます。

3 次を実行し て SLP を手動で起動し ます。

/etc/init.d/slpuasa start

同様に、 SLP パッ ケージをアン イ ン ス ト ールする場合は、 次のよ う にし て SLP を手動
で終了する必要があ り ます。

/etc/init.d/slpuasa stop

SLP を使用する予定がない場合は、 フ ラ ッ ト フ ァ イルの hosts.nds を使用し てサーバ参
照に対する ツ リ ー名を解決でき ます。 SLP DA がネ ッ ト ワークに存在し ない場合、
hosts.nds フ ァ イルを使用し て SLP マルチキ ャ ス ト によ る遅延を回避でき ます。
36   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
hosts.nds は、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンによ って使用される ス タ テ ィ ッ ク なルッ ク
ア ッ プテーブルで、 eDirectory パーテ ィ シ ョ ンおよびサーバを検索し ます。 hosts.nds
フ ァ イルでは、 各ツ リ ーやサーバに対し、 次の情報を 1 行で記述し ます。 

ツ リ ー / サーバ名 ： ツ リ ー名の終わ り には ド ッ ト (.) を付けます。

イ ン ターネ ッ ト ア ド レ ス：DNS 名または IP ア ド レ スのどち らかも指定する こ と もで
き ます。

サーバポー ト ： オプシ ョ ンで、 イ ン ターネ ッ ト ア ド レ スにコ ロ ン (:) を付けて追加し
ます。 

hosts.nds フ ァ イルの構文は次の とお り です。  

<[ パーテ ィ シ ョ ン名 .] ツ リ ー名 >.  < ホス ト 名 /IP ア ド レ ス >[:< ポー ト >]
< サーバ名 >  <dns-addr/ip-addr>[:< ポー ト ]

例 ： 

# これは hosts.nds フ ァ イルの例です。
# ツ リ ー名
イ ン ターネ ッ ト ア ド レ ス
CORPORATE.
myserver.mycompany.com
novell.CORPORATE.   
164.99.154.24:524

# サーバ名
イ ン ターネ ッ ト ア ド レ ス
CORPSERVER
myserver.mycompany.com

詳細については、 hosts.nds のマニュ アルページを参照し て く ださい。

ツ リ ー名を解決し、 eDirectory ツ リ ーが通知された こ と を確認するために SLP を使用す
る場合は、 eDirectory および SLP のイ ン ス ト ールが完了し た後で次のよ う に入力し て く
ださい。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"

た と えば、 svcname-ws 属性が値 SAMPLE_TREE と一致するサービ ス を検索するには、
次のコマン ド を入力し ます。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==SAMPLE_TREE)/"

svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と し て登録されたサービ スがあ る場合、 出力は次の
よ う にな り ます。

service:ndap.novell:///SAMPLE_TREE

svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と し て登録されたサービ スがない場合、 何も出力さ
れません。

詳細については、 129 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照し て く だ
さい。
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NICI のインストール

eDirectory のインス トールに進む前に、 NICI をインス トールする必要があ り ます。 ルー
トユーザおよび非ルートユーザのどちらでも NICI をインス トールできます。

ルートユーザによる NICI のインストール

NICI をインス トールするには、 次の手順を実行します。

1 次のコマンドを入力します。

rpm -ivh パス付きの nici_rpm ファイル名

例 ：

rpm -ivh nici-2.7.0-5.i386.rpm
2 次のスク リプ ト を実行します。 
/var/opt/novell/nici/set_server_mode

非ルートユーザによる NICI のインストール

非ルートユーザは、 sudo ユーティ リ ティ を使用して、 NICI をインス トールできます。
ルートユーザは、 Sudo (superuser do) によって、 一部のユーザにルート と していくつか
のコマンドを実行する権限を与えるこ とができます。 ルートユーザは、 /etc/sudoers 環
境設定ファイルを編集し、 適切なエン ト リ を追加するこ とによって、 この操作を行う
こ とができます。

詳細については、 sudo Web サイ ト  (http://www.sudo.ws) を参照してください。

警告 : sudo を使用すると、非ルートユーザに対してルートへの制限付きアクセス権を与えることが可能
になります。このため、処理を続行する前にセキュリティに対する影響について考慮することをお勧めし
ます。 

非ルートユーザ ( たとえば、 john) による NICI のインス トールを可能にするため、 ルー
トユーザは次の手順を実行する必要があ り ます。

1 ルート と してログインします。

2 visudo コマンドを使用して、 /etc/sudoers 環境設定ファイルを編集します。 
注 : コマンドの vi と sudo の間にスペースは入れません。

次の情報を持つエン ト リ を作成します。

ユーザ名   ホス ト名 =(root) NOPASSWD:/bin/rpm
たとえば、 john がホス ト名 lnx-2 上でルート と して /bin/rpm を実行できるよ うにす
るには、 次のよ うに入力します。

john     hpux-2=(root) NOPASSWD:/bin/rpm

非ルートユーザ ( たとえば、 john) は、 NICI をインス トールするために、 次の作業を行
う必要があ り ます。

1 john と してログインし、 次のコマンドを実行します。

sudo rpm -ivh パス付きの nici_rpm ファイル名

例 ：

sudo rpm -ivh /88/Linux/Linux/setup/nici-2.7.0-5.i386.rpm
2 次のスク リプ ト を実行します。 
sudo /var/opt/novell/nici/set_server_mode

NICI がサーバモードでインス トールされます。
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nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストールする

nds-install ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を Linux システムにイ
ン ス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 Linux プラ ッ ト フ ォーム用の CD またはダ
ウ ン ロード フ ァ イルの Setup デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 イ ン
ス ト ール対象と し て選択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 必要なパッ ケージが追加さ
れます。

重要 : ZENworks Linux Management クライアントがインストールされていて、デーモン (rcd) が実行中であ
る場合は、nds-install を実行する前に、/etc/init.d/rcd を使用してデーモンを停止してください。

1 セ ッ ト ア ッ プデ ィ レ ク ト リ で、 次のコマン ド を入力し ます。

./nds-install

eDirectory コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールするには、 次の構文を使用し ます。

nds-install [-c コ ンポーネン ト 1 [-c コ ンポーネン ト 2]...][-h] [--help] [-i] 
[-j] [-u]

コマン ド ラ イ ンに必要なパラ メ ータ を入力し ていない場合、 パラ メ ータ を要求する
プロ ンプ ト が nds-install ユーテ ィ リ テ ィ に表示されます。

次の表では、 nds-install ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータ を説明し ます。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネン
トを指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポー

ネントをインストールできます。 

インストールできるコンポーネントには、eDirectory サーバと

eDirectory 管理ユーティリティの 2 つがあります。 

サーバをインストールするには、「-c server」と入力します。 

管理ユーティリティをインストールするには、「-c admutils」
と入力します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインストールする

には、次のコマンドを入力します。

./nds-install -c server

-h または --help nds-install のヘルプを表示します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。

-j eDirectory インストール前のヘルスチェックオプションをジャンプま

たは無効化します。ヘルスチェックの詳細については、123 ページ

の付録 B「サーバのヘルスチェック」を参照してください。

-u 無人インストールモードオプションを指定します。 

無人インストールを実行するには、コマンドラインに少なくとも
-c オプションを入力する必要があります。そうしないとインストー

ルは中断します。
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2 指示に従って、 使用許諾契約に同意し ます。

イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って、 イ ン ス ト ールでき る eDirectory コ ンポーネン ト
の リ ス ト が表示されます。

3 イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト に対応するオプシ ョ ンを指定し ます。

イ ン ス ト ール対象と し て選択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 該当する RPM また
はパッ ケージがイ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って Linux システムにイ ン ス ト ールさ
れます。 次の表では、 各 eDirectory コ ンポーネン ト にイ ン ス ト ールされたパッ ケー
ジの リ ス ト を示し ます。

4 画面の指示に従って、 ラ イセン ス フ ァ イルの完全パス を入力し ます。

イ ンス ト ールプロ グラ ムがデフォ ルト の場所 (/var、 マウ ント さ れたラ イ センス ディ
ス ク 、 ま たは現在のディ レ ク ト リ ) にファ イ ルを見つけら れなかった場合のみ、 ラ
イ センス ファ イ ルへの完全パス の入力を要求する プロ ンプト が表示さ れま す。

入力し たパスが有効でない場合、 正しいパス を入力する よ う 再度指示されます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ novell-NDSbase
novell-NDScommon
novell-NDSmasv
novell-NDSserv
novell-NDSimon
novell-NDSrepair
novell-NDSdexvnt
novell-NOVLsubag
novell-NOVLsnmp
novell-NOVLpkit
novell-NOVLpkis
novell-NOVLpkia
novell-NOVLembox
novell-NOVLlmgnt
novell-NOVLstlog
novell-NOVLxis
novell-NLDAPsdk
novell-NLDAPbase
novell-NOVLsas
novell-NOVLntls
novell-NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

管理ユーティリティ novell-NOVLice
novell-NDSbase
novell-NLDAPbase
novell-NLDAPsdk
novell-NOVLpkia
novell-NOVLxis
novell-NOVLlmgnt

指定したワークステーションに、
Novell インポート / エクスポート

変換ユーティリティおよび
LDAP ツール管理ユーティリ

ティがインストールされます。
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5 イ ン ス ト ールの完了後は、 次の環境変数を更新し て、 エ ク スポー ト する必要があ り
ます。 手動で行 う か、 またはス ク リ プ ト を使用し て行 う こ と ができ ます。 

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト

export LD_LIBRARY_PATH=/opt/novell/eDirectory/lib:/opt/
novell/eDirectory/lib/nds-modules:/opt/novell/
lib:$LD_LIBRARY_PATH

export PATH=/opt/novell/eDirectory/bin:/opt/novell/
eDirectory/sbin:$PATH

export MANPATH=/opt/novell/man:/opt/novell/eDirectory/
man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=/opt/novell/eDirectory/share/
locale:$TEXTDOMAINDIR

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ス ク
リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

/opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名 と パラ メ ータ  

次の とお り 、 現在のシェル内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

イ ン ス ト ール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用
し ます。 ただし、 その場合はラ イセン ス フ ァ イルが /var デ ィ レ ク ト リ にコ ピーされて
いる こ と を確認する必要があ り ます。

サーバコ ンポーネン ト の一部と し て、 NMASTM (Novell Modular Authentication Service) が
イ ン ス ト ールされます。 デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。
また、 イ ン ス ト ール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使
用し ます。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用し て eDirectory の設定を行ってか
ら実行する必要があ り ます。

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」
を参照し て く ださい。

nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 55 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使
用し て NMAS を設定する」 を参照し て く だ さい。
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非ルートユーザによる eDirectory 8.8 のインストール

非ルー ト ユーザは、 tarball を使用し て eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールでき ます。 

前提条件

NICI がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。

NICI のイ ン ス ト ールについては、 38 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て
く ださい。

SLP および SNMP を使用する場合は、 それらがルー ト ユーザによ って イ ン ス ト ール
されている こ と を確認し ます。

eDirectory のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ に対する書き込み権。

管理者以外のユーザについては、 32 ページの 「前提条件」 セ ク シ ョ ンに示されて
いる権限を持っている こ と を確認し ます。

eDirectory をインストールする

1 eDirectory を イ ン ス ト ールするデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

2 次のコマン ド を実行し て、 tar フ ァ イルを展開し ます。

tar xvf /tar フ ァ イル名

etc、 opt、 および var デ ィ レ ク ト リ が作成されます。

3 次を実行し て、 パス をエ ク スポー ト し ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト

export LD_LIBRARY_PATH= 任意の場所 l/opt/novell/eDirectory/
lib ： 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules ： 任意の
場所 /opt/novell/lib:/opt/novell/lib:/opt/novell/
eDirectory/lib:$LD_LIBRARY_PATH

export PATH= 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin ： 任意の場所 /
opt/novell/eDirectory/sbin:/opt/novell/eDirectory/
bin:$PATH

export MANPATH= 任意の場所 /opt/novell/man ： 任意の場所 /opt/
novell/eDirectory/man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=custom_location/opt/novell/
eDirectory/share/locale:$TEXTDOMAINDIR

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/
ndspath ス ク リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ名とパラ メータ  

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ デ ィ レ ク ト リ に移動し、 現在のシェル
内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

注 : このコマンドを任意の場所 /opt ディレクトリから入力したことを確認してください。 

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 
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プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

4 通常の方法で eDirectory を設定し ます。 

eDirectory は次の方法で設定でき ます。

次の とお り 、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サー
バ名 ] [-d dib のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] 
[-o http ポー ト ] -O https ポー ト ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B ポー ト 1 のイ
ン タ フ ェース , ポー ト 2 のイ ン タ フ ェース ,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設
定フ ァ イル ]

例 ：

ndsconfig new -t mary-tree -n novell -a admin.novell -S linux1 -d /
home/mary/inst1/data -b 1025 -L 1026 -l 1027 -o 1028 -O 1029 -D /home/
mary/inst1/var --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

入力するポー ト 番号は、 1024 から 65535 の範囲にする必要があ り ます。 1024
よ り 小さいポー ト 番号は通常、 スーパーユーザおよび標準アプ リ ケーシ ョ ン用
に予約されています。 そのため、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンには、 デフ ォル
ト のポー ト 524 は使用でき ません。

これが原因で、 次のアプ リ ケーシ ョ ンで問題が発生する可能性があ り ます。

ターゲ ッ ト サーバポー ト を指定するオプシ ョ ンのないアプ リ ケーシ ョ ン。

NCP を使用し、ポー ト 524 でルー ト と し て動作する古いアプ リ ケーシ ョ ン。 

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいイ ン ス タ ン ス を設定し ます。 詳
細については、 48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」
を参照し て く ださい。

画面の指示に従って、 設定を完了し ます。 

詳細については、 43 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レ
プ リ カサーバを追加または削除する」 を参照し て く ださい。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 すべての引数が確認され、 管理者
の権利を持つユーザのパス ワード入力を要求するプロ ンプ ト が表示されます。 引数な
しで ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 このユーテ ィ リ テ ィ に関する説明と
利用可能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 eDirectory レプ リ カ
サーバを削除し た り 、 eDirectory サーバの現在の設定を変更する こ と もでき ます。 詳細
については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

特定の場所で eDirectory を設定するための前提条件

特定の場所に eDirectory を設定する場合は、 eDirectory の設定を行 う 前に、 その場所に
LC_ALL および LANG をエ ク スポー ト する必要があ り ます。 た と えば、 eDirectory を日
本に設定する場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

export LC_ALL=ja

export LANG=ja 
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新しいツリーを作成する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキ ス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジ ュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ] [-b バイ ン ド する ポー ト ] [-B イ ン タ フ ェース 1@ ポー ト 1, イ ン タ
フ ェース @ ポー ト 2,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ]  

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 

ツ リ ー名、 管理者 FDN およびサーバコ ンテキス ト の変数には、 使用でき る文字数に制
限があ り ます。 これらの変数に使用でき る最大文字数は次の とお り です。

ツ リ ー名 ： 32 文字

管理者 FDN ： 64 文字

サーバコ ンテキス ト ： 64 文字

コマン ド ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 指定されていない各パラ メ ー
タに値を入力する よ う 求めるプロ ンプ ト が ndsconfig によ って表示されます。

また、 次の構文も使用でき ます。

ndsconfig def -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジュール ] [-e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ] 

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 コマン ド
ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 ndsconfig によ って、 指定されていない
各パラ メ ータにデフ ォル ト 値が適用されます。

た と えば、 新しいツ リ ーを作成するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig add -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-e] [-L ldap ポー ト ] 
[-l SSL ポー ト ] [-o http ポー ト ] -O https ポー ト ] [-S サーバ名 ] [-d dib のパス ] 
[-p IP ア ド レ ス：ポー ト ] [-m モジュール ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B イ ン タ フ ェース 1@
ポー ト 1, イ ン タ フ ェース 2@ ポー ト 2,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ]  
[-E]

既存のツ リ ーの指定し たコ ンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェ ク ト の追加先と し て指定し たコ ンテキス ト が存在し ない場合は、 ndsconfig によ っ
て該当する コ ンテキス ト が作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リ ーへ eDirectory を イ ン ス ト ールし た後で、 LDAP およびセキ ュ リ テ ィ サービ
ス を追加する こ と もでき ます。 

た と えば、 新しいツ リ ーをサーバに追加するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company -s srv1

-E オプシ ョ ンを使用し て、 追加するサーバの暗号化レプ リ ケーシ ョ ンを有効にでき ま
す。 暗号化レプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 『 Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。
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ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig rm -a 管理者 FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

た と えば、 eDirectory サーバオブジェ ク ト とデ ィ レ ク ト リ サービ ス をツ リ ーから削除す
るには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティパラメータ

ndsconfig の

パラメータ

説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが指定されてい

ない場合、指定されていない各パラメータに値を入力するよう求めるプロンプトが
ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが指定されてい

ない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラメータにデフォルト値が適用

されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在しても無視します。
通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名はホスト名です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場合、ndsconfig
は /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファイル内の n4u.base.tree-name パラメー

タに指定されているツリー名を使用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラメータが指定さ
れていない場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファイル内の

n4u.nds.server-context パラメータに指定されているコンテキストを使用します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対するスーパバ
イザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。
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-p ツリーを格納するサーバの IP アドレスおよびポート番号を指定して、既存のツリーに

eDirectory サーバをインストールします。 

このオプションを使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されません。-p は -b 
ポート番号オプションと共に使用します。 

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインストールするとき
は、DS モジュールだけをインストールできます。DS モジュールのインストール後、

add コマンドを使用して NMAS、LDAP、SAS、HTTP、SNMP サービス、および

SecretStore (ss) を追加できます。モジュール名が指定されていない場合、デフォルト

で、すべてのモジュールがインストールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

-E 追加するサーバに対して暗号化レプリケーションを有効にします。

暗号化レプリケーションの詳細については、『Novell eDirectory 8.8 管理ガイド』 (http://
www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照してください。

-j eDirectory インストール前のヘルスチェックオプションをジャンプまたは無効化します。

-b 特定のインスタンスが監視するときのポート番号を設定します。

-B ポート番号を IP アドレスまたはインタフェースとともに指定します。例： 

-B eth0@524

または

-B 100.1.1.2@524

注 : -b と -B は互いに排他的です。

--config-file nds.conf 環境設定ファイルを保存するための絶対パスとファイル名を指定します。た

とえば、環境設定ファイルを /etc/opt/novell/eDirectory/ ディレクトリに保存する場合

には、--config-file /etc/opt/novell/eDirectory/nds.conf と指定します。

-D データ、dib、およびログのディレクトリを、指定したパスに作成します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラメータリスト

が指定されていない場合は、ndsconfig はすべての eDirectory 環境設定パラメータを表

示します。

get eDirectory の設定可能なパラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig の

パラメータ

説明
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ndsconfig の使用による eDirectory 8.8 の複数インスタンスの設定

単一のホス ト 上で eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン ス を設定でき ます。 複数イ ン ス タ ン
スの概要については、 『Novell eDirectory 8.8 新機能ガイ ド』 (http://www.novell.com/
documentation/edir88/edir88new/data/bqebx8t.html) の 「複数イ ン ス タ ン スのサポー ト 」 を
参照し て く ださい。

複数イ ン ス タ ン スの設定方法は、 1 つのイ ン ス タ ン ス を複数回設定する場合と同様で
す。 各イ ン ス タ ン スは、 次のよ う に固有のイ ン ス タ ン ス識別子を持つ必要があ り ます。

異な るデータ と ロ グフ ァ イルの場所

ndsconfig --config-file、 -d、 および -D オプシ ョ ンを使用し て、 これを実行でき ます。

イ ン ス タ ン スが監視する固有のポー ト 番号

ndsconfig -b および -B オプシ ョ ンを使用し て、 これを実行でき ます。

注 : すべてのインスタンスは同じサーバキー (NICI) を共有します。

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいイ ン ス タ ン ス を作成する こ と もでき ま
す。 詳細については、 48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」
を参照し て く ださい。

特定のホス ト 上のすべてのイ ン ス タ ン ス を一覧表示し、 それらに対し て別の操作を実
行するには ndsmanage を使用し ます。 

このセ ク シ ョ ンでは次の内容について説明し ます。

47 ページの 「ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ 」

48 ページの 「イ ン ス タ ン スの表示」

48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」

49 ページの 「特定のイ ン ス タ ン スに対する操作の実行」

ndsmanage ユーティリティ

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 次の操作を実行でき ます。

設定されている イ ン ス タ ン スの表示

新しいイ ン ス タ ン スの作成

選択された イ ン ス タ ン スに対する次の操作の実行

サーバ上にあ る レプ リ カの表示

イ ン ス タ ン スの開始

イ ン ス タ ン スの停止

イ ン ス タ ン スに対する ndstrace の実行

イ ン ス タ ン スの設定解除

すべてのイ ン ス タ ン スの開始および停止
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インスタンスの表示

次の表で、 eDirectory イ ン ス タ ン ス を表示する方法について説明し ます。

表 1 インスタンスを表示する際の ndsmanage の使用法

各イ ン ス タ ン スについて、 次のフ ィ ール ド が表示されます。

環境設定フ ァ イルのパス

サーバの FDN およびポー ト

ステータ ス ( イ ン ス タ ン スがア ク テ ィ ブか非ア ク テ ィ ブか )
注 : このユーティリティは、単一のバイナリに対して設定されたすべてのインスタンスを表示します。

詳細については、 48 ページの 図 6 「ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ の出力画面」 を参照し て
く ださい。

ndsmanage を使用してインスタンスを作成する

ndsmanage を使用し て新しいイ ン ス タ ン ス を作成する。

1 次のコマン ド を入力し ます。

ndsmanage

2 つのイ ン ス タ ン ス を設定し た場合、 次の画面が表示されます。

図 6 ndsmanage ユーティリティの出力画面

2 新しいイ ン ス タ ン ス を作成するには、 「c」 と入力し ます。 

新しいツ リ ーを作成するか、 既存のツ リ ーにサーバを追加でき ます。 画面の指示に
従って、 新しいイ ン ス タ ン ス を作成し ます。

構文 説明

ndsmanage 設定したすべてのインスタンスを表示します。

ndsmanage -a|--all eDirectory の特定のインストールを使用しているすべてのユーザのインス

タンスを表示します。

ndsmanage ユーザ名 特定のユーザによって設定されたインスタンスを表示します。
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特定のインスタンスに対する操作の実行

各イ ン ス タ ン スについて、 次の操作を実行でき ます。

49 ページの 「特定のイ ン ス タ ン スの開始」

50 ページの 「特定のイ ン ス タ ン スの停止」

50 ページの 「イ ン ス タ ン スの設定解除」

これらの操作以外に、 選択し た イ ン ス タ ン スに対し て ndstrace を実行する こ と も でき
ます。

特定のインスタンスの開始

自分が設定し た イ ン ス タ ン ス を開始する

1 次のコマン ド を入力し ます。

ndsmanage

2 開始する イ ン ス タ ン ス を選択し ます。 

メ ニ ューが拡張し、 特定のイ ン ス タ ン スに対し て実行可能なオプシ ョ ンが表示され
ます。 

図 7 ndsmanage ユーティリティのインスタンスオプションの出力画面

3 イ ン ス タ ン ス を開始するには、 「s」 と入力し ます。

または、 コマン ド プロ ンプ ト に次のコマン ド を入力する こ と もでき ます。

ndsmanage start --config-file 
自分が設定し た イ ン ス タ ン スの設定フ ァ イル
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特定のインスタンスの停止

自分が設定し た イ ン ス タ ン ス を停止する。

1 次のコマン ド を入力し ます。

ndsmanage

2 停止する イ ン ス タ ン ス を選択し ます。 

メ ニ ューが拡張し、 特定のイ ン ス タ ン スに対し て実行可能なオプシ ョ ンが表示され
ます。 詳細については、 ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ のイ ン ス タ ン スオプシ ョ ンの出
力画面 (49 ページ ) を参照し て く ださい。

3 イ ン ス タ ン ス を停止するには、 「k」 と入力し ます。

または、 コマン ド プロ ンプ ト に次のコマン ド を入力する こ と もでき ます。

ndsmanage stop --config-file 
自分が設定し た イ ン ス タ ン スの環境設定フ ァ イル

インスタンスの設定解除

イ ン ス タ ン スの設定を解除する。

1 次のコマン ド を入力し ます。

ndsmanage

2 設定解除する イ ン ス タ ン ス を選択し ます。 

メ ニ ューが拡張し、 特定のイ ン ス タ ン スに対し て実行可能なオプシ ョ ンが表示され
ます。 詳細については、 ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ のイ ン ス タ ン スオプシ ョ ンの出
力画面 (49 ページ ) を参照し て く ださい。

3 イ ン ス タ ン ス を設定解除するには、 「d」 と入力し ます。

すべてのインスタンスの開始と停止

自分が設定し たすべてのイ ン ス タ ン ス を開始および停止でき ます。

すべてのインスタンスの開始

自分が設定し たすべてのイ ン ス タ ン ス を開始するには、 コマン ド プロ ンプ ト で次のコ
マン ド を入力し ます。

ndsmanage startall

特定のイ ン ス タ ン ス を開始するには、 49 ページの 「特定のイ ン ス タ ン スの開始」 を参
照し て く ださい。

すべてのインスタンスの停止

自分が設定し たすべてのイ ン ス タ ン ス を停止するには、 コマン ド プロ ンプ ト で次のコ
マン ド を入力し ます。

ndsmanage stopall

特定のイ ン ス タ ン ス を停止するには、 50 ページの 「特定のイ ン ス タ ン スの停止」 を参
照し て く ださい。
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例

Mary は 1 台のホス ト マシン上に 2 つのツ リ ーを設定し よ う と し ています。 

セットアップの計画

Mary は次のイ ン ス タ ン ス識別子を指定し ます。

イ ン ス タ ン ス 1 ： 

イ ン ス タ ン ス 2 ： 

インスタンスの設定

前述のイ ン ス タ ン ス識別子に基づいて イ ン ス タ ン ス を設定するために、 Mary は次のコ
マン ド を入力する必要があ り ます。

イ ン ス タ ン ス 1 ：  

ndsconfig new -t mytree -n o=novell -a cn=admin.o=company -b 1524 -D 
/home/mary/inst1/var --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

イ ン ス タ ン ス 2 ： 

ndsconfig new -t corptree -n o=novell -a cn=admin.o=company -b 2524 -D 
/home/mary/inst2/var --config-file /home/mary/inst2/nds.conf

インスタンスに対するユーティリティの呼び出し

ポー ト 1524 を監視し ている イ ン ス タ ン ス 1 に対し て ndstrace ユーテ ィ リ テ ィ を実行す
る必要があ り 、 この環境設定フ ァ イルが home/mary/inst1/nds.conf location にあ り 、 DIB
フ ァ イルが /home/mary/inst1/var にあ る場合、 Mary は次のよ う にし てユーテ ィ リ テ ィ を
実行でき ます。

ndstrace --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

または

ndstrace -h 164.99.146.109:1524

イ ン ス タ ン ス識別子を指定し ない と、 Mary が所有するすべてのイ ン ス タ ン スが表示さ
れ、 イ ン ス タ ン ス を選択する よ う に求められます。

インスタンスが監視するポート番号 1524

環境設定ファイルのパス /home/maryinst1/nds.conf

DIB ディレクトリ /home/mary/inst1/var

インスタンスが監視するポート番号 2524

環境設定ファイルのパス /home/mary/inst2/nds.conf

DIB ディレクトリ /home/mary/inst2/var
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インスタンスの表示

Mary がホス ト のイ ン ス タ ン スの詳細を知 り たい場合は、 ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を
実行でき ます。 

Mary が所有する すべてのイ ン ス タ ン ス を 表示する には、 次のコ マン ド を 実行し
ま す。

ndsmanage

John ( ユーザ名 john) が所有するすべてのイ ン ス タ ン ス を表示するには、次のコマン
ド を実行し ます。

ndsmanage john

eDirectory の特定のイ ン ス ト ールを使用し ているすべてのユーザのイ ン ス タ ン ス を
すべて表示するには、 次のコマン ド を実行し ます。

ndsmanage -a

ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用した Tree に Linux サーバをインス
トールする

ndsconfig を使用し て、 名前に ド ッ ト を使用し たコ ンテナ (novell.com など ) を含む
eDirectory ツ リ ーに Linux サーバを イ ン ス ト ールでき ます。

ndsconfig はコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ のため、 名前に ド ッ ト を含むコ ンテナを使
用する と それらの ド ッ ト をエスケープする よ う に要求され、 これらのコ ンテキス ト を
含むパラ メ ータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 た と えば、 O の名前に
「O=novell.com」 を使用し ている Linux サーバに新しい eDirectory のツ リ ーを イ ン ス
ト ールするには、 次のコマン ド を使用し ます。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コ ンテキス ト およびサーバコ ンテキス ト パラ メ ータ を二重引用符で囲み、
novell.com の ド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「\」 ) を使用し てエスケープし ます。

こ のフォ ーマッ ト は、 既存のツリ ーにサーバをイ ンス ト ールする 場合にも 使用でき ま す。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、
ドットを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

eDirectory 8.8 のインストールと設定に YaST を使用する

YaST は SUSE LINUX の管理基盤です。 YaST によ り 、 SUSE Linux へのイ ン ス ト ールが
簡単にな り ます。 YaST を使用し て、 eDirectory 8.8 のア ッ プグレード、 イ ン ス ト ール、
および設定を行 う こ と ができ ます。

53 ページの 「eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード」

54 ページの 「eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール」

54 ページの 「eDirectory 8.8 の設定」
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eDirectory 8.8 へのアップグレード

eDirectory 8.7.3 から eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード は、 OES (Open Enterprise Server)
からのみ実行でき ます。 
注 : アップグレードは、eDirectory 8.7.3 IR5 以降から行うことができます。 

eDirectory 8.8 にア ッ プグレードするには、 次の手順を実行し ます。

1 次のよ う にし て、 eDirectory 8.7.3 サーバを停止し ます。 
/etc/init.d/ndsd stop

2 YaST ビル ド をダウ ン ロード し、 展開し ます。

3 SUSE メ ニュー (SystemYaST) から YaST Control Center を起動し ます。 

［YaST Control Center］ 画面が表示されます。 

4 左側の画面で、 ［ソ フ ト ウ ェ ア］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

右側の画面にオプシ ョ ンが表示されます。 

5 ［イ ン ス ト ールの ソース を変更する］ を選択し ます。 

［Software Source Media ( ソ フ ト ウ ェア ソース メ デ ィ ア )］ 画面が表示されます。

6 eDirectory イ ン ス ト ールフ ァ イルがあ る場所を選択し ます。 

7 ［Finish ( 完了 )］ を ク リ ッ ク し て、 ［YaST Control Center］ 画面に戻 り ます。

8 ［YaST Control Center］ 画面の右側の ［Install and Remove Software ( ソ フ ト ウ ェ アのイ
ン ス ト ール / 削除 )］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

9 左側にあ る ［Filters ( フ ィ ルタ )］ 画面の ［Filters ( フ ィ ルタ )］ を ［Selection ( 選択 )］
に変更し ます。 

［Filters ( フ ィ ルタ )］ 画面の ［Selection ( 選択 )］ リ ス ト に使用可能なプロ グ ラ ム
パッ ケージが表示されます。 システムにすでにイ ン ス ト ールされているパッ ケージ
はあ らかじめ選択されています。 

10 ［Novell eDirectory］ を選択し、 ［Accept ( 承諾 )］ を ク リ ッ ク し ます。 

パッ ケージがデフ ォル ト の場所にイ ン ス ト ールされます。 

ア ッ プグレード時に、 依存関係の競合について次のよ う な警告が表示される こ と があ
り ます。

NOVLpkia 2.7.6-2 Conflict
NOVLpkis 2.7.6-2 Conflict
NOVLpkit 2.7.6-2 Conflict

こ のエ ラーを解決するには、 ［Do not set NOVLpkia to protected (NOVLpkia を保護し な
い )］ を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 再実行し ます。 同様に、 NOVLpkis および
NOVLpkit に対し て も実行し ます。 
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eDirectory 8.8 は SLES 9 以降にイ ン ス ト ールでき ます。

イ ン ス ト ールを続行する前に、 システムに OpenSLP があ る こ と を確認し て く ださい。
eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。 

1 YaST ビル ド をダウ ン ロード し、 展開し ます。

2 SUSE メ ニュー (SystemYaST) から YaST Control Center を起動し ます。 

［YaST Control Center］ 画面が表示されます。 

3 左側の画面で、 ［ソ フ ト ウ ェ ア］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

右側の画面にオプシ ョ ンが表示されます。 

4 ［イ ン ス ト ールの ソース を変更する］ を選択し ます。 

［Software Source Media ( ソ フ ト ウ ェア ソース メ デ ィ ア )］ 画面が表示されます。

5 eDirectory イ ン ス ト ールフ ァ イルがあ る場所を選択し ます。 

6 ［Finish ( 完了 )］ を ク リ ッ ク し て、 ［YaST Control Center］ 画面に戻 り ます。

7 ［YaST Control Center］ 画面の右側の ［Install and Remove Software ( ソ フ ト ウ ェ アのイ
ン ス ト ール / 削除 )］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

8 左側にあ る ［Filters ( フ ィ ルタ )］ 画面の ［Filters ( フ ィ ルタ )］ を ［Selection ( 選択 )］
に変更し ます。 

［Filters ( フ ィ ルタ )］ 画面の ［Selection ( 選択 )］ リ ス ト に使用可能なプロ グ ラ ム
パッ ケージが表示されます。 システムにすでにイ ン ス ト ールされているパッ ケージ
はあ らかじめ選択されています。 

9 ［Novell eDirectory］ を選択し、 ［Accept ( 承諾 )］ を ク リ ッ ク し ます。 

パッ ケージがデフ ォル ト の場所にイ ン ス ト ールされます。 

詳細については、 オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。 

eDirectory 8.8 の設定

eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール後、 eDirectory 8.8 サーバを設定するには、 次の手順を実
行し ます。

1 ［YaST Control Center］ 画面の ［ネ ッ ト ワークサービ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［Novell eDirectory］ を選択し ます。

これによ り eDirectory の設定が開始されます。

3 ［Create Instance ( イ ン ス タ ン ス を作成する )］ を選択し ます。

4 新しいツ リ ーまたは既存のツ リ ーに新しいイ ン ス タ ン ス を作成し ます。 

新しいツ リ ーのイ ン ス タ ン ス を作成する   

4a ［New Tree ( 新しいツ リ ー )］ を選択し ます。

4b ツ リ ーの名前を入力し ます。

4c ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

［eDirectory Configuration - New Tree Information (eDirectory 環境設定 - 新しいツ
リ ーの情報 )］ 画面が表示されます。
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4d Admin 名と コ ンテキス ト を入力し ます。 

例 ： cn=admin.o=novell

4e パス ワード を入力し、 確定し ます。 

4f ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

［eDirectory Configuration - Instance Information (eDirectory 環境設定 - イ ン ス タ ン
スの情報 )］ 画面が表示されます。

既存のツ リ ーにイ ン ス タ ン ス を追加する  

4g 既存のツ リ ーを選択し ます。

4h 既存のツ リ ーの名前を入力し ます。

4i ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

［eDirectory Configuration - Existing Tree Information (eDirectory 環境設定 - 既存の
ツ リ ーの情報 )］ 画面が表示されます。

4j ホス ト 名と、 NCP および LDAP セキ ュ アポー ト 番号を入力し ます。 

4k 管理者 FDN を入力し ます。 

例 ： cn=admin.o=novell

4l パス ワード を入力し ます。 

4m ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

［eDirectory Configuration - Instance Information (eDirectory 環境設定 - イ ン ス タ ン
スの情報 )］ 画面が表示されます。

5 サーバコ ンテキス ト 、 サーバ名、 イ ン ス タ ン ス、 DIB、 環境設定の場所など、 イ ン
ス タ ン スの詳細を入力し ます。 

6 NTP および SLP 設定を指定し ます。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.7.3 以降では、 デフ ォル ト で ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。
Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでは、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し
て、 NMAS を設定する こ と もでき ます。

Ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用する もので、 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス
ト ールは行いません。 これらのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 nmasinst を
使用でき ます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要
があります。ツリーに対するスーパバイザ権も必要です。

56 ページの 「NMAS を設定する」

56 ページの 「ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス ト ール」
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NMAS を設定する

デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 nmasinst を同じ目的で使
用する こ と もでき ます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェ ク ト を作成するには、 サーバコ ン ソー
ルのコマン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し ます。

nmasinst -i admin.context tree_name

パス ワード を要求するプロ ンプ ト が nmasinst に表示されます。 

このコマン ド では NMAS に必要なセキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ ク ト が作成さ
れ、 eDirectory 内の LDAP サーバオブジェ ク ト の NMAS に対する LDAP 拡張がイ ン ス
ト ールされます。

ツ リ ー内で最初の NMAS のイ ン ス ト ールの場合、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ
ク ト を作成でき る十分な権利を持ったユーザがイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 た
だし、 それ以降のイ ン ス ト ールは、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナに対し て読み込み専用の権
利のみを持つコ ンテナ管理者も実行でき ます。 nmasinst では、 NMAS オブジェ ク ト の
作成を実行する前に、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に NMAS オブジェ ク ト が存在するかど
う かを確認し ます。

nmasinst ではスキーマを拡張でき ません。 NMAS スキーマは eDirectory のベース スキー
マの一部と し て イ ン ス ト ールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用し て ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 サーバコ ン ソールのコ
マン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し て く だ さい。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path

最後のパラ メ ータで、 イ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の config.txt フ ァ イルを指定
し ます。 config.txt フ ァ イルは各ロ グ イ ン メ ソ ッ ド に付属し て提供されます。

-addmethod コマン ド の一例を次に示し ます。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ロ グ イ ン メ ソ ッ ド がすでに存在する場合は、 nmasinst によ って更新されます。 

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide (Novell 
Modular Authentication Service 管理ガイ ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods 
and Sequences」 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html)
を参照し て く ださい。
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4 Novell eDirectory の Solaris へインストールまた
はアップグレード

Solaris* サーバ上に Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールまたはア ッ プグレードする
には、 次の情報に参照し て く ださい。

57 ページの 「システム要件」

57 ページの 「前提条件」

59 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

59 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

60 ページの 「eDirectory をア ッ プグレードする」

60 ページの 「eDirectory を イ ン ス ト ールする」

システム要件

次のいずれかが必要です。

Solaris 10 on Sun SPARC

Solaris 9 on Sun SPARC ( パッチ 108827-20 以降 )

推奨されるすべての最新のパッチは SunSolve* Webページ (http://sunsolve.sun.com) か
ら ダウ ン ロード でき ます。 eDirectory のイ ン ス ト ール前にシステムに最新パッチを
イ ン ス ト ールし ない と、 patchadd エラーが発生し ます。

最低 128 MB の RAM

eDirectory サーバを イ ン ス ト ールするための 120 MB の空きデ ィ ス ク容量

管理ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールするための 32 MB の空きデ ィ ス ク容量

50,000 ユーザご と に 74 MB の空きデ ィ ス ク容量 

前提条件

( 状況によ って実行 ) NICI 2.7 および eDirectory 8.8 でサポー ト されている キーサイ ズ
は、 4,096 ビ ッ ト です。  4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする必要があ り ます。  また、 iManager や
ConsoleOne などの管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用するすべてのワーク ステーシ ョ ンに、
NICI 2.7 がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。  4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。  また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。 
Novell eDirectory の Solaris へインストールまたはアップグレード 57

http://sunsolve.sun.com


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
NICI 2.7 を含むパッ ケージ名は NOVLniu0-2.7.4 on Solaris です。

詳細については、 62 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。 

SLP を イ ン ス ト ールし、 設定する必要があ り ます。

eDirectory 8.8 では、 SLP は eDirectory イ ン ス ト ールの一部と し て イ ン ス ト ールされ
ません。 

ルー ト ユーザの場合は、 eDirectory を イ ン ス ト ールする前に、 SLP を イ ン ス ト ール
し、 設定する必要があ り ます。

ルー ト ユーザでない場合は、 eDirectory を イ ン ス ト ールする前に、 SLP がイ ン ス
ト ールされ、 設定されている必要があ り ます。 ルー ト ユーザ以外は、 SLP を イ ン ス
ト ールでき ません。

SLP のイ ン ス ト ールの詳細については、 61 ページの 「eDirectory での SLP の使用」
を参照し て く ださい。

NFK (NICI Foundation Key) フ ァ イル

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するために Solaris ホス ト を有効にし ます。 

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するためにホス ト が有効になっている こ と を確
認するには、 次のコマン ド を入力し ます。

/bin/netstat -nr

ルーテ ィ ングテーブルに、 次のエン ト リ があればマルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 host_IP_address

このエン ト リ がない場合は、 Root と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を入力し てマ
ルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを有効にし ます。 
route add -net 224.0.0.0 -net 224.0.0.0 netmask 240.0.0.0 hme0

ツ リ ー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネ ッ ト ワークサーバの時刻を同
期し ます。

時刻の同期は、 NTP ( ネ ッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd を使用し て行います。
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム と NetWare® サーバの時刻を同期する
には、 timesync.nlm 5.09 以降を使用し て く ださい。

( 状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを イ ン ス ト ールする場合は、 製品を イ ン ス
ト ールするパーテ ィ シ ョ ン内のレプ リ カがすべて、 オンの状態になっている必要が
あ り ます。

(状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを既存のツ リ ーに管理者以外のユーザ と し て
イ ン ス ト ールする場合は、 次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と なる コ ンテナに対する スーパバイザ権。

サーバを追加するパーテ ィ シ ョ ンに対する スーパバイザ権。

注 : この権限は、レプリカ数が 3 未満の場合にレプリカを追加するために必要です。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。
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ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。 キ ャ ッ シュ メ モ リ の
量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向上に関係し ます。 最
適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う に
し ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 Novell eDirectory 8.8
では、 マルチプロセ ッ サの利点を活用でき ます。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ ン
時のパフ ォーマン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア ク
テ ィ ブにでき るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな
く 、 入出力集中型です。

次の表に、 Novell eDirectory for Solaris の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。 

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェ ク ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク
リ ン ク処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 そ
の後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 )
までの任意の値を設定でき ます。

eDirectory に移行し た後、 ndstrace -l>log& コマン ド を発行し て、 ndstrace 処理を開始し
ます。 この処理はバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行されます。 ndstrace のコマン ド プロ ンプ ト か
ら ndstrace -c set ndstrace=*B コマン ド を発行し てバッ ク リ ン ク を強制実行する こができ
ます。 次に、 ndstrace -u コマン ド を発行し て ndstrace 処理をアン ロード し ます。 バッ ク
リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在し ないサーバ上では特に重要です。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Sun* Enterprise 220 384 MB 144 MB

100 万 Sun Enterprise 450 2 GB 1.5 GB

1,000 万 Sun Enterprise 4500 
( 複数のプロセッサ使用 )

2 GB 以上 15 GB
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eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.5.x または 8.6.x をお持ちの場合は、 最初に eDirectory 8.7x にア ッ プグレード
し、 次に eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする必要があ り ます。

./nds-install

注 : 古いバージョンの NAM がシステムにインストールされている場合は、バージョン 2.1.2 にアップグ
レードされます。

eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード後は、 環境設定フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 および
ロ グフ ァ イルのデフ ォル ト の保存先は、 それぞれ /etc/opt/novell/eDirectory/conf、 /var/
opt/novell/eDirectory/data、 /var/opt/novell/eDirectory/log に変わ り ます。 

新しい /var/opt/novell/eDirectory/data デ ィ レ ク ト リ は、 /var/nds デ ィ レ ク ト リ へのシンボ
リ ッ ク リ ン ク を使用し ます。

古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルは、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf デ ィ レ ク ト リ に移
行されます。 /var/nds にあ る古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルおよびロ グフ ァ イルは、
参照用と し て保持されます。 

eDirectory をインストールする 
次のセク ショ ンでは、 Novell eDirectory の Solaris へのイ ンス ト ールについて説明し ま す。 

60 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

61 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

62 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」

63 ページの 「nds-install ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を イ
ン ス ト ールする」

66 ページの 「非ルー ト ユーザによ る eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール」

68 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

71 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン スの設定」

71 ページの 「ndsconfig を使用し て、 コ ンテナ名に ド ッ ト を使用し たツ リ ーに Solaris
サーバを イ ン ス ト ールする」

72 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て NMAS を設定する」

サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のア ッ プグレード またはイ ン ス ト ールの際に、 2 つの
サーバヘルスチェ ッ ク をデフ ォル ト で実行し、 サーバをア ッ プグレード し て も安全か
ど う かを確認し ます。

124 ページの 「基本的なサーバの状態」

125 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状態」
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ヘルスチェ ッ クの結果に基づいて、 次のよ う にア ッ プグレード が継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェ ッ クに成功する と、 ア ッ プグレード は継続されます。 

あま り 重大でないエラーの場合、 ア ッ プグレード を継続するか中止するかを問 う
メ ッ セージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 ア ッ プグレード は中止されます。

あま り 重大でないエラーと重大なエラーの一覧については 123 ページの付録 B 「サーバ
のヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く だ さい。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェ ッ ク を スキ ッ プするには、 nds-install -j または ndsconfig upgrade -j
を使用し ます。

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く だ
さい。

eDirectory での SLP の使用

以前の eDirectory の リ リ ースでは、 SLP は eDirectory のイ ン ス ト ール中にイ ン ス ト ール
されま し た。 しかし eDirectory 8.8 では、 eDirectory を イ ン ス ト ールする前に、 個別に
SLP を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

ツ リ ー名の解決に SLP の使用を予定し ている場合、 SLP を適切に設定し、 SLP DA が安
定し ている必要があ り ます。 

1 SLP を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う に入力し ます。

pkgadd -d NDSslp.pkg のフ ァ イル名と絶対パス

SLP パッ ケージは、 ビルド の setup デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 た と えば、 ビルド が
/home/build デ ィ レ ク ト リ にあ る場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

pkgadd -d /home/build/Solaris/Solaris/setup/NDSslp.pkg

2 画面の指示に従って SLP のイ ン ス ト ールを完了し ます。

3 Start SLP.

SLP を使用する予定がない場合は、 フ ラ ッ ト フ ァ イルの hosts.nds を使用し てサーバ参
照に対する ツ リ ー名を解決でき ます。 SLP DA がネ ッ ト ワークに存在し ない場合、
hosts.nds フ ァ イルを使用し て SLP マルチキ ャ ス ト によ る遅延を回避でき ます。

hosts.nds は、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンによ って使用される ス タ テ ィ ッ ク なルッ ク
ア ッ プテーブルで、 eDirectory パーテ ィ シ ョ ンおよびサーバを検索し ます。 hosts.nds の
詳細については、 36 ページの 「eDirectory での SLP の使用」 および hosts.nds マニュ ア
ルページを参照し て く ださい。

ツ リ ー名を解決し、 eDirectory ツ リ ーが通知された こ と を確認するために SLP を使用す
る場合は、 eDirectory および SLP のイ ン ス ト ールが完了し た後で次のよ う に入力し て く
ださい。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"

た と えば、 svcname-ws 属性が値 SAMPLE_TREE と一致するサービ ス を検索するには、
次のコマン ド を入力し ます。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==SAMPLE_TREE)/"
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svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と し て登録されたサービ スがあ る場合、 出力は次の
よ う にな り ます。

service:ndap.novell:///SAMPLE_TREE

svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と し て登録されたサービ スがない場合、 何も出力さ
れません。

詳細については、 129 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照し て く だ
さい。

NICI のインストール

eDirectory のイ ン ス ト ールに進む前に、 NICI を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 イ ン
ス ト ール手順は異な り ますが、 ルーと ユーザおよび非ルー ト ユーザのどち らでも NICI
を イ ン ス ト ールでき ます。

ルートユーザによる NICI のインストール

NICI を イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。 

1 次のコマン ド を入力し ます。

pkgadd -d NICI パッ ケージの絶対パス と フ ァ イル名 NOVLniu0

例 ：

pkgadd -d /home/build/Solaris/Solaris/setup/NOVLniu0.pkg  
NOVLniu0

2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
/var/opt/novell/nici/set_server_mode

非ルートユーザによる NICI のインストール

非ルー ト ユーザは、 sudo ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 NICI を イ ン ス ト ールでき ます。
ルー ト ユーザは、 Sudo (superuser do) によ って、 一部のユーザにルー ト と し てい く つか
のコマン ド を実行する権限を与え る こ と ができ ます。 ルー ト ユーザは、 /etc/sudoers 環
境設定フ ァ イルを編集し、 適切なエン ト リ を追加する こ と によ って、 この操作を行 う
こ と ができ ます。

詳細については、 sudo Web サイ ト  (http://www.sudo.ws) を参照し て く ださい。

警告 : sudo を使用すると、非ルートユーザに対してルートへの制限付きアクセス権を与えることが可能
になります。 このため、処理を続行する前にセキュリティに対する影響について考慮することをお勧めし
ます。 

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) によ る NICI のイ ン ス ト ールを可能にするため、 ルー
ト ユーザは次の手順を実行する必要があ り ます。

1 ルー ト と し て ロ グ イ ン し ます。

2 visudo コマン ド を使用し て、 /etc/sudoers 環境設定フ ァ イルを編集し ます。 
注 : コマンドの vi と sudo の間にスペースは入れません。

次の情報を持つエン ト リ を作成し ます。

ユーザ名   ホス ト 名 =(root) NOPASSWD:/usr/sbin/pkgadd
62   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド

http://www.sudo.ws


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
た と えば、 john がホス ト 名 sol-2 上でルー ト と し て /usr/sbin/pkgadd を実行でき る よ
う にするには、 次のよ う に入力し ます。

john     sol-2=(root) NOPASSWD: /usr/sbin/pkgadd

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) は、 NICI を イ ン ス ト ールするために、 次の作業を行
う 必要があ り ます。

1 john と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を実行し ます。

sudo pkgadd -d NICI パッ ケージの絶対パス NOVLniu0

例 ：

sudo pkgadd -d /home/build/Solaris/Solaris/setup/NOVLniu0.pkg  
NOVLniu0

2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
sudo /var/opt/novell/nici/set_server_mode

NICI がサーバモード でイ ン ス ト ールされます。

nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストール
する

nds-install ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を Solaris システムに
イ ン ス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 Solaris プラ ッ ト フ ォーム用の CD の
Setup デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 イ ン ス ト ール対象と し て選
択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 必要なパッ ケージが追加されます。

非ルート ユーザは、 tarball のみを使用し てイ ンス ト ールでき ま す。 詳細については、
66 ページの「非ルー ト ユーザによ る eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール」を参照し てく ださ い。

1 セ ッ ト ア ッ プデ ィ レ ク ト リ から次のコマン ド を入力し ます。

./nds-install

eDirectory コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールするには、 次の構文を使用し ます。

nds-install [-c コ ンポーネン ト 1 [-c コ ンポーネン ト 2]...][-h] [-i] [-j] [-u]

コマン ド ラ イ ンに必要なパラ メ ータ を入力し ていない場合、 パラ メ ータ を要求する
プロ ンプ ト が nds-install ユーテ ィ リ テ ィ に表示されます。

次の表では、 nds-install ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータ を説明し ます。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネン
トを指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポー

ネントをインストールできます。 

インストールできるコンポーネントは、eDirectory サーバと

eDirectory 管理ユーティリティの 2 つです。サーバをインストール

するには、「-c nds」と入力します。管理ユーティリティをインス

トールするには、「-c adminutils」と入力します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインストールする

には、次のコマンドを入力します。

./nds-install -c server -n /var
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2 指示に従って、 使用許諾契約に同意し ます。

イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って、 イ ン ス ト ールでき る eDirectory コ ンポーネン ト
の リ ス ト が表示されます。

3 イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト に対応するオプシ ョ ンを指定し ます。

イ ン ス ト ール対象と し て選択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 該当する RPM また
はパッ ケージがイ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って Solaris システムにイ ン ス ト ール
されます。 次の表では、 各 eDirectory コ ンポーネン ト にイ ン ス ト ールされたパッ
ケージの リ ス ト を示し ます。

-h nds-install のヘルプを表示します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。

-j eDirectory インストール前のヘルスチェックオプションをジャンプま

たは無効化します。ヘルスチェックの詳細については、123 ページ

の「サーバのヘルスチェック」を参照してください。

-u 無人インストールモードオプションを指定します。 

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

nds-install パラメータ 説明
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4 画面の指示に従って、 ラ イセン ス フ ァ イルの完全パス を入力し ます。

イ ンス ト ールプロ グラ ムがデフォ ルト の場所 (/var、 マウ ント さ れたラ イ センス ディ
ス ク 、 ま たは現在のディ レ ク ト リ ) にファ イ ルを見つけら れなかった場合のみ、 ラ
イ センス ファ イ ルへの完全パス の入力を要求する プロ ンプト が表示さ れま す。

入力し たパスが有効でない場合、 正しいパス を入力する よ う 再度指示されます。

イ ン ス ト ール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使
用し ます。 ただし、 その場合はラ イセン ス フ ァ イルが /var デ ィ レ ク ト リ にコ ピー
されている こ と を確認する必要があ り ます。

サーバコ ンポーネン ト の一部と し て、 NMASTM (Novell Modular Authentication 
ServiceTM) がイ ン ス ト ールされます。 デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS
を設定し ます。 デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 ま
た、 イ ン ス ト ール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を
使用し ます。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用し て eDirectory の設定を
行ってから実行する必要があ り ます。

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ
テ ィ 」 を参照し て く ださい。

nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 72 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ
を使用し て NMAS を設定する」 を参照し て く ださい。

5 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 次の環境変数を更新し、 次のよ う にエ ク スポー ト する
必要があ り ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  
export LD_LIBRARY_PATH=/opt/novell/eDirectory/lib:/opt/
novell/eDirectory/lib/nds-modules:/opt/novell/
lib:$LD_LIBRARY_PATH

export PATH=/opt/novell/eDirectory/bin:/opt/novell/
eDirectory/sbin:$PATH

export MANPATH=/opt/novell/man:/opt/novell/eDirectory/
man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=/opt/novell/eDirectory/share/
locale:$TEXTDOMAINDIR

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーションに、
Novell インポート / エクスポート

変換ユーティリティおよび LDAP
ツール管理ユーティリティがイ
ンストールされます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明
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ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ス ク
リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

/opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名 と パラ メ ータ 

次の とお り 、 現在のシェル内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

非ルートユーザによる eDirectory 8.8 のインストール

非ルー ト ユーザは、 tarball を使用し て eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールでき ます。

前提条件

NICI がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。

NICI のイ ン ス ト ールについては、 62 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て
く ださい。

SLP および SNMP を使用する場合は、 それらがルー ト ユーザによ って イ ン ス ト ール
されている こ と を確認し ます。

eDirectory のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ に対する書き込み権。

管理者以外のユーザについては、 57 ページの 「前提条件」 セ ク シ ョ ンに示されて
いる権限を持っている こ と を確認し ます。

eDirectory をインストールする

1 eDirectory を イ ン ス ト ールするデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

2 次のコマン ド を実行し て、 tar フ ァ イルを展開し ます。

tar xvf /tar フ ァ イル名

3 次を実行し て、 パス をエ ク スポー ト し ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  
export LD_LIBRARY_PATH= 任意の場所 l/opt/novell/eDirectory/
lib: 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules: 任意の
場所 /opt/novell/lib:/opt/novell/lib:/opt/novell/
eDirectory/lib:$LD_LIBRARY_PATH

export PATH= 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin: 任意の場所 /
opt/novell/eDirectory/sbin:/opt/novell/eDirectory/
bin:$PATH

export MANPATH= 任意の場所 /opt/novell/man: 任意の場所 /opt/
novell/eDirectory/man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=custom_location/opt/novell/
eDirectory/share/locale:$TEXTDOMAINDIR
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ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/
ndspath ス ク リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

任意の場所/opt/novell/eDirectory/bin/ndspathユーテ ィ リ テ ィ 名とパラ メータ 

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ デ ィ レ ク ト リ に移動し、 現在のシェル
内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

注 : このコマンドを任意の場所 /opt ディレクトリから入力したことを確認してください。 

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

4 通常の方法で eDirectory を設定し ます。 

eDirectory は次の方法で設定でき ます。

次の とお り 、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サー
バ名 ] [-d dib のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] 
[-o http ポー ト ] -O https ポー ト ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B ポー ト 1 のイ
ン タ フ ェース , ポー ト 2 のイ ン タ フ ェース ,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設
定フ ァ イル ]

例 ：

ndsconfig new -t mary-tree -n novell -a admin.novell -S linux1 -d /
home/mary/inst1/data -b 1025 -L 1026 -l 1027 -o 1028 -O 1029 -D /home/
mary/inst1/var --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

入力するポー ト 番号は、 1024 から 65535 の範囲にする必要があ り ます。 1024
よ り 小さいポー ト 番号は通常、 スーパーユーザおよび標準アプ リ ケーシ ョ ン用
に予約されています。 そのため、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンには、 デフ ォル
ト のポー ト 524 は使用でき ません。

これが原因で、 次のアプ リ ケーシ ョ ンで問題が発生する可能性があ り ます。

ターゲ ッ ト サーバポー ト を指定するオプシ ョ ンのないアプ リ ケーシ ョ ン。

NCP を使用し、ポー ト 524 でルー ト と し て動作する古いアプ リ ケーシ ョ ン。 

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいイ ン ス タ ン ス を設定し ます。 詳
細については、 48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」
を参照し て く ださい。

画面の指示に従って、 設定を完了し ます。

詳細については、 68 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レ
プ リ カサーバを追加または削除する」 を参照し て く ださい。
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ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 すべての引数が確認され、 管理者
の権利を持つユーザのパス ワード入力を要求するプロ ンプ ト が表示されます。 引数な
しで ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 このユーテ ィ リ テ ィ に関する説明と
利用可能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 eDirectory レプ リ カ
サーバを削除し た り 、 eDirectory サーバの現在の設定を変更する こ と もでき ます。 詳細
については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

特定の場所で eDirectory を設定するための前提条件

特定の場所に eDirectory を設定する場合は、 eDirectory の設定を行 う 前に、 その場所に
LC_ALL および LANG をエ ク スポー ト する必要があ り ます。 た と えば、 eDirectory を日
本に設定する場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

export LC_ALL=ja

export LANG=ja 

新しいツリーを作成する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ] [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B イ ン タ フ ェース 1@ ポー ト 1, イ ン タ
フ ェース @ ポー ト 2,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ]

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 

ツ リ ー名、 管理者 FDN およびサーバコ ンテキス ト の変数には、 使用でき る文字数に制
限があ り ます。 これらの変数に使用でき る最大文字数は次の とお り です。

ツ リ ー名 ： 32 文字

管理者 FDN ： 64 文字

サーバコ ンテキス ト ： 64 文字

コマン ド ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 指定されていない各パラ メ ー
タに値を入力する よ う 求めるプロ ンプ ト が ndsconfig によ って表示されます。

また、 次の構文も使用でき ます。

ndsconfig def -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジ ュール ] [-e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ] 

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 コマン ド
ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 ndsconfig によ って、 指定されていない
各パラ メ ータにデフ ォル ト 値が適用されます。

た と えば、 新しいツ リ ーを作成するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company
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既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig add -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-e] [-L ldap ポー ト ] 
[-l SSL ポー ト ] [-o http ポー ト ] -O https ポー ト ] [-S サーバ名 ] [-d dib のパス ] 
[-p IP ア ド レ ス : ポー ト ] [-m モジュール ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B イ ン タ フ ェース 1@
ポー ト 1, イ ン タ フ ェース 2@ ポー ト 2,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設定フ ァ イル ]  
[-E]

既存のツ リ ーの指定し たコ ンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェ ク ト の追加先と し て指定し たコ ンテキス ト が存在し ない場合は、 ndsconfig によ っ
て該当する コ ンテキス ト が作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リ ーへ eDirectory を イ ン ス ト ールし た後で、 LDAP およびセキ ュ リ テ ィ サービ
ス を追加する こ と もでき ます。 

た と えば、 新しいツ リ ーをサーバに追加するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company -s srv1

-E オプシ ョ ンを使用し て、 追加するサーバの暗号化レプ リ ケーシ ョ ンを有効にでき ま
す。 暗号化レプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 『 Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig rm -a 管理者 FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

た と えば、 eDirectory サーバオブジェ ク ト とデ ィ レ ク ト リ サービ ス をツ リ ーから削除す
るには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティのパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラ

メータが指定されていない場合、指定されていない各パラメータ
に値を入力するよう求めるプロンプトが ndsconfig によって表示

されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメー

タが指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていな

い各パラメータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除し
ます。
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-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存
在しても無視します。通常、このオプションの使用はお勧めでき
ません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名はホスト名です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていな
い場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファ

イル内の n4u.base.tree-name パラメータに指定されているツリー

名を使用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパ
ラメータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/
eDirectory/conf/nds.conf ファイル内の n4u.nds.server-context パラ

メータに指定されているコンテキストを使用します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキスト
に対するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p ツリーを格納するサーバの IP アドレスおよびポート番号を指定し

て、既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。 

このオプションを使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用され

ません。-p は -b ポート番号オプションと共に使用します。 

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをイン
ストールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。

DS モジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、
LDAP、SAS、HTTP、SNMP サービス、および SecretStore (ss) を
追加できます。モジュール名が指定されていない場合、デフォルト
で、すべてのモジュールがインストールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

-E 追加するサーバに対して暗号化レプリケーションを有効にします。 

暗号化レプリケーションの詳細については、『 Novell eDirectory 8.8
管理ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html)
を参照してください。

-j eDirectory インストール前のヘルスチェックオプションをジャンプ

または無効化します。

-b 特定のインスタンスが監視するときのポート番号を設定します。

ndsconfig のパラメータ 説明
70   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド

http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
ndsconfig の使用による eDirectory 8.8 の複数インスタンスの設定

単一のホス ト 上で eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン ス を設定でき ます。 複数イ ン ス タ ン
スについては、 Linux の章の 47 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数
イ ン ス タ ン スの設定」 を参照し て く だ さい。 

ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに Solaris サーバをイ
ンストールする

ndsconfig を使用し て、 名前に ド ッ ト を使用し たコ ンテナ (novell.com など ) を含む
eDirectory ツ リ ーに Solaris サーバを イ ン ス ト ールでき ます。

ndsconfig はコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ のため、 名前に ド ッ ト を含むコ ンテナを使
用する と それらの ド ッ ト をエスケープする よ う に要求され、 これらのコ ンテキス ト を
含むパラ メ ータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 た と えば、 O の名前に
「O=novell.com」 を使用し ている Solaris サーバに新しい eDirectory のツ リ ーを イ ン ス
ト ールするには、 次のコマン ド を使用し ます。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コ ンテキス ト およびサーバコ ンテキス ト パラ メ ータ を二重引用符で囲み、
novell.com の ド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「\」 ) を使用し てエスケープし ます。

こ のフォ ーマッ ト は、 既存のツリ ーにサーバをイ ンス ト ールする 場合にも 使用でき ま す。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、
ドットを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

-B ポート番号を IP アドレスまたはインタフェースとともに指定しま

す。たとえば、次のように入力します。 

-B eth0@524

または

-B 100.1.1.2@524

注 : -b と -B は互いに排他的です。

--config-file 指定したパスに nds.conf 環境設定ファイルを保存します。

-D データ、dib、およびログのディレクトリを、指定したパスに作成

します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。

パラメータリストが指定されていない場合は、ndsconfig はすべて

の eDirectory 環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.8 のデフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 Linux、
Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでは、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
NMAS を設定する こ と もでき ます。

Ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用する もので、 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス
ト ールは行いません。 これらのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 nmasinst を
使用でき ます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要
があります。ツリーに対するスーパバイザ権も必要です。

72 ページの 「NMAS を設定する」

72 ページの 「ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス ト ール」

NMAS を設定する

デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 nmasinst を同じ目的で使
用する こ と もでき ます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェ ク ト を作成するには、 サーバコ ン ソー
ルのコマン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し ます。

nmasinst -i admin.context tree_name

パス ワード を要求するプロ ンプ ト が nmasinst に表示されます。 

このコマン ド では NMAS に必要なセキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ ク ト が作成さ
れ、 eDirectory 内の LDAP サーバオブジェ ク ト の NMAS に対する LDAP 拡張がイ ン ス
ト ールされます。

ツ リ ー内で最初の NMAS のイ ン ス ト ールの場合、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ
ク ト を作成でき る十分な権利を持ったユーザがイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 た
だし、 それ以降のイ ン ス ト ールは、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナに対し て読み込み専用の権
利のみを持つコ ンテナ管理者も実行でき ます。 nmasinst では、 NMAS オブジェ ク ト の
作成を実行する前に、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に NMAS オブジェ ク ト が存在するかど
う かを確認し ます。

nmasinst ではスキーマを拡張でき ません。 NMAS スキーマは eDirectory のベース スキー
マの一部と し て イ ン ス ト ールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用し て ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 サーバコ ン ソールのコ
マン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し て く だ さい。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path

最後のパラ メ ータで、 イ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の config.txt フ ァ イルを指定
し ます。 config.txt フ ァ イルは各ロ グ イ ン メ ソ ッ ド に付属し て提供されます。

-addmethod コマン ド の一例を次に示し ます。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ロ グ イ ン メ ソ ッ ド がすでに存在する場合は、 nmasinst によ って更新されます。 

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide (Novell 
Modular Authentication Service 管理ガイ ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods 
and Sequences」 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html)
を参照し て く ださい。
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5 Novell eDirectory の AIX へのインストールまたは
アップグレード

AIX* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールまたはア ッ プグレードするには、
次の情報を参照し て く ださい。

73 ページの 「システム要件」

74 ページの 「前提条件」

75 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

75 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

76 ページの 「eDirectory をア ッ プグレードする」

76 ページの 「eDirectory を イ ン ス ト ールする」

システム要件

AIX 5L バージ ョ ン 5.2

すべての推奨さ れる AIX OS パッ チは、 IBM* Tech Support
 (https://techsupport.services.ibm.com/server/fixes) Web サイ ト から ダウ ンロ ード でき ま す。

最低 128 MB の RAM

eDirectory サーバを イ ン ス ト ールするための 190 MB の空きデ ィ ス ク容量

管理ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールするための 12 MB の空きデ ィ ス ク容量

50,000 ユーザご と に 74 MB の空きデ ィ ス ク容量
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前提条件

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するために AIX ホス ト を有効にし ます。 

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングデーモン mrouted が実行されているかど う かを確認し
て く ださい。 

実行されていない場合は、 マルチキ ャ ス ト デーモン mrouted を設定し、 起動し ます。

環境設定フ ァ イルの例については、 AIX Documentation
 (http://www16.boulder.ibm.com/pseries/en_US/infocenter/base/aix.htm) の
『Files Reference』 の 「mrouted.conf File」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

( 状況によ って実行 ) NICI 2.7 およ び eDirectory 8.8 でサポート さ れている キーサイ ズ
は、 4,096 ビッ ト です。  4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にアッ プグレ ード する 必要があり ま す。  ま た、 iManager や ConsoleOne
などの管理ユーティ リ ティ を使用する すべてのワ ーク ス テーショ ンに、 NICI 2.7 が
イ ンス ト ールさ れている 必要があり ま す。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。  4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。  また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。 

NICI 2.7 を含むパッ ケージ名は NOVLniu0-2.7 on AIX です。 詳細については、
78 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

NFK (NICI Foundation Key) フ ァ イル

ツ リ ー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネ ッ ト ワークサーバの時刻を同
期し ます。

時刻の同期は、 NTP ( ネ ッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd.nlm を使用し て行い
ます。 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム と NetWare® サーバの時刻を
同期するには、 timesync.nlm 5.09 以降を使用し て く ださい。

( 状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを イ ン ス ト ールする場合は、 製品を イ ン ス
ト ールするパーテ ィ シ ョ ン内のレプ リ カがすべて、 オンの状態になっている必要が
あ り ます。

(状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを既存のツ リ ーに管理者以外のユーザ と し て
イ ン ス ト ールする場合は、 次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と なる コ ンテナに対する スーパバイザ権。

サーバを追加するパーテ ィ シ ョ ンに対する スーパバイザ権。

注 : この権限は、レプリカ数が 3 未満の場合にレプリカを追加するために必要です。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。
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ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。

た と えば、 標準スキーマを使用する基本的な Novell eDirectory のイ ン ス ト ールでは、
50,000 ユーザご と に約 74 MB の空き容量が必要です。 ただし、 新しい属性のセ ッ ト を
追加し た り 、 既存の属性をすべて使用する と、 オブジェ ク ト のサイ ズは拡大し ます。
それに対応し て、 必要な空きデ ィ ス ク容量、 プロセ ッ サ、 および メ モ リ が変わ り ます。

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ の量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向
上に関係し ます。

最適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う
にし ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 eDirectory 8.8 では、
複数のプロセ ッ サを利用でき ます。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ ン時のパフ ォー
マン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア ク テ ィ ブにでき
るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな く 、 入出力集中
型です。

次の表に、 Novell eDirectory for AIX の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。 

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェ ク ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク
リ ン ク処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 そ
の後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) ま
での任意の値を設定でき ます。

eDirectory に移行し た後、 ndstrace -l>log& コマン ド を発行し て、 ndstrace 処理を開始し
ます。 この処理はバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行されます。 ndstrace のコマン ド プロ ンプ ト か
ら ndstrace -c set ndstrace=*B コマン ド を発行し てバッ ク リ ン ク を強制実行する こができ
ます。 次に、 ndstrace -u コマン ド を発行し て ndstrace 処理をアン ロード し ます。 バッ ク
リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在し ないサーバ上では特に重要です。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 RS/6000 344 MB 144 MB

100 万 RS/6000 2 GB 1.5 GB

1000 万 RS/6000 2 GB 以上 15 GB
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eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.7、 8.7.1、 または 8.7.3 を eDirectory 8.8 にアップグレードするには、 次のコ
マンドを入力します。

./nds-install
eDirectory 8.8 へのアップグレード後は、 環境設定ファイル、 データファ イル、 および
ログファイルのデフォルトの保存先は、 それぞれ /etc/opt/novell/eDirectory/conf、 /var/
opt/novell/eDirectory/data、 /var/opt/novell/eDirectory/log に変わり ます。 

新しい /var/opt/novell/eDirectory/data ディ レク ト リは、 /var/nds ディ レク ト リへのシンボ
リ ッ ク リ ンクを使用します。

古い /etc/nds.conf 環境設定ファイルは、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf ディレク ト リに移
行されます。 /var/nds にある古い /etc/nds.conf 環境設定ファイルおよびログファ イルは、
参照用と して保持されます。 

eDirectory をインストールする 
次のセクシ ョ ンでは、 Novell eDirectory の AIX へのインス トールについて説明します。 

76 ページの 「サーバのヘルスチェッ ク」

77 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

78 ページの 「NICI のインス トール」

79 ページの 「nds-install ユーティ リ ティを使用して、 eDirectory コンポーネン ト をイ
ンス トール する」

82 ページの 「非ルートユーザによる eDirectory 8.8 のインス トール」

84 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory レプリ カサーバを追
加または削除する」

87 ページの 「ndsconfig の使用による eDirectory 8.8 の複数インスタンスの設定」

87 ページの 「ndsconfig を使用して、 コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーに AIX
サーバをインス トールする」

87 ページの 「nmasinst ユーティ リ ティ を使用して NMAS を設定する」

サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のアップグレードまたはインス トールの際に、 2 つの
サーバヘルスチェッ クをデフォルトで実行し、 サーバをアップグレード しても安全か
ど うかを確認します。 

124 ページの 「基本的なサーバの状態」

125 ページの 「パーティシ ョ ンとレプリ カの状態」

ヘルスチェッ クの結果に基づいて、 次のよ うにアップグレードが継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェッ クに成功する と、 アップグレードは継続されます。 

あま り重大でないエラーの場合、 アップグレードを継続するか中止するかを問う
メ ッセージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 アップグレードは中止されます。
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あま り重大でないエラーと重大なエラーの一覧については 123 ページの付録 B 「サーバ
のヘルスチェッ ク」 を参照してください。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェッ クをスキップするには、 nds-install -j または ndsconfig upgrade -j
を使用します。

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェッ ク」 を参照して ください。

eDirectoryでの SLPの使用

以前の eDirectory のリ リースでは、 SLP は eDirectory のインス トール中にインス トール
されました。 しかし eDirectory 8.8 では、 eDirectory をインス トールする前に、 個別に
SLP をインス トールする必要があ り ます。

ツ リー名の解決に SLP の使用を予定している場合、 SLP を適切に設定し、 SLP DA が安
定している必要があ り ます。 

1 SLP をインス トールするには、 次のコマンドを使用します。

installp -acgXd NDSslp ファ イルセッ トの絶対パス NDS.NDSslp

SLP ファイルセッ トは、 ビルドの setup ディレク ト リにあ り ます。 たとえば、 ビル
ドが /home/build ディ レク ト リにある場合は、 次のコマンドを入力します。

installp -acgXd /home/build/Aix/Aix/setup/NDS.NDSslp

2 画面の指示に従って SLP のインス トールを完了します。

3 SLP を起動します。

SLP を使用する予定がない場合は、 フラ ッ ト ファ イルの hosts.nds を使用してサーバ参
照に対するツ リー名を解決できます。 SLP DA がネッ ト ワークに存在しない場合、
hosts.nds ファ イルを使用して SLP マルチキャス トによる遅延を回避できます。

hosts.nds は、 eDirectory アプリ ケーシ ョ ンによって使用されるスタティ ッ クなルッ ク
アップテーブルで、 eDirectory パーティシ ョ ンおよびサーバを検索します。 hosts.nds の
詳細については、 36 ページの 「eDirectory での SLP の使用」 および hosts.nds マニュア
ルページを参照してください。

ツ リー名を解決し、 eDirectory ツ リーが通知されたこ とを確認するために SLP を使用す
る場合は、 eDirectory および SLP のインス トールが完了した後で次のよ うに入力してく
ださい。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"

たとえば、 svcname-ws 属性が値 SAMPLE_TREE と一致するサービスを検索するには、
次のコマンドを入力します。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==SAMPLE_TREE)/"

svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と して登録されたサービスがある場合、 出力は次の
よ うにな り ます。

service:ndap.novell:///SAMPLE_TREE

svcname-ws 属性が SAMPLE_TREE と して登録されたサービスがない場合、 何も出力さ
れません。

詳細については、 129 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照してくだ
さい。
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NICI のインストール

eDirectory のイ ン ス ト ールに進む前に、 NICI を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 イ ン
ス ト ール手順は異な り ますが、 ルーと ユーザおよび非ルー ト ユーザのどち らでも NICI
を イ ン ス ト ールでき ます。

ルートユーザによる NICI のインストール

NICI を イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。

1 次のコマン ド を入力し ます。

installp -acgXd NICI フ ァ イルセ ッ ト の絶対パス NOVLniu0

例 ：

installp -acgXd /home/build/AIX/AIX/setup/NOVLniu0.2.7.0.0  
NOVLniu0

2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
/var/opt/novell/nici/set_server_mode

非ルートユーザによる NICI のインストール

非ルー ト ユーザは、 sudo ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 NICI を イ ン ス ト ールでき ます。
ルー ト ユーザは、 Sudo (superuser do) によ って、 一部のユーザにルー ト と し てい く つか
のコマン ド を実行する権限を与え る こ と ができ ます。 ルー ト ユーザは、 /etc/sudoers 環
境設定フ ァ イルを編集し、 適切なエン ト リ を追加する こ と によ って、 この操作を行 う
こ と ができ ます。

詳細については、 sudo Web サイ ト  (http://www.sudo.ws) を参照し て く ださい。

警告 : sudo を使用すると、非ルートユーザに対してルートへの制限付きアクセス権を与えることが可能にな
ります。 このため、処理を続行する前にセキュリティに対する影響について考慮することをお勧めします。 

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) によ る NICI のイ ン ス ト ールを可能にするため、 ルー
ト ユーザは次の手順を実行する必要があ り ます。

1 ルー ト と し て ロ グ イ ン し ます。

2 visudo コマン ド を使用し て、 /etc/sudoers 環境設定フ ァ イルを編集し ます。 
注 : コマンドの vi と sudo の間にスペースは入れません。

次の情報を持つエン ト リ を作成し ます。

ユーザ名   ホス ト 名 =(root) NOPASSWD:/usr/sbin/installp

た と えば、 john がホス ト 名 aix-2 上でルー ト と し て /bin/rpm を実行でき る よ う にす
るには、 次のよ う に入力し ます。

john     aix-2=(root) NOPASSWD:/usr/sbin/installp

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) は、 NICI を イ ン ス ト ールするために、 次の作業を行
う 必要があ り ます。

1 john と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を実行し ます。

sudo installp -acgXd NICI フ ァ イルセ ッ ト の絶対パス NOVLniu0

例 ：

sudo installp -acgXd /home/build/AIX/AIX/setup/
NOVLniu0.2.7.0.0  NOVLniu0
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2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
sudo /var/opt/novell/nici/set_server_mode

NICI がサーバモード でイ ン ス ト ールされます。

nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストール
する

nds-install ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を AIX システムにイ
ン ス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 AIX プラ ッ ト フ ォーム用の CD の Setup
デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 イ ン ス ト ール対象と し て選択し
たコ ンポーネン ト に基づいて、 必要なパッ ケージが追加されます。

1 セ ッ ト ア ッ プデ ィ レ ク ト リ から次のコマン ド を入力し ます。

./nds-install

eDirectory コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールするには、 次の構文を使用し ます。

nds-install [-c コ ンポーネン ト 1 [-c コ ンポーネン ト 2]...][-h] [-i] [-j] [-u]

コマン ド ラ イ ンに必要なパラ メ ータ を入力し ていない場合、 パラ メ ータ を要求する
プロ ンプ ト が nds-install ユーテ ィ リ テ ィ に表示されます。

次の表では、 nds-install ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータ を説明し ます。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネン
トを指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポー

ネントをインストールできます。 

インストールできるコンポーネントは、eDirectory サーバと

eDirectory 管理ユーティリティの 2 つです。サーバをインストール

するには、「-c nds」と入力します。管理ユーティリティをインス

トールするには、「-c adminutils」と入力します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインストールする

には、次のコマンドを入力します。

./nds-install -c server -n /var

-h nds-install のヘルプを表示します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。

-j eDirectory インストール前のヘルスチェックオプションをジャンプま

たは無効化します。ヘルスチェックの詳細については、123 ページ

の付録 B「サーバのヘルスチェック」を参照してください。

-u 無人インストールモードオプションを指定します。 
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2 指示に従って、 使用許諾契約に同意し ます。

イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って、 イ ン ス ト ールでき る eDirectory コ ンポーネン ト
の リ ス ト が表示されます。

3 イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト に対応するオプシ ョ ンを指定し ます。

イ ン ス ト ール対象と し て選択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 該当する RPM また
はパッ ケージがイ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って AIX システムにイ ン ス ト ールさ
れます。 次の表では、 各 eDirectory コ ンポーネン ト にイ ン ス ト ールされたパッ ケー
ジの リ ス ト を示し ます。

4 画面の指示に従って、 ラ イセン ス フ ァ イルの完全パス を入力し ます。

イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムがデフ ォル ト の場所 (/var、 マウ ン ト された ラ イセン スデ ィ
ス ク、 または現在のデ ィ レ ク ト リ ) にフ ァ イルを見つけ られなかった場合のみ、 ラ
イセン ス フ ァ イルへの完全パスの入力を要求するプロ ンプ ト が表示されます。

入力し たパスが有効でない場合、 正しいパス を入力する よ う 再度指示されます。

イ ン ス ト ール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使
用し ます。 ただし、 その場合はラ イセン ス フ ァ イルが /var デ ィ レ ク ト リ にコ ピー
されている こ と を確認する必要があ り ます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、
eDirectory レプリカサーバが

インストールされます。

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーション
に、Novell インポート / エク

スポート変換ユーティリティ
および LDAP ツール管理ユー

ティリティがインストールさ
れます。
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サーバコ ンポーネン ト の一部と し て、 NMASTM (Novell Modular Authentication 
ServiceTM) がイ ン ス ト ールされます。 デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS
を設定し ます。 また、 イ ン ス ト ール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst
ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用し て
eDirectory の設定を行ってから実行する必要があ り ます。

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ
テ ィ 」 を参照し て く ださい。

nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 87 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ
を使用し て NMAS を設定する」 を参照し て く ださい。

5 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 次の環境変数を更新し、 次のよ う にエ ク スポー ト する
必要があ り ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  
export LD_LIBRARY_PATH=/opt/novell/eDirectory/lib:/opt/
novell/eDirectory/lib/nds-modules:/opt/novell/lib:/opt/
novell/lib:/opt/novell/eDirectory/lib:$LD_LIBRARY_PATH

export LIBPATH=/opt/novell/eDirectory/lib:/opt/novell/
eDirectory/lib/nds-modules:/opt/novell/lib:/opt/novell/
lib:/opt/novell/eDirectory/lib:$LIBPATH

export PATH=/opt/novell/eDirectory/bin:/opt/novell/
eDirectory/sbin:$PATH

export MANPATH=/opt/novell/man:/opt/novell/eDirectory/
man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=/opt/novell/eDirectory/share/
locale:$TEXTDOMAINDIR

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ス ク
リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

/opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名 と パラ メ ータ 

次の とお り 、 現在のシェル内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 
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非ルートユーザによる eDirectory 8.8 のインストール

非ルー ト ユーザは、 tarball を使用し て eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールでき ます。

前提条件

NICI がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。

NICI のイ ン ス ト ールについては、 78 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て
く ださい。

SLP および SNMP を使用する場合は、 それらがルー ト ユーザによ って イ ン ス ト ール
されている こ と を確認し ます。

eDirectory のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ に対する書き込み権。

管理者以外のユーザについては、 74 ページの 「前提条件」 セ ク シ ョ ンに示されて
いる権限を持っている こ と を確認し ます。

eDirectory をインストールする

1 eDirectory を イ ン ス ト ールするデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

2 次のコマン ド を実行し て、 tar フ ァ イルを展開し ます。

tar xvfp /tar フ ァ イル名

3 次を実行し て、 パス をエ ク スポー ト し ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  

export LD_LIBRARY_PATH= 任意の場所 l/opt/novell/eDirectory/
lib: 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules: 任意の
場所 /opt/novell/lib:/opt/novell/lib:/opt/novell/
eDirectory/lib:$LD_LIBRARY_PATH

export LIBPATH= 任意の場所 l/opt/novell/eDirectory/lib: 任意の
場所 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules: 任意の場所 /opt/
novell/lib:/opt/novell/lib:/opt/novell/eDirectory/
lib:$LIBPATH

export PATH= 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin: 任意の場所 /
opt/novell/eDirectory/sbin:/opt/novell/eDirectory/
bin:$PATH

export MANPATH= 任意の場所 /opt/novell/man: 任意の場所 /opt/
novell/eDirectory/man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=custom_location/opt/novell/
eDirectory/share/locale:$TEXTDOMAINDIR 

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/
ndspath ス ク リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名と パラ
メ ータ 
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任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ デ ィ レ ク ト リ に移動し、 現在のシェル
内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

注 : このコマンドを任意の場所 /opt ディレクトリから入力したことを確認してください。 

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

4 通常の方法で eDirectory を設定し ます。 

eDirectory は次の方法で設定でき ます。

次の とお り 、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サー
バ名 ] [-d dib のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] 
[-o http ポー ト ] -O https ポー ト ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B ポー ト 1 のイ
ン タ フ ェース , ポー ト 2 のイ ン タ フ ェース ,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設
定フ ァ イル ]

例 ：

ndsconfig new -t mary-tree -n novell -a admin.novell -S linux1 -d /
home/mary/inst1/data -b 1025 -L 1026 -l 1027 -o 1028 -O 1029 -D /home/
mary/inst1/var --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

入力するポー ト 番号は、 1024 から 65535 の範囲にする必要があ り ます。 1024
よ り 小さいポー ト 番号は通常、 スーパーユーザおよび標準アプ リ ケーシ ョ ン用
に予約されています。 そのため、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンには、 デフ ォル
ト のポー ト 524 は使用でき ません。

これが原因で、 次のアプ リ ケーシ ョ ンで問題が発生する可能性があ り ます。

ターゲ ッ ト サーバポー ト を指定するオプシ ョ ンのないアプ リ ケーシ ョ ン。

NCP を使用し、ポー ト 524 でルー ト と し て動作する古いアプ リ ケーシ ョ ン。 

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいイ ン ス タ ン ス を設定し ます。 詳
細については、 48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」
を参照し て く ださい。

画面の指示に従って、 設定を完了し ます。

詳細については、 84 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レ
プ リ カサーバを追加または削除する」 を参照し て く ださい。
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ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 すべての引数が確認され、 管理者
の権利を持つユーザのパス ワード入力を要求するプロ ンプ ト が表示されます。 引数な
しで ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 このユーテ ィ リ テ ィ に関する説明と
利用可能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 eDirectory レプ リ カ
サーバを削除し た り 、 eDirectory サーバの現在の設定を変更する こ と もでき ます。 詳細
については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

特定の場所で eDirectory を設定するための前提条件

特定の場所に eDirectory を設定する場合は、 eDirectory の設定を行 う 前に、 その場所に
LC_ALL および LANG をエ ク スポー ト する必要があ り ます。 た と えば、 eDirectory を日
本に設定する場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

export LC_ALL=ja

export LANG=ja 

新しいツリーを作成する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d DIB のパス ] [-m モジ ュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ] 

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 

ツ リ ー名、 管理者 FDN およびサーバコ ンテキス ト の変数には、 使用でき る文字数に制限があ
り ます。 これらの変数に使用でき る最大文字数は次の とお り です。

ツ リ ー名 ： 32 文字

管理者 FDN ： 64 文字

サーバコ ンテキス ト ： 64 文字

コマン ド ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 指定されていない各パラ メ ー
タに値を入力する よ う 求めるプロ ンプ ト が ndsconfig によ って表示されます。

また、 次の構文も使用でき ます。

ndsconfig def -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジ ュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ]

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 コマン ド
ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 ndsconfig によ って、 指定されていない
各パラ メ ータにデフ ォル ト 値が適用されます。

た と えば、 新しいツ リ ーを作成するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company
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既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig add -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-e] [-L ldap ポー ト ] 
[-l SSL ポー ト ] [-o http ポー ト ] -O https ポー ト ] [-S サーバ名 ] [-d dib のパス ] 
[-p IP ア ド レ ス : ポー ト ] [-m モジ ュール ] [-E]

既存のツ リ ーの指定し たコ ンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェ ク ト の追加先と し て指定し たコ ンテキス ト が存在し ない場合は、 ndsconfig によ っ
て該当する コ ンテキス ト が作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リ ーへ eDirectory を イ ン ス ト ールし た後で、 LDAP およびセキ ュ リ テ ィ サービ
ス を追加する こ と もでき ます。 

た と えば、 新しいツ リ ーをサーバに追加するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company -s srv1

-E オプシ ョ ンを使用し て、 追加するサーバの暗号化レプ リ ケーシ ョ ンを有効にでき ま
す。 暗号化レプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 『 Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig rm -a 管理者 FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

た と えば、 eDirectory サーバオブジェ ク ト とデ ィ レ ク ト リ サービ ス をツ リ ーから削除す
るには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティのパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を入力する
よう求めるプロンプトが ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラ

メータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在して
も無視します。通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名はホスト名です。
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-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場
合、ndsconfig は /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファイル内の

n4u.base.tree-name パラメータに指定されているツリー名を使用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラ
メータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/eDirectory/
conf/nds.conf ファイル内の n4u.nds.server-context パラメータに指定さ

れているコンテキストを使用します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対
するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p ツリーを格納するサーバの IP アドレスおよびポート番号を指定して、

既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。 

このオプションを使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されませ

ん。-p は -b ポート番号オプションと共に使用します。 

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインス
トールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。DS
モジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、LDAP、
SAS、HTTP、SNMP サービス、および SecretStore (ss) を追加できま

す。モジュール名が指定されていない場合、デフォルトで、すべてのモ
ジュールがインストールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

-E 追加するサーバに対して暗号化レプリケーションを有効にします。

暗号化レプリケーションの詳細については、『 Novell eDirectory 8.8 管理

ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照

してください。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラ

メータリストが指定されていない場合は、ndsconfig はすべての

eDirectory 環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
86   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド

http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html
http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
ndsconfig の使用による eDirectory 8.8 の複数インスタンスの設定

単一のホス ト 上で eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン ス を設定でき ます。 複数イ ン ス タ ン
スについては、 Linux の章の 47 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数
イ ン ス タ ン スの設定」 を参照し て く だ さい。 

ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに AIX サーバをインス
トールする

ndsconfig を使用し て、 名前に ド ッ ト を使用し たコ ンテナ (novell.com など ) を含む
eDirectory ツ リ ーに AIX サーバを イ ン ス ト ールでき ます。

ndsconfig はコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ のため、 名前に ド ッ ト を含むコ ンテナを使
用する と それらの ド ッ ト をエスケープする よ う に要求され、 これらのコ ンテキス ト を
含むパラ メ ータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 た と えば、 O の名前に
「O=novell.com」 を使用し ている AIX サーバに新しい eDirectory のツ リ ーを イ ン ス ト ー
ルするには、 次のコマン ド を使用し ます。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コ ンテキス ト およびサーバコ ンテキス ト パラ メ ータ を二重引用符で囲み、
novell.com の ド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「\」 ) を使用し てエスケープし ます。

こ のフォ ーマッ ト は、 既存のツリ ーにサーバをイ ンス ト ールする 場合にも 使用でき ま す。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、
ドットを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.8 のデフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 Linux、
Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでは、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
NMAS を設定する こ と もでき ます。

Ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用する もので、 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス
ト ールは行いません。 これらのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 nmasinst を
使用でき ます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要
があります。ツリーに対するスーパバイザ権も必要です。

87 ページの 「NMAS を設定する」

88 ページの 「ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス ト ール」

NMAS を設定する

デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 nmasinst を同じ目的で使
用する こ と もでき ます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェ ク ト を作成するには、 サーバコ ン ソー
ルのコマン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し ます。

nmasinst -i admin.context tree_name

パス ワード を要求するプロ ンプ ト が nmasinst に表示されます。 
Novell eDirectory の AIX へのインストールまたはアップグレード 87



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
このコマン ド では NMAS に必要なセキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ ク ト が作成さ
れ、 eDirectory 内の LDAP サーバオブジェ ク ト の NMAS に対する LDAP 拡張がイ ン ス
ト ールされます。

ツ リ ー内で最初の NMAS のイ ン ス ト ールの場合、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ
ク ト を作成でき る十分な権利を持ったユーザがイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 た
だし、 それ以降のイ ン ス ト ールはセキ ュ リ テ ィ コ ンテナに対し て読み込み専用の権利
のみを持つコ ンテナ管理者も実行でき ます。 nmasinst では、 NMAS オブジェ ク ト の作
成を実行する前に、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に NMAS オブジェ ク ト が存在するかど う
かを確認し ます。

nmasinst ではスキーマを拡張でき ません。 NMAS スキーマは eDirectory のベース スキー
マの一部と し て イ ン ス ト ールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用し て ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 サーバコ ン ソールのコ
マン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し て く だ さい。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path

最後のパラ メ ータで、 イ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の config.txt フ ァ イルを指定
し ます。 config.txt フ ァ イルは各ロ グ イ ン メ ソ ッ ド に付属し て提供されます。

-addmethod コマン ド の一例を次に示し ます。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ロ グ イ ン メ ソ ッ ド がすでに存在する場合は、 nmasinst によ って更新されます。 

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide (Novell 
Modular Authentication Service 管理ガイ ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods 
and Sequences」 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html)
を参照し て く ださい。
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6 Novell eDirectoryのHP-UXへのインストールまた
はアップグレード

HP-UX* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.8 を イ ン ス ト ールまたはア ッ プグレードするに
は、 次の情報を参照し て く ださい。

89 ページの 「システム要件」

90 ページの 「前提条件」

91 ページの 「ハード ウ ェ ア要件」

91 ページの 「バッ ク リ ン ク処理の強制実行」

92 ページの 「eDirectory をア ッ プグレードする」

92 ページの 「eDirectory を イ ン ス ト ールする」

システム要件

HP-UX 11i オペレーテ ィ ングシステム

パッチ PHSS_26560 を使用し て OS が更新されている こ と を確認し て く ださい。 こ
のパッチは HP IT リ ソース • セン タ  (http://www.itrc.hp.com) > HP 製品の メ ンテナン
ス / サポー ト から入手でき ます。

注 :  パッチ PHSS_28436 をインストールしている場合は、パッチ PHSS_28436 をアンインストール

してからパッチ PHSS_26560 をインストールすることをお勧めします。

HP-UX 11i Quality Pack (GOLDQPK11i) がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し て く
ださい。 HP-UX 11i Quality Pack は、 HP Support Plus Quality Pack Bundles
 (http://www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html#N0.110) から ダウ ン ロード し
て イ ン ス ト ールし て く ださい。

PA-RISC 2.0 プロセ ッ サ

最低 256 MB の RAM

300 MB の空きハードデ ィ ス ク容量

gettext がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。libiconv は、The HP-UX 
Porting and Archive Center (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/Gnu) から ダウ ン ロー
ド でき ます。

libiconv がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 libiconv は、
The HP-UX Porting and Archive Center (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/
Development/Libraries) から ダウ ン ロード でき ます。
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前提条件

( 状況によ って実行 ) NICI 2.7 および eDirectory 8.8 でサポー ト されている キーサイ ズ
は、 4,096 ビ ッ ト です。  4 KB のキーサイ ズを使用し たい場合は、 すべてのサーバを
eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする必要があ り ます。  また、 iManager や ConsoleOne
などの管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用するすべてのワーク ステーシ ョ ンに、 NICI 2.7 が
イ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

認証局 (CA) サーバを eDirectory 8.8 にア ッ プグレードする場合、 キーサイ ズは変わ
らず 2 KB にな り ます。  4 KB のキーサイ ズを作成するには、 eDirectory 8.8 サーバで
CA を も う 一度作成する必要があ り ます。  また、 CA を作成する際に、 デフ ォル ト
のキーサイ ズを 2 KB から 4 KB に変更する必要があ り ます。 

詳細については、 94 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。 

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するために Linux ホス ト を有効にし ます。 

HP-UX システムの場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

/bin/netstat -nr

ルーテ ィ ングテーブルに、 次のエン ト リ があればマルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 host_IP_address

このエン ト リ がない場合は、 Root と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を入力し てマ
ルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを有効にし ます。

route add 224.0.0.0 host_IP_address or gateway

ツ リ ー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネ ッ ト ワークサーバの時刻を同
期し ます。

時刻の同期は、 NTP ( ネ ッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd を使用し て行います。
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム と NetWare® サーバの時刻を同期す
るには、 timesync.nlm 5.09 以降を使用し て く ださい。

( 状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを イ ン ス ト ールする場合は、 製品を イ ン ス
ト ールするパーテ ィ シ ョ ン内のレプ リ カがすべて、 オンの状態になっている必要が
あ り ます。

(状況によ って実行 ) セカンダ リ サーバを既存のツ リ ーに管理者以外のユーザ と し て
イ ン ス ト ールする場合は、 次の権限を持っている こ と を確認し ます。

サーバのイ ン ス ト ール先と なる コ ンテナに対する スーパバイザ権。

サーバを追加するパーテ ィ シ ョ ンに対する スーパバイザ権。

注 : この権限は、レプリカ数が 3 未満の場合にレプリカを追加するために必要です。

すべての属性権 ： W0.KAP.Security オブジェ ク ト の読み取 り 、 比較、 および書き
込み。

エン ト リ 権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト のブラ ウズ。

すべての属性権 ： セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト の読み取 り および比較。
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ハードウェア要件

ハード ウ ェア要件は、 eDirectory の実装条件によ って異な り ます。 キ ャ ッ シュ メ モ リ の
量およびプロセ ッ サの速度の 2 つの要素が、 パフ ォーマン スの向上に関係し ます。 最
適な結果を得るためには、 でき るだけ多 く の DIB セ ッ ト をキ ャ ッ シ ュに入れる よ う に
し ます。

eDirectory はシングルプロセ ッ サ上で良好に動作し ます。 ただし、 Novell eDirectory 8.8
では、 マルチプロセ ッ サの利点を活用でき ます。 プロセ ッ サを追加する と、 ロ グ イ ン
時のパフ ォーマン スが向上するほかに、 複数のプロセ ッ サ上で複数のス レ ッ ド をア ク
テ ィ ブにでき るなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセ ッ サ集中型ではな
く 、 入出力集中型です。

次の表に、 Novell eDirectory for HP-UX の一般的なシステム要件を示し ます。

必要なプロセ ッ サは、 コ ンピ ュータで利用でき る追加サービ ス、 およびコ ンピ ュータ
が処理し ている認証と読み書きの数に応じ て、 表に示されている値よ り も増え る場合
があ り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセ ッ サが集中し て使用される こ
と があ り ます。 

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にア ッ プグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェ ク ト の整合性を保つために、 バッ ク リ ン ク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク
リ ン ク処理を行 う 必要があ り ます。

バッ ク リ ン ク では、 他のサーバ上のオブジェ ク ト への外部参照が追跡されます。 バッ
ク リ ン ク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェ ク ト が正しい位置に存
在する こ と を確認するほか、 マス タ レプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認し ま
す。 バッ ク リ ン ク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 そ
の後 780 分 (13 時間 ) ご と に実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) ま
での任意の値を設定でき ます。

eDirectory に移行し た後、 ndstrace -l>log& コマン ド を発行し て、 ndstrace 処理を開始し
ます。 この処理はバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行されます。 ndstrace のコマン ド プロ ンプ ト か
ら ndstrace -c SET DSTRACE=*B コマン ド を発行し てバッ ク リ ン ク を強制実行する こが
でき ます。 次に、 ndstrace -u コマン ド を発行し て ndstrace 処理をアン ロード し ます。
バッ ク リ ン ク処理の実行は、 レプ リ カが存在し ないサーバ上では特に重要です。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 PA-RISC 2.0 384 MB 144 MB

100 万 PA-RISC 2.0 2 GB 1.5 GB

1,000 万 PA-RISC 2.0 2 GB 以上 15 GB
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eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.7.1 または 8.7.3 を eDirectory 8.8 にア ッ プグレードするには、 次の手順を実
行し ます。

1 次のコマン ド を入力し て、 eDirectory サーバを停止し ます。

/sbin/init.d/ndsd stop

2 /etc/nds.conf フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ます。

3 swremove を使用し て、 eDirectory 8.7.x パッ ケージを削除し ます。 パッ ケージ名の詳
細については、 122 ページの 「HP-UX のパッ ケージ名仕様」 を参照し て く ださい。

4 swinstall を使用し て eDirectory 8.8 パッ ケージを イ ン ス ト ールし、 パス をエ ク スポー
ト し ます。 詳細については、 95 ページの 「eDirectory コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ー
ルする」 を参照し て く ださい。

5 バッ ク ア ッ プし た nds.conf フ ァ イルを /etc デ ィ レ ク ト リ に復元し ます。

6 eDirectory を次の とお り 設定し ます。

ndsconfig upgrade --config-file 環境設定フ ァ イルのパス

eDirectory 8.8 へのア ッ プグレード後は、 環境設定フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 および
ロ グフ ァ イルのデフ ォル ト の保存先は、 それぞれ /etc/opt/novell/eDirectory/conf、 /var/
opt/novell/eDirectory/data、 /var/opt/novell/eDirectory/log に変わ り ます。 

新しい /var/opt/novell/eDirectory/data デ ィ レ ク ト リ は、 /var/nds デ ィ レ ク ト リ へのシンボ
リ ッ ク リ ン ク を使用し ます。

古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルは、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf デ ィ レ ク ト リ に移
行されます。 /var/nds にあ る古い /etc/nds.conf 環境設定フ ァ イルおよびロ グフ ァ イルは、
参照用と し て保持されます。 

eDirectory をインストールする 
次のセ ク シ ョ ンでは、Novell eDirectory の HP-UX へのイ ン ス ト ールについて説明し ます。 

93 ページの 「サーバのヘルスチェ ッ ク」

93 ページの 「HP-UX での OpenSLP の使用」

94 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」

95 ページの 「eDirectory コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールする」

97 ページの 「非ルー ト ユーザによ る eDirectory 8.8 のイ ン ス ト ール」

99 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

102 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン スの設定」

102 ページの 「ndsconfig を使用し て、 コ ンテナ名に ド ッ ト を使用し た Tree に HP-UX
サーバを イ ン ス ト ールする」

102 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て NMAS を設定する」
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サーバのヘルスチェック

eDirectory 8.8 では、 eDirectory のア ッ プグレード またはイ ン ス ト ールの際に、 2 つの
サーバヘルスチェ ッ ク をデフ ォル ト で実行し、 サーバをア ッ プグレード し て も安全か
ど う かを確認し ます。

124 ページの 「基本的なサーバの状態」

125 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状態」

ヘルスチェ ッ クの結果に基づいて、 次のよ う にア ッ プグレード が継続または中止され
ます。 

すべてのヘルスチェ ッ クに成功する と、 ア ッ プグレード は継続されます。 

あま り 重大でないエラーの場合、 ア ッ プグレード を継続するか中止するかを問 う
メ ッ セージが表示されます。 

重大なエラーの場合、 ア ッ プグレード は中止されます。

あま り 重大でないエラーと重大なエラーの一覧については、 123 ページの 「サーバのヘ
ルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

サーバのヘルスチェックのスキップ

サーバのヘルスチェ ッ ク を スキ ッ プするには、 ndsconfig upgrade -j を使用し ます。

詳細については、 123 ページの付録 B 「サーバのヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

HP-UX での OpenSLP の使用

OpenSLP を使用し て、 ダ イナ ミ ッ ク なツ リ ーの検索ができ ます。 

コ ンピ ュータに OpenSLP がイ ン ス ト ールされていない場合は、 ス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル
/etc/hosts.nds を使用し てネ ッ ト ワーク中から ツ リ ーの場所を探すこ と ができ ます。

/etc/hosts.nds へのエン ト リ のフ ォーマ ッ ト は次の とお り です。

.TREE_NAME.< ツ リ ーをホス ト するサーバの IP ア ド レ ス >

詳細については、 hosts.nds マニュ アルページを参照し て く ださい。

OpenSLP のインストールと設定

1 HP-UX の OpenSLP は、 HP SLP-Service Location Protocol (http://www.software.hp.com/
cgi-bin/swdepot_parser.cgi/cgi/displayProductInfo.pl?productNumber=HPUXSLP) Web サ
イ ト から ダウ ン ロード し て イ ン ス ト ールし ます。

2 SLP デーモンは、 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト またはサービ スエージェ ン ト と し て機
能する よ う に設定でき ます。 どち らの場合でも、 SLP デーモンを起動する前に次の
変更を加え る必要があ り ます。

SLP デーモンをデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト (DA) に設定する場合は、SLP 環境設
定フ ァ イルの /etc/slp.conf にあ る次の行を コ メ ン ト からはずし て く ださい。

net.slp.DAAddresses = <IP address of the machine>

net.slp.isDA = true
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SLP デーモンをサービ スエージェ ン ト に設定する場合は、 SLP 環境設定フ ァ イ
ルの /etc/slp.conf にあ る次の行を コ メ ン ト からはずし て く ださい。

net.slp.isDA = false

DA をネ ッ ト ワーク内で設定する場合は、SLP デーモンを設定する と きに SLP 環
境設定フ ァ イルの /etc/slp.conf にあ る次の行を コ メ ン ト からはずし て く ださい。

net.slp.DAAddresses = <IP address of the Directory Agent in the network>

3 DA が設定されていない場合は、 システムがマルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用で
き る よ う に設定されている こ と を確認し て く ださい。

マルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを使用するためにホス ト が有効になっている こ と を確
認するには、 次のコマン ド を入力し ます。

/bin/netstat -nr

ルーテ ィ ングテーブルに、 次のエン ト リ があればマルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 <host_IP_address/gateway>

このエン ト リ がない場合は、 Root と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を入力し てマ
ルチキ ャ ス ト ルーテ ィ ングを有効にし ます。 
route add  224.0.0.0   host_IP_address/gateway

4 Solaris、 Linux、 AIX、 および HP-UX でその他の eDirectory レプ リ カを作成する場合
で、 Native SLP も イ ン ス ト ールされている場合は、 次のコマン ド を使用し て、
NDS_SLP_VERSION を 2 にエ ク スポー ト し て Open SLP を使用し ている こ と を確認
し て く ださい。

export NDS_SLP_VERSION=2

5 NDS_SLP デーモンを停止し ます。

6 SLP デーモンを起動するには、 次のコマン ド を入力し ます。

/usr/bin/slpdc start

NICI のインストール

eDirectory のイ ン ス ト ールに進む前に、 NICI を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 イ ン
ス ト ール手順は異な り ますが、 ルーと ユーザおよび非ルー ト ユーザのどち らでも NICI
を イ ン ス ト ールでき ます。

ルートユーザによる NICI のインストール

NICI を イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。 

1 次のコマン ド を入力し ます。

swinstall -s depot の絶対パス NOVLniu0

例 ：

swinstall -s /home/build/HPUX/HPUX/setup/eDirectory.depot   
NOVLniu0

2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
/var/opt/novell/nici/set_server_mode
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非ルートユーザによる NICI のインストール

非ルー ト ユーザは、 sudo ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 NICI を イ ン ス ト ールでき ます。
ルー ト ユーザは、 Sudo (superuser do) によ って、 一部のユーザにルー ト と し てい く つか
のコマン ド を実行する権限を与え る こ と ができ ます。 詳細については、 sudo Web サイ
ト  (http://www.sudo.ws) を参照し て く ださい。

警告 : sudo を使用すると、非ルートユーザに対してルートへの制限付きアクセス権を与えることが可能にな
ります。 このため、処理を続行する前にセキュリティに対する影響について考慮することをお勧めします。 

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) によ る NICI のイ ン ス ト ールを可能にするため、 ルー
ト ユーザは次の手順を実行する必要があ り ます。

1 ルー ト と し て ロ グ イ ン し ます。

2 visudo コマン ド を使用し て、 /etc/sudoers フ ァ イルを編集し ます。 
注 : コマンドの vi と sudo の間にスペースは入れません。

次の情報を持つエン ト リ を作成し ます。

ユーザ名   ホス ト 名 =(root) NOPASSWD: /bin/rpm

た と えば、 john がホス ト 名 hpux-2 上でルー ト と し て /bin/rpm を実行でき る よ う に
するには、 次のよ う に入力し ます。

john     hpux-2=(root) NOPASSWD:/bin/rpm

非ルー ト ユーザ ( た と えば、 john) は、 NICI を イ ン ス ト ールするために、 次の作業を行
う 必要があ り ます。

1 john と し て ロ グ イ ン し、 次のコマン ド を実行し ます。

sudo swinstall -s depot の絶対パス  NOVLniu0

例 ：

sudo swinstall -s /home/build/HPUX/HPUX/setup/eDirectory.depot   
NOVLniu0

2 次のス ク リ プ ト を実行し ます。 
sudo /var/opt/novell/nici/set_server_mode

NICI がサーバモード でイ ン ス ト ールされます。

eDirectory コンポーネントをインストールする

swinstall ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を HP-UX システム上
にイ ン ス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 イ ン ス ト ール対象と し て選択し た
コ ンポーネン ト に基づいて、 必要なパッ ケージが追加されます。

eDirectory パッ ケージは eDirectory.depot に含まれ、 管理ユーテ ィ リ テ ィ は eDirectory-
admutils.depot に含まれています。

eDirectory を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う に入力し ます。

swinstall -s ‘pwd‘/eDirectory.depot\*

eDirectory 管理ユーテ ィ リ テ ィ だけを イ ン ス ト ールするには、 次のよ う に入力し ます。

swinstall -s ‘pwd‘/eDirectory-admutils.depot\*

詳細については、 swinstall マニュ アルページを参照し て く だ さい。
Novell eDirectory の HP-UX へのインストールまたはアップグレード 95

http://www.sudo.ws
http://www.sudo.ws


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
イ ン ス ト ール対象と し て選択し たコ ンポーネン ト に基づいて、 該当する depot がイ ン ス
ト ールプロ グ ラ ムによ って イ ン ス ト ールされます。 次の表では、 各 eDirectory コ ンポー
ネン ト にイ ン ス ト ールされた depot の リ ス ト を示し ます。

イ ン ス ト ール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用
し ます。 ただし、 その場合はラ イセン ス フ ァ イルが /var デ ィ レ ク ト リ にコ ピーされて
いる こ と を確認する必要があ り ます。

サーバコ ンポーネン ト の一部と し て、 NMASTM (Novell Modular Authentication ServiceTM)
がイ ン ス ト ールされます。 デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ま
す。 また、 イ ン ス ト ール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ
を使用し ます。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用し て eDirectory の設定を行っ
てから実行する必要があ り ます。

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」
を参照し て く ださい。

nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 102 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て NMAS を設定する」 を参照し て く だ さい。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ eDirectory.DirectoryUserAgent
eDirectory.NDScommon
eDirectory.NDSmasv
eDirectory.NDSserv
eDirectory.NDSimonitor
eDirectory.DSRepair
eDirectory.NOVLsubag
eDirectory.NOVLsnmp
novell-npki.npkit
novell-pkiserver.pkiserver
novell-npkiapi.npkiapi
eDirectory.NOVLembox
eDirectory.NOVLlmgnt
eDirectory.NOVLstlog
eDirectory.NOVLxis
eDirectory.NLDAPsdk
eDirectory.NLDAPbase
novell-ntls.NTLS
novell-nmas.novell-nmas
eDirectory.ICE

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

管理ユーティリティ eDirectory.DirectoryUserAgent
eDirectory.NLDAPbase
eDirectory.NLDAPsdk
novell-npkiapi.npkiapi
eDirectory.NOVLxis
eDirectory.NOVLlmgnt
NOVLniu0.NICI

指定したワークステーションに、
LDAP ツール管理ユーティリティ

がインストールされます。
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イ ン ス ト ールが完了し た ら、 次の環境変数を更新し、 次のよ う にエ ク スポー ト する必
要があ り ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  
export SHLIB_PATH=/opt/novell/eDirectory/lib:/opt/novell/
eDirectory/lib/nds-modules:/opt/novell/lib:/$SHLIB_PATH

export PATH=/opt/novell/eDirectory/bin:/opt/novell/eDirectory/
sbin:$PATH

export MANPATH=/opt/novell/man:/opt/novell/eDirectory/
man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=/opt/novell/eDirectory/share/
locale:$TEXTDOMAINDIR

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ス ク リ
プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユーテ ィ リ
テ ィ を実行し ます。

/opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名と パラ メ ータ 

次の とお り 、 現在のシェル内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、 または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し ま
す。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、 直接
ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

非ルートユーザによる eDirectory 8.8 のインストール

非ルー ト ユーザは、 次の とお り tarball を使用し て eDirectory 8.8 を イ ン ス ト ールでき
ます。

前提条件

NICI がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。

NICI のイ ン ス ト ールについては、 94 ページの 「NICI のイ ン ス ト ール」 を参照し て
く ださい。

SLP および SNMP を使用する場合は、 それらがルー ト ユーザによ って イ ン ス ト ール
されている こ と を確認し ます。

eDirectory のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ に対する書き込み権。

管理者以外のユーザについては、 90 ページの 「前提条件」 セ ク シ ョ ンに示されて
いる権限を持っている こ と を確認し ます。
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eDirectory をインストールする

1 eDirectory を イ ン ス ト ールするデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。  

2 ホームデ ィ レ ク ト リ で次のコマン ド を実行し て、 tar フ ァ イルを展開し ます。

tar xvf /tar フ ァ イル名

etc、 opt、 および var デ ィ レ ク ト リ が作成されます。

3 次を実行し て、 パス をエ ク スポー ト し ます。

手動によ る環境変数のエ ク スポー ト  

export SHLIB_PATH= 任意の場所 l/opt/novell/eDirectory/lib: 任意
の場所 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules: 任意の場所 /opt/
novell/lib:/opt/novell/lib:/opt/novell/eDirectory/
lib:$SHLIB_PATH

export PATH= 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin: 任意の場所 /
opt/novell/eDirectory/sbin:/opt/novell/eDirectory/
bin:$PATH

export MANPATH= 任意の場所 /opt/novell/man: 任意の場所 /opt/
novell/eDirectory/man:$MANPATH

export TEXTDOMAINDIR=custom_location/opt/novell/
eDirectory/share/locale:$TEXTDOMAINDIR

ndspath ス ク リ プ ト を使用し た環境変数のエ ク スポー ト  

手動でパス をエ ク スポー ト し ない場合は、 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/
ndspath ス ク リ プ ト を使用でき ます。

次の とお り 、 ndspath ス ク リ プ ト をユーテ ィ リ テ ィ の前に指定し て、 ユー
テ ィ リ テ ィ を実行し ます。

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath ユーテ ィ リ テ ィ 名と パラ
メ ータ 

任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ デ ィ レ ク ト リ に移動し、 現在のシェル
内のパス をエ ク スポー ト し ます。

. 任意の場所 /opt/novell/eDirectory/bin/ndspath

注 : このコマンドを任意の場所 /opt ディレクトリから入力したことを確認してください。 

このコマン ド の入力後、 通常どお り にユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。 

プロ フ ァ イル内のス ク リ プ ト (bashrc、または同様のス ク リ プ ト ) を呼び出し
ます。 そのため、 ロ グ イ ンするか新しいシェルを開 く と きにはいつでも、
直接ユーテ ィ リ テ ィ の使用を開始でき ます。 

4 通常の方法で eDirectory を設定し ます。 

eDirectory は次の方法で設定でき ます。

次の とお り 、 ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サー
バ名 ] [-d dib のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] 
[-o http ポー ト ] -O https ポー ト ]  [-b バイ ン ドするポー ト ] [-B ポー ト 1 のイ
ン タ フ ェース , ポー ト 2 のイ ン タ フ ェース ,..] [-D 任意の場所 ] [--config-file 設
定フ ァ イル ]
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例 ：

ndsconfig new -t mary-tree -n novell -a admin.novell -S linux1 -d /
home/mary/inst1/data -b 1025 -L 1026 -l 1027 -o 1028 -O 1029 -D /home/
mary/inst1/var --config-file /home/mary/inst1/nds.conf

入力するポー ト 番号は、 1024 から 65535 の範囲にする必要があ り ます。 1024
よ り 小さいポー ト 番号は通常、 スーパーユーザおよび標準アプ リ ケーシ ョ ン用
に予約されています。 そのため、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンには、 デフ ォル
ト のポー ト 524 は使用でき ません。

これが原因で、 次のアプ リ ケーシ ョ ンで問題が発生する可能性があ り ます。

ターゲ ッ ト サーバポー ト を指定するオプシ ョ ンのないアプ リ ケーシ ョ ン。

NCP を使用し、ポー ト 524 でルー ト と し て動作する古いアプ リ ケーシ ョ ン。 

ndsmanage ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいイ ン ス タ ン ス を設定し ます。 詳
細については、 48 ページの 「ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を作成する」
を参照し て く ださい。

画面の指示に従って、 設定を完了し ます。

詳細については、 99 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory レ
プ リ カサーバを追加または削除する」 を参照し て く ださい。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 すべての引数が確認され、 管理者
の権利を持つユーザのパス ワード入力を要求するプロ ンプ ト が表示されます。 引数な
しで ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た場合は、 このユーテ ィ リ テ ィ に関する説明と
利用可能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 eDirectory レプ リ カ
サーバを削除し た り 、 eDirectory サーバの現在の設定を変更する こ と もでき ます。 詳細
については、 107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

特定の場所で eDirectory を設定するための前提条件

特定の場所に eDirectory を設定する場合は、 eDirectory の設定を行 う 前に、 その場所に
LC_ALL および LANG をエ ク スポー ト する必要があ り ます。 た と えば、 eDirectory を日
本に設定する場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

export LC_ALL=ja

export LANG=ja 

新しいツリーを作成する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig new -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d DIB のパス ] [-m モジュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー ト ] 
-O https ポー ト ] 

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 
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ツ リ ー名、 管理者 FDN およびサーバコ ンテキス ト の変数には、 使用でき る文字数に制
限があ り ます。 これらの変数に使用でき る最大文字数は次の とお り です。

ツ リ ー名 ： 32 文字

管理者 FDN ： 64 文字

サーバコ ンテキス ト ： 64 文字

コマン ド ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 指定されていない各パラ メ ー
タに値を入力する よ う 求めるプロ ンプ ト が ndsconfig によ って表示されます。

また、 次の構文も使用でき ます。

ndsconfig def -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-i] [-S サーバ名 ] 
[-d dib のパス ] [-m モジ ュール ] [e] [-L ldap ポー ト ] [-l SSL ポー ト ] [-o http ポー
ト ] -O https ポー ト ]

指定し たツ リ ー名と コ ンテキス ト の新しいツ リ ーがイ ン ス ト ールされます。 コマン ド
ラ イ ンにパラ メ ータが指定されていない場合、 ndsconfig によ って、 指定されていない
各パラ メ ータにデフ ォル ト 値が適用されます。

た と えば、 新しいツ リ ーを作成するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig add -t ツ リ ー名 -n サーバコ ンテキス ト  -a 管理者 FDN [-e] [-L ldap ポー ト ] 
[-l SSL ポー ト ] [-o http ポー ト ] -O https ポー ト ] [-S サーバ名 ] [-d dib のパス ] 
[-p IP ア ド レ ス : ポー ト ] [-m モジ ュール ] [-E]

既存のツ リ ーの指定し たコ ンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェ ク ト の追加先と し て指定し たコ ンテキス ト が存在し ない場合は、 ndsconfig によ っ
て該当する コ ンテキス ト が作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リ ーへ eDirectory を イ ン ス ト ールし た後で、 LDAP およびセキ ュ リ テ ィ サービ
ス を追加する こ と もでき ます。 

た と えば、 新しいツ リ ーをサーバに追加するには、 次のよ う にコマン ド を入力し ます。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company -s srv1

-E オプシ ョ ンを使用し て、 追加するサーバの暗号化レプ リ ケーシ ョ ンを有効にでき ま
す。 詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/
documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用し ます。

ndsconfig rm -a 管理者 FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

た と えば、 eDirectory サーバオブジェ ク ト とデ ィ レ ク ト リ サービ ス をツ リ ーから削除す
るには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company
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ndsconfig ユーティリティのパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメー

タが指定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を
入力するよう求めるプロンプトがndsconfigによって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメー

タが指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていな

い各パラメータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除し
ます。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存
在しても無視します。通常、このオプションの使用はお勧めでき
ません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名はホスト名です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていな
い場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファ

イル内の n4u.base.tree-name パラメータに指定されているツリー

名を使用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパ
ラメータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/opt/novell/
eDirectory/conf/nds.conf ファイル内の n4u.nds.server-context パラ

メータに指定されているコンテキストを使用します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキスト
に対するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p ツリーを格納するサーバの IP アドレスおよびポート番号を指定し

て、既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。 

このオプションを使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用され

ません。-p は -b ポート番号オプションと共に使用します。 

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをイン
ストールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。

DS モジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、
LDAP、SAS、HTTP、SNMP サービス、および SecretStore (ss) を
追加できます。モジュール名が指定されていない場合、デフォルト
で、すべてのモジュールがインストールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。
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ndsconfig の使用による eDirectory 8.8 の複数インスタンスの設定

単一のホス ト 上で eDirectory 8.8 の複数イ ン ス タ ン ス を設定でき ます。 複数イ ン ス タ ン
スについては、 Linux の章の 47 ページの 「ndsconfig の使用によ る eDirectory 8.8 の複数
イ ン ス タ ン スの設定」 を参照し て く だ さい。 

ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用した Tree に HP-UX サーバをイン
ストールする

ndsconfig を使用し て、 名前に ド ッ ト を使用し たコ ンテナ (novell.com など ) を含む
eDirectory ツ リ ーに HP-UX サーバを イ ン ス ト ールでき ます。

ndsconfig はコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ のため、名前に ド ッ ト を含むコ ンテナを使用
する と それらの ド ッ ト をエスケープする よ う に要求され、 これらのコ ンテキス ト を含む
パラ メ ータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 た と えば、 O の名前に 「O=novell.com」
を使用し ている HP-UX サーバに新しい eDirectory のツ リ ーを イ ン ス ト ールするには、次
のコマン ド を使用し ます。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コ ンテキス ト およびサーバコ ンテキス ト パラ メ ータ を二重引用符で囲み、
novell.com の ド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「\」 ) を使用し てエスケープし ます。

こ のフォ ーマッ ト は、 既存のツリ ーにサーバをイ ンス ト ールする 場合にも 使用でき ま す。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、
ドットを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.8 のデフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 Linux、
Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでは、 nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
NMAS を設定する こ と もでき ます。

Ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用する もので、 ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス
ト ールは行いません。 これらのロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 nmasinst を
使用でき ます。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

-E 追加するサーバに対して暗号化レプリケーションを有効にします。

暗号化レプリケーションの詳細については、『Novell eDirectory 8.8 
管理ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html)
を参照してください。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。

パラメータリストが指定されていない場合は、ndsconfig はすべて

の eDirectory 環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要
があります。ツリーに対するスーパバイザ権も必要です。

72 ページの 「NMAS を設定する」

72 ページの 「ロ グ イ ン メ ソ ッ ド のイ ン ス ト ール」

NMAS を設定する

デフ ォル ト では、 ndsconfig を使用し て NMAS を設定し ます。 nmasinst を同じ目的で使
用する こ と もでき ます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェ ク ト を作成するには、 サーバコ ン ソー
ルのコマン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し ます。

nmasinst -i admin.context tree_name

パス ワード を要求するプロ ンプ ト が nmasinst に表示されます。 

このコマン ド では NMAS に必要なセキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ ク ト が作成さ
れ、 eDirectory 内の LDAP サーバオブジェ ク ト の NMAS に対する LDAP 拡張がイ ン ス
ト ールされます。

ツ リ ー内で最初の NMAS のイ ン ス ト ールの場合、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内にオブジェ
ク ト を作成でき る十分な権利を持ったユーザがイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 た
だし、 それ以降のイ ン ス ト ールは、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナに対し て読み込み専用の権
利のみを持つコ ンテナ管理者も実行でき ます。 nmasinst では、 NMAS オブジェ ク ト の
作成を実行する前に、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に NMAS オブジェ ク ト が存在するかど
う かを確認し ます。

nmasinst ではスキーマを拡張でき ません。 NMAS スキーマは eDirectory のベース スキー
マの一部と し て イ ン ス ト ールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用し て ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールするには、 サーバコ ン ソールのコ
マン ド ラ イ ンで次のコマン ド を入力し て く だ さい。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path

最後のパラ メ ータで、 イ ン ス ト ールする ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の config.txt フ ァ イルを指定
し ます。 config.txt フ ァ イルは各ロ グ イ ン メ ソ ッ ド に付属し て提供されます。

-addmethod コマン ド の一例を次に示し ます。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ロ グ イ ン メ ソ ッ ド がすでに存在する場合は、 nmasinst によ って更新されます。 

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide (Novell 
Modular Authentication Service 管理ガイ ド )』 の 「Managing Login and Post-Login Methods 
and Sequences」 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/admin/data/a53vj9a.html)
を参照し て く ださい。
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7 DIB の移動

Novell® eDirectoryTM を イ ン ス ト ールし て設定し た後、 DIB の移動が必要な場合は、 DIB
を移動でき ます。 DIB の移動が必要と なる理由はさ まざまです。 た と えば、 ツ リ ー内の
オブジェ ク ト 数の増加が予想されるが、 DIB があ る現在のフ ァ イルシステムに十分な
容量がない場合などが挙げられます。

Linux、UNIX の場合

DIB を移動するには、 次の手順を実行し ます。 

1 サーバステータ ス を次のよ う にチェ ッ ク し ます。

ndscheck

2 次のよ う にし て、 ndsmanag を使用し て eDirectory サービ ス を停止し ます。

2a コマン ド プロ ンプ ト で、 「ndsmanage」 と入力し ます。

2b 停止する イ ン ス タ ン ス を選択し ます。

メ ニューが拡張し、 特定のイ ン ス タ ン スに対し て実行可能なオプシ ョ ンが表示
されます。

2c イ ン ス タ ン ス を停止するには、 「k」 と入力し ます。

3 次のコマン ド を使用し て、 DIB の現在位置を取得し ます。

ndsconfig get n4u.nds.dibdir

注 : eDirectory 8.8 では、DIB はデフォルトで /var/opt/novell/eDirectory/data/dib にあります。

eDirectory 8.8 より古いサーバでは、/var/nds/dib にあります。

4 次の とお り 、 DIB を新しい場所にコ ピーし ます。

cp -rp DIB の現在のパス DIB の新しいパス

例 ： DIB を /home/nds/dib にコ ピーするには、 次のよ う に入力し ます。

cp -rp /var/opt/novell/eDirectory/data/dib/* /home/nds/dib/ 

5 イ ン ス タ ン ス固有の nds.conf 環境設定フ ァ イルを編集し て、 次のよ う に
n4u.nds.dibdir のパラ メ ータ値を変更し ます。

n4u.nds.dibdir=DIB の新しいパス

た と えば、 DIB のパス を /var/nds/dib から /home/nds/dib に変更する場合は、 次のよ
う に入力し ます。

n4u.nds.dibdir=/home/nds/dib
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6 次の とお り 、 eDirectory サービ ス を開始し ます。 

6a コマン ド プロ ンプ ト で、 「ndsmanage」 と入力し ます。

6b 開始する イ ン ス タ ン ス を選択し ます。

メ ニューが拡張し、 特定のイ ン ス タ ン スに対し て実行可能なオプシ ョ ンが表示
されます。

6c イ ン ス タ ン ス を開始するには、 「s」 と入力し ます。

7 サーバステータ ス を次のよ う にチェ ッ ク し ます。

ndscheck

NetWare、Windows の場合

DIB の移動は現在サポー ト されていません。 ただし、 Windows では eDirectory を イ ン ス
ト ールする際に、 DIB を任意の場所に配置する こ と ができ ます。 
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8 Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムで
の Novell eDirectory の設定

Novell® eDirectoryTM には、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システム上のさ まざま
な eDirectory コ ンポーネン ト の環境設定を簡易化する環境設定ユーテ ィ リ テ ィ が含まれ
ています。 次のセ ク シ ョ ンでは、 eDirectory 環境設定コ ンポーネン ト の機能および使用
法について説明し ます。

107 ページの 「環境設定ユーテ ィ リ テ ィ 」

108 ページの 「環境設定パラ メ ータ」

環境設定ユーティリティ 
このセ ク シ ョ ンでは、 次の eDirectory 環境設定ユーテ ィ リ テ ィ の使用法について説明し
ます。

107 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ 」

108 ページの 「ldapconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 LDAP サーバオブジェ ク ト お
よび LDAP グループオブジェ ク ト を設定する」

108 ページの 「nmasinst ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 Novell Modular Authentication 
Service を設定する」

ndsconfig ユーティリティ

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory を設定でき ます。 このユーテ ィ リ テ ィ
は、 既存のツ リ ーに eDirectory レプ リ カサーバを追加する と きや新しいツ リ ーを作成す
る と きにも使用でき ます。 詳細については、 43 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て、 eDirectory レプ リ カサーバを追加または削除する」 を参照し て く だ さい。

注 : NCPTM サーバに、ネットワーク内で固有の名前が付けられていることを確認してください。

イ ン ス ト ールされている コ ンポーネン ト の現在の設定を変更するには、 次の構文を使
用し ます。

ndsconfig {set value_list | get [parameter_list] | get help [parameter_list]}

ndsconfig のパラ メ ータの説明については、 45 ページの 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ パラ
メ ータ」 を参照し て く ださい。 
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ldapconfig ユーティリティを使用して、LDAP サーバオブジェクトおよび LDAP グ
ループオブジェクトを設定する

Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システム上で LADP サーバオブジェク トおよび
LDAP グループオブジェク トの属性を変更、 表示、 およびリ フレッシュする と きには、
LDAP 環境設定ユティ リ ティ ldapconfig を使用できます。 

詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』 の 「Linux および UNIX の
ldapconfig を使用する」 を参照してください。

nmasinst ユーティリティを使用して、Novell Modular Authentication Service を設
定する

eDirectory 8.8 のデフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでは、 nmasinst ユーティ リ ティ を使用して、
NMAS を設定するこ と もできます。

Ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。 詳細については、 55 ページの 「nmasinst ユーティ リ ティを使用して
NMAS を設定する」 を参照してください。

環境設定パラメータ

eDirectory 環境設定パラ メータは nds.conf ファ イルに格納されています。 

環境設定パラ メータを変更した場合、 新しい値を有効にするには ndsd を再起動する必
要があ り ます。 ndsd の再起動には、 ndsmangae を使用するこ とをお勧めします。

ただし、 環境設定パラ メータによっては ndsd を再起動する必要がない場合があ り ま
す。 再起動の必要のないパラ メータは次のとおりです。 

n4u.nds.inactivity-synchronization-interval

n4u.nds.synchronization-restrictions

n4u.nds.janitor-interval

n4u.nds.backlink-interval

n4u.nds.drl-interval

n4u.nds.flatcleaning-interval

n4u.nds.server-state-up-threshold

n4u.nds.heartbeat-schema

n4u.nds.heartbeat-data
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次の表では、 すべての環境設定パラ メ ータの説明を示し ます。 

パラメータ 説明

n4u.nds.preferred-server eDirectory を格納するコンピュータのホスト名です。 

デフォルト値は NULL です。

n4u.base.tree-name Account Management が使用するツリー名です。この

必須パラメータは、Account Management のインス

トーラによって設定されます。管理者は、このパラ
メータを設定または変更することはできません。

n4u.base.dclient.use-udp ディレクトリユーザエージェントは、eDirectory サー

バとの通信で、TCP の他に UDP も使用できます。こ

のパラメータにより、UDP トランスポートが可能に

なります。

デフォルト値は 0 です。

値の範囲は 0 または 1 です。

n4u.base.slp.max-wait SLP (Service Location Protocol) API 呼び出しのタイム

アウトです。

デフォルト値は 30 です。

値の範囲は 3 ～ 100 です。

n4u.nds.advertise-life-time 指定の時間が過ぎると、eDirectory はディレクトリ

エージェントに再び自己登録します。

デフォルト値は 3,600 です。

値の範囲は 1 ～ 65,535 です。

n4u.server.signature-level これにより、拡張セキュリティサポートのレベルが決
まります。この値を増やすとセキュリティは強化され
ますが、パフォーマンスは低下します。

デフォルト値は 1 です。

値の範囲は 0 ～ 3 です。

n4u.nds.dibdir eDirectory ディレクトリ情報データベースです。 

Default=/var/opt/novell/eDirectory/data

このパラメータはインストール時に設定されます。後
から変更することはできません。

n4u.nds.server-guid eDirectory サーバ全体で固有の識別子です。

デフォルト値は NULL です。

n4u.nds.server-name eDirectory サーバの名前です。

デフォルト値は NULL です。

n4u.nds.bindery-context バインダリコンテキストの文字列です。

デフォルト値は NULL です。
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n4u.nds.server-context eDirectory サーバの追加先コンテキストです。このパ

ラメータを設定または変更することはできません。

n4u.nds.external-reference-life-span 使用されていない外部参照を削除するまでの時間数
です。

デフォルト値は 192 です。

値の範囲は 1 ～ 384 です。

n4u.nds.inactivity-synchronization-interval レプリカの完全同期の実行後、サーバ上の eDirectory
に格納されている情報が 初に変更されてから次にレ
プリカの完全同期を実行するまでの時間間隔 ( 分 )
です。

デフォルト値は 60 です。

値の範囲は 2 ～ 1,440 です。

n4u.nds.synchronization-restrictions 値を Off に設定すると、eDirectory の任意のバージョ

ンと同期できます。値を On に設定すると、同期する

バージョン番号がパラメータで指定した値
(ON,420,421 など ) に制限されます。

デフォルト値は Off です。

n4u.nds.janitor-interval eDirectory janitor 処理の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 2 です。

値の範囲は 1 ～ 10,080 です。

n4u.nds.backlink-interval eDirectory バックリンクの整合性チェックの実行間隔

( 分 ) です。

デフォルト値は 780 です。

値の範囲は 2 ～ 10,080 です。

n4u.nds.flatcleaning-interval flatcleaner 処理によるデータベースからのエントリの

自動パージおよび削除の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 720 です。

値の範囲は 1 ～ 720 です。

n4u.nds.server-state-up-threshold サーバの状態の UP しきい値 ( 分 ) です。このしきい

値に達すると、eDirectory はサーバの状態をチェック

し、その後 -625 エラーを戻します。

デフォルト値は 30 です。

値の範囲は 1 ～ 720 です。

n4u.nds.heartbeat-schema Heartbeat ベーススキーマの同期間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 240 です。

値の範囲は 2 ～ 1,440 です。

n4u.nds.heartbeat-data Heartbeat 同期間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 60 です。

値の範囲は 2 ～ 1,440 です。

パラメータ 説明
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n4u.nds.drl-interval eDirectory 分散リファレンスリンクの整合性チェック

の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 780 です。

値の範囲は 2 ～ 10,080 です。

n4u.server.tcp-port n4u.server.interfaces パラメータでポート番号が指定さ

れなかった場合に使用されるデフォルトポートです。

n4u.server.max-interfaces このパラメータは、eDirectory が使用するインタ

フェースの 大数を指定します。有効な値の範囲は
1 ～ 2,048 です。

デフォルト値は 128 です。

n4u.server.max-openfiles このパラメータは、eDirectory が使用できるファイル

記述子の 大数を指定します。 

デフォルト値は、管理者によって設定される 大値
です。

n4u.ldap.lburp.transize    1 つの LBURP パケットで Novell インポート / エクス

ポートクライアントから LDAP サーバに送られるレ

コード数です。トランザクションのサイズを増やして、
1 つの要求で確実に複数の追加操作が実行できます。

デフォルト値は 25 です。

値の範囲は 1 ～ 250 です。

n4u.server.sid-caching SSL セッション ID の変更を有効にします。SSL の

セッション ID のキャッシュの詳細については、『SSL 
v3.0 RFC』を参照してください。

n4u.server.max-threads eDirectory サーバが開始するスレッドの 大数です。

この数は、eDirectory サーバ内で同時に実行できる同

時並行操作の 大数です。

デフォルト値は 64 です。

値の範囲は 32 ～ 512 です。

n4u.server.idle-threads eDirectory サーバで許可されるアイドル状態のスレッ

ドの 大数です。

デフォルト値は 8 です。

値の範囲は 1 ～ 128 です。

n4u.nds.dofsync このパラメータを 0 に設定すると、大規模なデータ

ベースでアップデートのパフォーマンスが大幅に上が
ります。しかし、システムがクラッシュした場合には
データベースが破損する危険があります。

n4u.server.configdir eDirectory 環境設定ファイルがここに配置されます。 

デフォルト =/etc/opt/novell/eDirectory/conf

パラメータ 説明
Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでの Novell eDirectory の設定 111



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
n4u.server.vardir eDirectory およびユーティリティのログファイルがこ

こに配置されます。 

デフォルト =/var/opt/novell/

n4u.server.libdir eDirectory の特定のライブラリがこの nds-modules
ディレクトリに配置されます。 

デフォルト =/opt/novell/eDirectory/lib

n4u.server.start-threads 初に開始されるスレッドの数です。 

デフォルト値は 8 です。

n4u.server.log-levels このパラメータは、サーバ側のメッセージのエラーロ
グを設定するときに使用すると便利です。メッセージ
ログのレベルは LogFatal、LogWarn、LogErr、
LogInfo、LogDbg のいずれかに設定されます。

n4u.server.log-file このパラメータは、メッセージを書き込むログファイ
ルの場所を指定します。デフォルトでは、ndsd.log
ファイルにメッセージが記録されます。 

http.server.interfaces HTTP サーバが使用する必要のあるインタフェースの

コンマ区切りのリストです。

https.server.interfaces HTTPS が使用する必要のあるインタフェースのコン

マ区切りのリストです。

http.server.request-io-buffer-size IO バッファサイズのデフォルトです。

http.server.request_timeout-seconds サーバ要求のタイムアウトです。

http.server.keep-timeout-seconds 同じ接続上にある同じクライアントから次の要求を待
つ秒数です。

http.server.threads-per-processor プロセッサごとの HTTP スレッドプールのサイズです。

http.server.session-exp-seconds セッションの有効期間 ( 秒 ) です。

http.server.sadmin-passwd セッション管理者のパスワードです。

http.server.module-base HTTP サーバの Web ルートです。

https.server.cached-cert-dn 認証 DN をキャッシュした HTTPS サーバです。

https.server.cached-server-dn DN をキャッシュした HTTPS サーバです。

http.server.trace-level HTTP サーバの診断追跡レベルです。

http.server.auth-req-tls HTTP サーバ認証が TLS を要求します。

http.server.clear-port HTTP プロトコルのサーバポートです。

http.server.tls-port HTTPS プロトコルのサーバポートです。

パラメータ 説明
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9 iManager プラグインのインストール

Novell® iManagerTM はブラ ウザベースのツールで、 eDirectoryTM オブジェ ク ト を運用、 管
理、 設定するために使用し ます。 iManager を使用する と、 ユーザに特定のタ ス クや責
任を割 り 当てた り 、 それらのタ ス ク を実行するために必要なツールおよびそれに伴 う
権利だけを付与し た り する こ と ができ ます。

iManager のイ ン ス ト ールの詳細については、 『iManager 2.5 イ ン ス ト ールガイ ド』 (http://
www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を参照し て く ださい。 

iManager を使用し て、 iManager にロード されたプラ グ イ ンに基づいた管理機能を実行
でき ます。 

iManager 2.5 でイ ン ス ト ールされるのは、 次の eDirectory プラ グ イ ンです。

eDirectory Backup and Restore

eDirectory Merge

eDirectory Repair

イ ンポー ト 変換エ ク スポー ト ウ ィ ザード

イ ンデッ ク ス管理

LDAP

ユニバーサルパス ワード

フ ィ ルタ処理済レプ リ カ環境設定ウ ィ ザード

SNMP

上記の既存のプラ グ イ ンをア ッ プグレード し て、 次の新しいプラ グ イ ンを イ ン ス ト ー
ルする必要があ り ます。

優先度同期

暗号化属性

暗号化レプ リ ケーシ ョ ン

iManager プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。

1 eDirectory 展開パス /iManager_Plugins/ デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

このデ ィ レ ク ト リ には、 eDir_88_Plugins.npm フ ァ イルが含まれています。 この
NPM フ ァ イルには、 前述の eDirectory iManager プラ グ イ ンが含まれています。

2 『iManager 2.5 イ ン ス ト ールガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/
imanager_install_25/data/bnpta1r.html) に記載されている指示に従って、 NPM を イ ン
ス ト ールし ます。 
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10 Novell eDirectory をアンインストールする

この章では、 次の情報について説明し ます。

115 ページの 「NetWare 上の eDirectory のアン イ ン ス ト ール」

116 ページの 「Windows 上の eDirectory をアン イ ン ス ト ールする」

116 ページの 「Linux、 Solaris、 または AIX での eDirectory のアン イ ン ス ト ール」

NetWare 上の eDirectory のアンインストール

必要に応じ て、 NetWare® サーバから eDirectoryTM を削除でき ます。

重要 : NetWare サーバから eDirectory を削除すると、NetWare ボリュームおよびファイルシステムはアク
セス不能になります。

eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも削除さ
れます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する前に
ロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細については、

『Novell eDirectory 8.8 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

1 サーバコ ン ソールで、 NWCONFIG を実行し ます。

2 ［デ ィ レ ク ト リ オプシ ョ ン］ > ［このサーバからのデ ィ レ ク ト リ サービ スの削除］
の順に ク リ ッ ク し ます。 

3 表示される指示に従います。

eDirectory の再インストール

eDirectory のアン イ ン ス ト ールに NWCONFIG を使用し た場合は、 次の手順に従って
eDirectory を再イ ン ス ト ールし て く ださい。

1 sys:\system\schema\schema.cfg フ ァ イルを編集し て、 次のエン ト リ を コ メ ン ト から
はずし ます。

ndps100.sch

ndps200.sch

ndps201.sch

2 NetWare コ ン ソールから、 NWCONFIG を実行し ます。

3 ［プロ ダ ク ト オプシ ョ ン］ > ［ リ ス ト にはないプロダ ク ト のイ ン ス ト ール］ の順に
選択し ます。

4 Novell eDirectory 8.8 のイ ンス ト ールパッ ケージが格納さ れている 場所を指定し ま す。 

詳細については、 15 ページの 「Novell eDirectory 8.8 の NetWare へのイ ン ス ト ール
またはア ッ プグレード」 を参照し て く ださい。
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Windows 上の eDirectory をアンインストールする

Windows の ［コ ン ト ロールパネル］ を使用し て、 Windows サーバから eDirectory、
ConsoleOne、 SLP DA、 および NICI を削除し ます。

重要 : eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも
削除されます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する
前にロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細について
は、『Novell eDirectory 8.8 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

116 ページの 「eDirectory、 ConsoleOne、 および SLP DA をアン イ ン ス ト ールする」

116 ページの 「NICI のアン イ ン ス ト ール」

eDirectory、ConsoleOne、および SLP DA をアンインストールする

1 eDirectory がイ ン ス ト ールされている Windows サーバで、 ［ス ター ト ］ > ［設定］ >
［コ ン ト ロールパネル］ の ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ の順に選択し ます。

2 リ ス ト から eDirectory、ConsoleOne、または SLP のデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト を選択
し、 ［追加と削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンの削除を確認する メ ッ セージが表示された ら、 ［はい］
を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ス ト ールウ ィ ザード によ って、該当するプロ グ ラ ムがサーバから削除されます。

NICI のアンインストール

1 eDirectory がイ ン ス ト ールされている Windows サーバで、 ［ス ター ト ］ > ［設定］ >
［コ ン ト ロールパネル］ の ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ の順に選択し ます。

2 リ ス ト から NICI を選択し て、 ［追加と削除］ を ク リ ッ ク し ます。

3 NICI の削除を確認する メ ッ セージが表示された ら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ス ト ールウ ィ ザード によ って、 サーバから NICI が削除されます。

NICI のアン イ ン ス ト ール後に、 NICI をシステムから完全に削除する場合は、
C:\winnt\system32\novell\nici サブデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 これら を削除するには、
い く つかのフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ の所有権を持っている必要があ る場合があ り
ます。

警告 : NICI サブディレクトリの削除後は、以前に NICI で暗号かされたすべてのデータまたは情報が失われ
ます。

Linux、Solaris、または AIX での eDirectory のアンインストール

nds-uninstall ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 Linux、 Solaris、 または AIX システムから
eDirectory コ ンポーネン ト をアン イ ン ス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ はローカル
ホス ト から eDirectory をアン イ ン ス ト ールし ます。 
重要 : eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも
削除されます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する
前にロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細について
は、『Novell eDirectory 8.8 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。
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1 nds-uninstall コマン ド を実行し ます。

 イ ン ス ト ールされている コ ンポーネン ト が表示されます。

2 アン イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト を選択し ます。

次の構文を使用し ます。

nds-uninstall -c コ ンポーネン ト 1 [[-c コ ンポーネン ト 2]...][-h]

コマン ド ラ イ ンに必要なパラ メ ータ を入力し ていない場合、 nds-install ユーテ ィ リ
テ ィ によ って、 パラ メ ータ を要求するプロ ンプ ト が表示されます。

注 : nds-uninstall の実行を試みる前に、eDirectory がインストールされているコンピュータのサーバの設定
が解除されていることを確認してください。

た と えば、 Novell eDirectory Server パッ ケージをアン イ ン ス ト ールするには、 次のコマ
ン ド を入力し ます。

nds-uninstall -c server

nds-uninstall では、 次のパッ ケージはアン イ ン ス ト ールされません。

HP-UX 上の eDirectory のアンインストール

swremove ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory コ ンポーネン ト を HP-UX システム上
から アン イ ン ス ト ールし ます。 
重要 : eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも
削除されます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する
前にロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細について
は、『Novell eDirectory 8.8 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

詳細については、 swremove マニュ アルページを参照し て く ださい。

パラメータ 説明

-h ヘルプを表示します。

-c アンインストールするコンポーネントを指定します。-c オプショ

ンを複数指定すると、複数のコンポーネントをアンインストール
できます。

パッケージ 削除されない理由

NICI パッケージ NICI は次のいずれかで使用されている可能性があります。

その他の製品 

任意の場所にインストールされた eDirectory 

非ルートユーザによってインストールされた eDirectory

NOVLsubag NOVLsubag は次のいずれかで使用されている可能性があります。

任意の場所にインストールされた eDirectory 

非ルートユーザによってインストールされた eDirectory
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A Linux、Solaris、AIX、および HP-UX 用 Novell 
eDirectory パッケージ 

Novell® eDirectoryTM には、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX パッ ケージシステムが
付属し ています。 これらのパッ ケージシステムは、 さ まざまな eDirectory コ ンポーネン
ト のイ ン ス ト ール と アン イ ン ス ト ールを簡易化する ツールセ ッ ト です。 パッ ケージに
は、 特定の eDirectory コ ンポーネン ト の構築に必要な条件を示し た Makefile が含まれ
ています。 また、 それぞれの OS に対応し て イ ン ス ト ールされる標準の Linux、 Solaris、
AIX または HP-UX ツールを使用する環境設定フ ァ イル、 ユーテ ィ リ テ ィ 、 ラ イブラ
リ 、 デーモン、 およびマニュ アルページ も含まれています。

次の表では、 Novell eDirectory に付属する Linux、 Solaris、 AIX および HP-UX パッ ケー
ジについて説明し ています。

注 : Linux では、すべてのパッケージの先頭に novell-が付けられています。たとえば、NDSserv の名
前は novell-NDSserv になっています。

パッケージ 説明

NOVLice Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティが含まれ、

NOVLlmgnt、NOVLxis、および NLDAPbase に依存します。 

NDSbase ディレクトリユーザエージェントを表します。このパッケージ
は NICI パッケージに依存しています。

NDSbase パッケージには、次のものが含まれています。

eDirectoryに必要なRSA認証を格納する認証ツールボックス

プラットフォーム独立システム抽象ライブラリ、すべての

定義済みディレクトリユーザエージェント機能を格納する
ライブラリ、およびスキーマ拡張ライブラリ

統合設定ユーティリティおよびディレクトリユーザエー

ジェントテストユーティリティ

eDirectory 環境設定ファイルおよびマニュアルページ

NDScommon eDirectory 環境設定ファイルのマニュアルページと、インス

トールおよびアンインストールユーティリティが含まれていま
す。このパッケージは NDSbase パッケージに依存しています。

NDSmasv 必須アクセスコントロールサービス (MASV) に必要なライブラ

リが含まれています。 
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NDSserv eDirectory サーバが必要とするすべてのバイナリとライブラリ

が含まれています。また、システム上の eDirectory サーバを管

理するユーティリティも含まれています。このパッケージは、
NDSbase、NDScommon、NDSmasv、NLDAPsdk、
NOVLpkia、および NOVLpkit パッケージに依存しています。

NDSserv パッケージには、次のものが含まれています。

NDS インストールライブラリ、FLAIM ライブラリ、トレー

スライブラリ、NDS ライブラリ、LDAP サーバライブラリ、

LDAP インストールライブラリ、インデックスエディタライ

ブラリ、DNS ライブラリ、マージライブラリ、および

LDAP SDK 用 LDAP 拡張ライブラリ

eDirectory サーバデーモン

DNS 用バイナリ、および LDAP のロード / アンロード用バイ

ナリ

MAC アドレスの作成に必要なユーティリティ、サーバの追

跡およびサーバの一部のグローバル変数の変更用ユーティ
リティ、eDirectory のバックアップと復元用ユーティリ

ティ、および eDirectory ツリーのマージユーティリティ

DNS、NDSD、および NLDAP の起動スクリプト

マニュアルページ

NDSimon eDirectory サービスからのデータの検索および取得に使用され

る、ランタイムライブラリおよびユーティリティが含まれてい
ます。このパッケージはNDSbaseパッケージに依存しています。

NDSrepair eDirectory データベースの問題を修正する、ランタイムライブ

ラリおよびユーティリティが含まれています。このパッケージ
は NDSbase パッケージに依存しています。

NLDAPbase LDAP ライブラリ、LDAP ライブラリの拡張、および次の

LDAP ツールが含まれています。

ldapdelete

ldapmodify

ldapmodrdn

ldapsearch

このパッケージは NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLnmas NMAS サーバが必要とする、すべての NMAS ライブラリと

nmasinst バイナリが含まれています。このパッケージは NICI
および NDSmasv パッケージに依存しています。

NLDAPsdk LDAP ランタイムの Novell 拡張およびセキュリティライブラリ

( クライアント NICI) が含まれています。 

パッケージ 説明
120   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
NOVLsubag eDirectory SNMP サブエージェント用のランタイムライブラリ

およびユーティリティが含まれています。このパッケージは
NICI、NDSbase、および NLDAPbase パッケージに依存してい

ます。

NOVLpkit eDirectory を必要としない PKI サービスを提供します。この

パッケージは NICI および NLDAPsdk パッケージに依存してい

ます。

NOVLpkis PKI サーバサービスを提供します。このパッケージは NICI、
NDSbase、および NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLsnmp SNMP 用のランタイムライブラリおよびユーティリティです。

このパッケージは NICI パッケージに依存しています。

NDSdexvnt Novell eDirectory から他のデータベースに生成されたイベント

を管理するライブラリが含まれています。 

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NOVLpkia PKI サービスを提供します。このパッケージは NICI、
NDSbase、および NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLembox eMBox インフラストラクチャおよび eMTool を提供します。

NOVLlmgnt Novell Language Management 用のランタイムライブラリが含

まれています。 

NOVLstlog Novell ステータスロガーが含まれています。

NOVLxis Novell XIS 用のランタイムライブラリが含まれています。

NOVLsas Novell SAS ライブラリが含まれています。

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NOVLntls Novell TLS ライブラリが含まれています。

このパッケージは次のように識別されます。

NOVLntls on Solaris、AIX、および HP-UX

ntls on Linux

パッケージ 説明
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HP-UX のパッケージ名仕様

eDirectory 8.8 では、 パッケージ名は、 製品名 . ファ イルセッ トの形式です。

その他の UNIX プラットフォームの

パッケージ名

eDirectory 8.7.1 および 8.7.3 での

パッケージ名

eDirectory 8.8 でのパッケージ名

NOVLice NOVLice.ICE eDirectory.ICE

NDSbase NDSbase.DirectoryUserAgent eDirectory.DirectoryUserAgent

NDScommon NDScommon.NDScommon eDirectory.NDScommon

NDSmasv NDSmasv.NDSmasv eDirectory.NDSmasv

NDSserv NDSserv.DirectoryUserAgent eDirectory.NDSserv

NDSimon NDSimon.NDSimonitor eDirectory.NDSimonitor

NDSrepair NDSrepair.DSrepair eDirectory.DSRepair

NLDAPbase NLDAPbase.NLDAPbase eDirectory.NLDAPbase

NOVLnmas NOVLnmas.NOVLnmas novell-nmas.novell-nmas

NLDAPsdk NLDAPsdk.NLDAPsdk eDirectory.NLDAPsdk

NOVLsubag NOVLsubag.NOVLsubag eDirectory.NOVLsubag

NOVLpkit NOVLpkis.NPKIT novell-npki.npkit

NOVLpkis NOVLpkis.PKIS novell-pkiserver.pkiserver

NOVLsnmp NOVLsnmp.NOVLsnmp eDirectory.NOVLsnmp

NOVLpkia NOVLpkia.NPKIAPI novell-npkiapi.npkiapi

NOVLembox NOVLembox.NOVLembox eDirectory.NOVLembox

NOVLlmgnt NOVLlmgnt.NOVLlmgnt eDirectory.NOVLlmgnt

NOVLstlog NOVLstlog.NOVLstlog eDirectory.NOVLstlog

NOVLxis NOVLxis.NOVLxis eDirectory.NOVLxis

NOVLntls NOVLntls.NTLS novell-ntls.NTLS
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B サーバのヘルスチェック

Novell® eDirectoryTM 8.8 で用意されている診断ツールを使用し て、 サーバが安全な状態
であ るかど う かを判断でき ます。 このツールの主な用途は、 ア ッ プグレード前にサー
バの状態をチェ ッ クする こ と です。

サーバのヘルスチェ ッ クは、 どのア ッ プグレード でもデフ ォル ト で実行され、 パッ ケー
ジが実際にア ッ プグ レー ド さ れ る 前に行われ ます。 ただ し、 いつで も 診断ツールの
ndscheck (NetWare では dscheck) を実行し て、 ヘルスチェ ッ ク を行 う こ と ができ ます。

ヘルスチェックの必要性

eDirectory の以前の リ リ ースでは、 ア ッ プグレード を進める前にサーバの状態はチェ ッ
ク されませんでし た。 状態が不安定な場合は、 ア ッ プグレード処理に失敗し、
eDirectory は不整合な状態にな り ま し た。 場合によ っては、 ア ッ プグレード前の設定に
戻すこ と ができない場合も あ り ます。

新しいヘルスチェ ッ ク ツールによ って この問題が解決され、 サーバをア ッ プグレード
する準備を確実に整え る こ と ができ ます。 

ヘルスチェックを実行する

サーバのヘルスチェ ッ クは次の 2 種類の方法で実行でき ます。

注 : ヘルスチェックユーティリティを実行するには、管理者の権利を持っている必要があります。

123 ページの 「ア ッ プグレード と同時に実行」

124 ページの 「ス タ ン ド ア ロ ンユーテ ィ リ テ ィ と し て実行」

アップグレードと同時に実行

eDirectory をア ッ プグレードする と きは常に、 デフ ォル ト でヘルスチェ ッ クが実行され
ます。

Linux、UNIX の場合

ア ッ プグレード時には常にデフ ォル ト で、 実際のア ッ プグレード処理が開始される前
にヘルスチェ ッ クが実行されます。

デフ ォル ト のヘルスチェ ッ ク を省略するため、 nds-install で 「-j」 オプシ ョ ンを使用す
る こ と ができ ます。

NetWare、Windows の場合

サーバのヘルスチェ ッ クは、 イ ン ス ト ールウ ィ ザード の一部と し て行われます。 ヘル
スチェ ッ クは、 プロ ンプ ト が表示された と きに有効または無効にする こ と ができ ます。
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スタンドアロンユーティリティとして実行

サーバヘルスチェ ッ クは、 ス タ ン ド ア ロ ンユーテ ィ リ テ ィ と し ていつでも実行でき ま
す。 次の表に、 プラ ッ ト フ ォームご と のヘルスチェ ッ ク ユーテ ィ リ テ ィ 名を示し ます。

表 2 ヘルスチェックユーティリティ

ヘルスチェックのタイプ

ndscheck ユーテ ィ リ テ ィ またはア ッ プグレード の実行時には、 次のタ イプのヘルス
チェ ッ クが実行されます。

基本的なサーバの状態

パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状態

ndscheck ユーテ ィ リ テ ィ を実行する と、 結果が画面に表示され、 ロ グが ndscheck.log に
記録されます。 ロ グフ ァ イルの詳細については、 127 ページの 「ロ グフ ァ イル」 を参照
し て く ださい。

ア ッ プグレード の一部と し てヘルスチェ ッ ク を実行し た場合、 エラーが検出される と、
検出されたエラーのタ イプに応じ て、 ア ッ プグレード を続行するかど う かの確認が求
められるか、 または処理が中断されます。 エラーのタ イプは、 125 ページの 「状態のカ
テゴ リ 」 に記載されています。

基本的なサーバの状態

これは、 ヘルスチェ ッ クの最初の段階です。 ヘルスチェ ッ ク ユーテ ィ リ テ ィ は次の内
容をチェ ッ ク し ます。 

1. eDirectory サービ スが動作し ている。 DIB が開いていて、 ツ リ ー名などの基本的な
ツ リ ー情報を読むこ と ができ る。 

2. サーバがそれぞれのポー ト 番号を監視し ている。 

LDAP に関し ては、 TCP ポー ト 番号と SSL ポー ト 番号を取得し て、 サーバがこれ
らのポー ト を監視し ているかど う かをチェ ッ ク し ます。 

同様に、 HTTP ポー ト 番号と HTTPS ポー ト 番号を取得し て、 サーバがこれらの
ポー ト を監視し ているかど う かをチェ ッ ク し ます。

プラットフォーム ユーティリティ名

Linux および UNIX ndscheck

構文：

ndscheck -h ホス ト 名 : ポー ト  -a 管理者 FDN -w パス ワード 
-F ロ グフ ァ イルのパス --config-file 環境設定フ ァ イルの名
前 と パス --version

NetWare の場合 ® dscheck

Windows ndscheck
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パーティションとレプリカの状態

基本的なサーバの状態のチェ ッ ク後は、 次の とお り 、 パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの状
態をチェ ッ ク し ます。

1. ローカルに保持されているパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カの状態をチェ ッ ク し ます。 

2. サーバによ って保持されているすべてのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ リ ングを読み込
み、 レプ リ カ リ ング内のすべてのサーバが動作し ていて、 すべてのレプ リ カが使用
可能な状態であ る こ と をチェ ッ ク し ます。 

3. レプ リ カ リ ング内のすべてのサーバの時刻同期をチェ ッ ク し、 サーバ間の時刻の違
いを表示し ます。

状態のカテゴリ

サーバの状態は、 チェ ッ ク中に検出されるエラーに基づいて、 次の 3 つカテゴ リ に分
類されます。 

正常 (125 ページ ) 

警告 (125 ページ ) 

Critical (126 ページ ) 

ヘルスチェ ッ クのステータ スはロ グフ ァ イルに記録されます。 詳細については、
127 ページの 「ロ グフ ァ イル」 を参照し て く ださい。

正常

すべてのヘルスチェ ッ クに成功し、 サーバの状態は正常です。 

ア ッ プグレード は中断されずに続行されます。

警告

サーバの状態のチェ ッ ク中に、 あま り 重大でないエラーが検出されま し た。 

ア ッ プグレード の一部と し てヘルスチェ ッ クが実行されている場合、 中止するか続行す
るかの確認を求められます。 詳細については、 126 ページの 図 8 を参照し て く だ さい。

警告は通常、 次の状況で発生し ます。

サーバが LDAP ポー ト と HTTP ポー ト ( 通常、セキ ュ リ テ ィ 保護、または両方 ) を監視
し ていない。

レプ リ カ リ ング内のいずれの非マス タサーバにも接続できない。

レプ リ カ リ ング内のサーバが同期し ていない。
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図 8 警告が発生したヘルスチェック

Critical
サーバの状態のチェ ッ ク中に、 重大なエラーが検出されま し た。 

ア ッ プグレード の一部と し てヘルスチェ ッ クが実行されている場合、 ア ッ プグレード
操作は中止されます。 詳細については、 127 ページの 図 9 を参照し て く だ さい。

重大な状態は通常、 次の状況で発生し ます。

DIB を開 く こ と ができないか読み込むこ と ができない ( ロ ッ ク されているか破損し
ている可能性があ る )。

レプ リ カ リ ング内のすべてのサーバに接続できない。

ローカルに保持されているパーテ ィ シ ョ ンが使用中であ る。

レプ リ カが使用可能な状態ではない。
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図 9 重大なエラーが発生したヘルスチェック

ログファイル

サーバヘルスチェ ッ ク操作は、 ア ッ プグレード で実行される場合も、 ス タ ン ド ア ロ ン
ユーテ ィ リ テ ィ と し て実行される場合も、 状態を ロ グフ ァ イルに保存し ます。 

ロ グフ ァ イルの内容は、 チェ ッ ク実行時に画面に表示される メ ッ セージ と同様です。
例については、 126 ページの 図 8 および 127 ページの 図 9 を参照し て く ださい。

ヘルスチェ ッ クのロ グフ ァ イルには、 次のものが含まれています。

ヘルスチェ ッ クのステータ ス ( 正常、 警告、 または重大 )

考え られる解決方法を示す URL

次の表に、 さ まざまなプラ ッ ト フ ォームでのロ グフ ァ イルの場所を示し ます。
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表 3 ヘルスチェックのログファイルの場所

プラットフォーム ログファイル名 場所

Linux および UNIX ndscheck.log ndscheck -F ユーティリティで指定した場所に

依存します。 

-F オプションを使用しない場合は、次に示す

ように、コマンドラインで指定した別のオプ
ションによって、ndscheck.log ファイルの場

所が決定されます。

1. -h オプションを使用した場合、

ndscheck.log ファイルはユーザのホーム

ディレクトリに保存されます。 

2. --config-file オプションを使用した場合、

ndscheck.log ファイルはサーバインスタン

スのログディレクトリに保存されます。ま
たは、インスタンスの一覧からインスタン
スを選択することもできます。

NetWare dscheck.log sys:\system

Windows nsdcheck.log イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ \novell nds
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C OpenSLP for eDirectory の設定

この付録では、 OpenSLP for Novell® eDirectoryTM を Novell ClientTM な しでイ ン ス ト ール
する場合の適切な設定について、 ネ ッ ト ワーク管理者向けに説明し ます。

129 ページの 「Service Location Protocol」

129 ページの 「SLP の基本」

132 ページの 「環境設定パラ メ ータ」

Service Location Protocol
OpenSLP は、 IETF Service Location Protocol バージョ ン 2.0 標準のオープンソ ース の実装で
す。 IETF Service Location Protocol バージョ ン 2.0 標準については、 IETF Request-For-
Comments (RFC) 2608 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2608.txt?number=2608) を参照し てく ださ い。

OpenSLP ソース コード が提供する イ ン タ フ ェースでは、 SLP v2 プロ ト コルの実装のほ
かに、 プロ グ ラ ムで SLP 機能にア ク セスする別の IETF 標準の実装があ り ます。 詳細
は、 RFC 2614 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt?number=2614) を参照し て く ださい。

SLP の動作の詳細を理解するためには、 この 2 つの ド キ ュ メ ン ト を参照し、 熟読し て
く ださい。 読みやすい文書ではあ り ませんが、 イ ン ターネ ッ ト での SLP の正しい設定
を行 う ためには重要な ド キ ュ メ ン ト です。

OpenSLP プロ ジェ ク ト の詳細については、 OpenSLP (http://www.OpenSLP.org) Web site 
and the SourceForge (http://sourceforge.net/projects/openslp) の Web サイ ト を参照し て く だ
さい。 OpenSLP の Web サイ ト には、 環境設定に関する貴重な ヒ ン ト を含んださ まざま
な文書があ り ます。 ただし、 このガイ ド の作成時点では、 これらの ド キ ュ メ ン ト の多
く は未完成です。

SLP の基本

Service Location Protocol では、 次の 3 種類のコ ンポーネン ト が定義されています。

ユーザエージェ ン ト (UA)

サービ スエージェ ン ト (SA)

デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト (DA)

ユーザエージェ ン ト は、 ク ラ イ アン ト がサービ ス を問い合わせた り 、 サービ スがそれ
自体を通知するためのプロ グ ラ ム イ ン タ フ ェース を提供し ます。 ユーザエージェ ン ト
はデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に接続し、 指定し たス コープ内の指定し たサービ ス ク ラ
スに登録されたサービ ス を問い合わせます。
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サービ スエージェ ン ト は、 SLP で登録された ローカルサービ ス を持続的に格納し、 維持
する場所を提供し ます。 サービ スエージェ ン ト は主と し て、 登録済みのローカルサービ
ス を メ モ リ 内データベース と し て維持し ます。 この場合、 サービ スはローカル SA がな
い限 り SLP で登録でき ません。 ク ラ イ アン ト がサービ ス を検出するのは UA ラ イブラ リ
内のみですが、 登録するには SA が必要です。 これは主に、 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト
を受信し て登録を維持するためには、 登録済みサービ スの存在を SA が定期的に表明す
る必要があ るためです。

デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト は、 通知されたサービ スに対し て長期間持続的にキ ャ ッ シュ
を提供し、 ユーザエージェ ン ト がサービ ス を検索するためのア ク セスポ イ ン ト と な り ま
す。 キ ャ ッ シュ機能を提供する DA は、SA が新しいサービ ス を通知するのを受信し、 こ
れらの通知をキ ャ ッ シ ュ し ます。 DA のキ ャ ッ シュは短時間で完了し ます。 デ ィ レ ク ト
リ エージェ ン ト は、 期限切れのアルゴ リ ズムを使用し てエン ト リ キ ャ ッ シュ を有効期限
切れにし ます。デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト が起動する と、持続的な格納領域 ( 通常はハー
ド ド ラ イブ ) から キ ャ ッ シュ を読み込み、 アルゴ リ ズムに従ってエン ト リ を有効期限切
れにし ます。 新しい DA が起動し た り 、 キ ャ ッ シ ュが削除される と、 DA はこの条件を
検出し て受信中のすべての SA に特別な通知を送信し ます。 SA は、 DA が直ちにキ ャ ッ
シ ュ を作成でき る よ う にローカルデータベース をダンプし ます。

デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト が存在し ない場合、 UA は SA が応答でき る一般的なマルチ
キ ャ ス ト 方式の ク エ リ を使用し、 DA がキ ャ ッ シ ュ を作成するの と ほぼ同じ方法で、 要
求されたサービ スの リ ス ト を作成し ます。 この ク エ リ によ って返されるサービ スの リ
ス ト は、 DA が提供する リ ス ト と比較する と不完全かつ局所的です。 特に、 多 く のネ ッ
ト ワーク管理者が使用するマルチキ ャ ス ト 方式でのフ ィ ルタ処理では、 ブロード キ ャ
ス ト およびマルチキ ャ ス ト の対象がローカルサブネ ッ ト のみに制限されるためです。

つま り 、 指定されたス コープに対し てユーザエージェ ン ト が検索する ものは、 すべて
デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に依存し ます。

Novell Service Location Providers
Novell のバージ ョ ンの SLP では、 強力なサービ スア ド バータ イ ズ環境を提供するため、
SLP 標準が一部変更されます。 しかし、 このために一部の拡張性を犠牲にし ています。

た と えば、 サービ スア ド バータ イ ズのフ レーム ワークの拡張性を改善するために、 サ
ブネ ッ ト 上でのブロード キ ャ ス ト またはマルチキ ャ ス ト のパケ ッ ト 数が制限されます。
SLP の仕様では、 これを管理するために、 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト の クエ リ に関し
てサービ スエージェ ン ト およびユーザエージェ ン ト に制限を加えています。 必要なス
コープに対応するための最初に検出されたデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト は、 サービ ス
エージェ ン ト ( つま り 結果的にローカルユーザエージェ ン ト ) がそのス コープ上の将来
の要求すべてに使用するエージェ ン ト と な り ます。

Novell SLP を実装する と、 ク エ リ 情報の検索について既知のデ ィ レ ク ト リ エージェ ン
ト をすべてスキ ャ ン し ます。 スキ ャ ンの所要時間は 300 ミ リ 秒と かな り 長 く 、 し た
がって、 約 3 ～ 5 秒以内で 10 台のサーバしかスキ ャ ンでき ません。 SLP がネ ッ ト ワー
ク上で正し く 設定されている場合にはこのよ う な検索の必要はあ り ません。 OpenSLP
では、 ネ ッ ト ワークが実際に SLP ト ラ フ ィ ッ ク用に設定されている と見な されます。
OpenSLP の応答タ イ ムア ウ ト 値は Novell の SLP サービ スプロバイ ダの応答タ イ ムアウ
ト 値よ り も大きい値です。 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト 数は、 エージェ ン ト の情報が正
確で完全であ るかど う かに関係な く 、 最初に応答するデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に制
限されます。
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ユーザエージェント

ユーザエージェ ン ト の物理形式は、 アプ リ ケーシ ョ ンに リ ン ク されたス タ テ ィ ッ ク ラ
イブラ リ またはダ イナ ミ ッ ク ラ イブラ リ です。 ユーザエージェ ン ト によ り 、 アプ リ
ケーシ ョ ンは SLP サービ スに対し て問い合わせる こ と ができ ます。

ユーザエージェ ン ト は、 アルゴ リ ズムに従って、 ク エ リ の送信先になるデ ィ レ ク ト リ
エージェ ン ト のア ド レ ス を取得し ます。 指定し たス コープの DA ア ド レ ス を取得する
と、 ユーザエージェ ン ト はそのス コープから応答がな く なる まで同じ ア ド レ ス を使用
し続けます。 応答がな く なる と、 ユーザエージェ ン ト はそのス コープに対する別の DA
ア ド レ ス を取得し ます。 ユーザエージェ ン ト は、 指定されたス コープのデ ィ レ ク ト リ
エージェ ン ト のア ド レ ス を次の方法で検索し ます。

1. 現在の要求上のソ ケ ッ ト ハン ド ルが、 指定し たス コープの DA に接続されているか
ど う かをチェ ッ クする ( 要求がマルチパー ト 要求の場合は、 要求に対し てキ ャ ッ
シ ュ された接続がすでに存在し ている可能性があ り ます )。

2. 指定し たス コープ と一致し ている DA の、 既知のローカル DA キ ャ ッ シュ をチェ ッ
クする。

3. 指定し たス コープでローカル SA に対し て DA を確認する （その後キ ャ ッ シュに新
しいア ド レ ス を追加し ます）。

4. 指定し たス コープに一致する DA のネ ッ ト ワーク設定済みのア ド レ ス を DHCP に
問い合わせる ( その後キ ャ ッ シュに新しいア ド レ ス を追加し ます )。

5. 既知のポー ト で DA の検出要求をマルチキ ャ ス ト する ( その後キ ャ ッ シ ュに新しい
ア ド レ ス を追加し ます )。

ス コープを指定し ない場合、 指定ス コープは 「デフ ォル ト 」 にな り ます。 つま り 、 SLP
設定フ ァ イルで静的に定義されたス コープがな く 、 ク エ リ でス コープを指定し ていな
い場合は、 使用される ス コープは 「デフ ォル ト 」 と い う 単語にな り ます。 また、
eDirectory の登録では eDirectory はス コープを指定し ないこ と に注意し て く ださい。 つ
ま り 、 eDirectory で使用される ス コープは常に 「デフ ォル ト 」 と い う わけではあ り ませ
ん。 ス コープが静的に設定されている場合、 そのス コープがすべてのローカル UA 要
求および SA 登録に対し て、 指定し たス コープがない場合のデフ ォル ト のス コープにな
り ます。

サービスエージェント

サービ スエージェ ン ト の物理形式は、 ホス ト マシン上での個別のプロセスです。 Win32
の場合は、 slpd.exe がローカルマシン上のサービ ス と し て実行されます。 ユーザエー
ジェ ン ト は、 既知のポー ト 上のループバッ ク ア ド レ スに メ ッ セージを送信する こ と に
よ って、 ローカルサービ スエージェ ン ト を問い合わせます。

サービ スエージェ ン ト は、 潜在 DA ア ド レ スに DA 検出要求を直接送信する こ と によ
り 、 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト およびそれがサポー ト する ス コープ リ ス ト を検出し て
キ ャ ッ シ ュ し ます。 DA 検出要求は、 次の方法で送信されます。

1. 静的に設定された DA ア ド レ ス をすべてチェ ッ クする ( その後 SA の既知の DA
キ ャ ッ シ ュに新しい DA ア ド レ ス を追加し ます )。

2. DHCP から DA と ス コープの リ ス ト を要求する ( その後 SA の既知の DA キ ャ ッ
シ ュに新しい リ ス ト を追加し ます )。

3. 既知のポー ト で DA の検出要求をマルチキ ャ ス ト する ( その後 SA の既知の Ｄ Ａ
キ ャ ッ シ ュに新しいポー ト を追加し ます )。
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4. DA によ って定期的にブロード キ ャ ス ト された DA のア ド バータ イ ズパケ ッ ト を受
信する ( その後 SA の既知の Ｄ Ａ キ ャ ッ シュに新しいア ド バータ イ ズパケ ッ ト を
追加し ます )。

ユーザエージェ ン ト は常に最初にローカルサービ スエージェ ン ト に対し て問い合わせ
ます。 ローカルサービ スエージェ ン ト の応答によ ってユーザエージェ ン ト が次の検出
段階を続行するかど う かが決定されるため、 この こ と は重要な点です (DHCP のこの
ケースについては、 131 ページの 「ユーザエージェ ン ト 」 の手順 3 および 4 を参照し て
く ださい )。 

環境設定パラメータ

%systemroot%/slp.conf フ ァ イル内の各環境設定パラ メ ータ も、 次のよ う にし て DA の検
出を制御し ます。

net.slp.useScopes = < コ ンマ区切 り のス コープ リ ス ト >
net.slp.DAAddresses = < コ ンマ区切 り のア ド レ ス リ ス ト >
net.slp.passiveDADetection = <“true” または “false”>
net.slp.activeDADetection = <“true” または “false”>
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval = <0、 1、 または秒数 >

useScopes オプシ ョ ンは、 SA の通知先のス コープ、 および、 サービ ス またはク ラ イ ア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンで作成された登録またはク エ リ に指定し たス コープが存在し な
い場合に、 ク エ リ が作成される ス コープを示し ます。 eDirectory は常にデフ ォル ト のス
コープに通知し、 問い合わせを行 う ため、 この リ ス ト が eDirectory の登録およびク エ リ
のデフ ォル ト のス コープの リ ス ト にな り ます。

DAAddresses はコ ンマで区切られた IP ア ド レ スの リ ス ト で、 ア ド レ スは 10 進数と ド ッ
ト で表記されます。 このア ド レ スが他のすべてに対し て優先されます。 設定された DA
のこの リ ス ト が登録またはク エ リ のス コープをサポー ト し ない場合、 検出を無効にし
ていない限 り は、 SA および UA はマルチキ ャ ス ト 方式で DA を検出し ます。

passiveDADetection オプシ ョ ンのデフ ォル ト は 「TRUE」 です。 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン
ト は、 設定に応じ て定期的にそれ自体の存在をサブネ ッ ト の既知のポー ト 上にブロード
キ ャ ス ト し ます。 これらのパケ ッ ト は DAAdvert パケ ッ ト と名付け られます。 このオプ
シ ョ ンに 「FALSE」 を設定し た場合、ブロード キ ャ ス ト 方式のすべての DAAdvert パケ ッ
ト は SA に無視されます。

activeDADetection オプシ ョ ンのデフ ォル ト も 「TRUE」 です。 この設定によ り 、 SA はす
べての DA に対し て、指示された DAAdvert パケ ッ ト で応答する よ う に、定期的にブロー
ド キ ャ ス ト 方式で要求でき ます。 指示されたパケ ッ ト はブロード キ ャ ス ト ではあ り ませ
んが、 この要求に対する応答では SA に直接送信されます。 このオプシ ョ ンに 「FALSE」
を設定し た場合、 SA は定期的な DA の検出要求をブロード キ ャ ス ト し ません。

DAActiveDiscoveryInterval オプシ ョ ンは try-state パラ メ ータです。 デフ ォル ト 値は 1 で
す。 これは、 初期化の際に、 SA が DA の検出要求を 1 回送る設定であ る こ と を意味す
る特別な値です。 このオプシ ョ ンに 0 を設定する と、 activeDADetection オプシ ョ ンに
「FALSE」 を設定し た場合と結果は同じです。 その他の値は、 検出をブロード キ ャ ス ト
する間隔を秒数で表し ます。

このオプシ ョ ンを正し く 使用する と、 サービ スア ド バータ イ ズに使用するネ ッ ト ワー
ク帯域幅を適切に設定でき ます。 ただし、 デフ ォル ト 設定は平均的なネ ッ ト ワーク で
拡張性を最適化する よ う に設計されています。
132   Novell eDirectory 8.8 インストールガイド


	本書について
	1 Novell eDirectoryのNetWareへのインストールま たはアップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	NetWare用のeDirectoryスキーマの更新
	Novell eDirectoryのNetWareへのインストールまたはアップグレード
	Novell eDirectory 8.8のNetWareへのインストールまたはアップグレード
	サーバのヘルスチェック
	NMASサーバソフトウェアのインストール
	NMASクライアントソフトウェアのインストール
	コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール


	2 Novell eDirectory のWindowsへのインストール またはアップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	Windows用のeDirectoryスキーマの更新
	Novell eDirectoryのWindowsへのインストール
	Windows 2000またはServer 2003へのNovell eDirectory 8.8のインストールまたは更新
	サーバのヘルスチェック
	LDAPを介したeDirectoryとの通信
	NMASサーバソフトウェアのインストール
	NMASクライアントソフトウェアのインストール
	コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール


	3 Novell eDirectoryのLinuxへのインストールまたはアップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	eDirectoryをアップグレードする
	ZENworks Linux Managementを使用したアップグレード

	eDirectoryをインストールする
	サーバのヘルスチェック
	eDirectoryでのSLPの使用
	NICIのインストール
	nds-installユーティリティを使用して、eDirectoryコンポーネントをインストールする
	非ルートユーザによるeDirectory 8.8のインストール
	ndsconfigユーティリティを使用して、eDirectoryレプリカサーバを追加または削除する
	ndsconfigの使用によるeDirectory 8.8の複数インスタンスの設定
	ndsconfigを使用して、コンテナ名にドットを使用したTreeにLinuxサーバをインス トールする
	eDirectory 8.8のインストールと設定にYaSTを使用する
	nmasinstユーティリティを使用してNMASを設定する


	4 Novell eDirectory のSolarisへインストールまた はアップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	eDirectoryをアップグレードする
	eDirectoryをインストールする
	サーバのヘルスチェック
	eDirectoryでのSLPの使用
	NICIのインストール
	nds-installユーティリティを使用して、eDirectoryコンポーネントをインストールする
	非ルートユーザによるeDirectory 8.8のインストール
	ndsconfigユーティリティを使用して、eDirectoryレプリカサーバを追加または削除する
	ndsconfigの使用によるeDirectory 8.8の複数インスタンスの設定
	ndsconfigを使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーにSolarisサーバをイ ンストールする
	nmasinstユーティリティを使用してNMASを設定する


	5 Novell eDirectoryのAIXへのインストールまたは アップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	eDirectoryをアップグレードする
	eDirectoryをインストールする
	サーバのヘルスチェック
	eDirectoryでのSLPの使用
	NICIのインストール
	nds-installユーティリティを使用して、eDirectoryコンポーネントをインストールする
	非ルートユーザによるeDirectory 8.8のインストール
	ndsconfigユーティリティを使用して、eDirectoryレプリカサーバを追加または削除する
	ndsconfigの使用によるeDirectory 8.8の複数インスタンスの設定
	ndsconfigを使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーにAIXサーバをインス トールする
	nmasinstユーティリティを使用してNMASを設定する


	6 Novell eDirectoryのHP-UXへのインストールまた はアップグレード
	システム要件
	前提条件
	ハードウェア要件
	バックリンク処理の強制実行
	eDirectoryをアップグレードする
	eDirectoryをインストールする
	サーバのヘルスチェック
	HP-UXでのOpenSLPの使用
	NICIのインストール
	eDirectoryコンポーネントをインストールする
	非ルートユーザによるeDirectory 8.8のインストール
	ndsconfigユーティリティを使用して、eDirectoryレプリカサーバを追加または削除する
	ndsconfigの使用によるeDirectory 8.8の複数インスタンスの設定
	ndsconfigを使用して、コンテナ名にドットを使用したTreeにHP-UXサーバをイン ストールする
	nmasinstユーティリティを使用してNMASを設定する


	7 DIBの移動
	Linux、UNIXの場合
	NetWare、Windowsの場合

	8 Linux、Solaris、AIX、またはHP-UXシステムで のNovell eDirectoryの設定
	環境設定ユーティリティ
	ndsconfigユーティリティ
	ldapconfigユーティリティを使用して、LDAPサーバオブジェクトおよびLDAPグループオブジェクトを設定する
	nmasinstユーティリティを使用して、Novell Modular Authentication Serviceを設定する

	環境設定パラメータ

	9 iManagerプラグインのインストール
	10 Novell eDirectoryをアンインストールする
	NetWare上のeDirectoryのアンインストール
	eDirectoryの再インストール

	Windows上のeDirectoryをアンインストールする
	eDirectory、ConsoleOne、およびSLP DAをアンインストールする
	NICIのアンインストール

	Linux、Solaris、またはAIXでのeDirectoryのアンインストール
	HP-UX上のeDirectoryのアンインストール

	A Linux、Solaris、AIX、およびHP-UX用Novell eDirectoryパッケージ
	HP-UXのパッケージ名仕様

	B サーバのヘルスチェック
	ヘルスチェックの必要性
	ヘルスチェックを実行する
	アップグレードと同時に実行
	スタンドアロンユーティリティとして実行

	ヘルスチェックのタイプ
	基本的なサーバの状態
	パーティションとレプリカの状態

	状態のカテゴリ
	正常
	警告
	Critical

	ログファイル

	C OpenSLP for eDirectoryの設定
	Service Location Protocol
	SLPの基本
	Novell Service Location Providers
	ユーザエージェント
	サービスエージェント

	環境設定パラメータ


